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いま、風はナチ巧リフ払へ。

ナチュレディリマシリ‐ズ
リマシリーズは、厳選された天然素材からつ

くられたソフトバランス化粧品。スキンケア

に、メイクに、 とびきリナチユラルな印象で、
貴女の毎日をi寅出します。

(SOp独′鬱ヴrnCeぉ粽蔑燎毀ぽ
性
)

■響

ψ
―

轟
リマ基礎女り 17生誓を,主にT宗 甲雫さ,午ヽ

レリーズ銚継員iラ
ルl_lZちたいあなたのための

鮨
　
や
い

晰

)θθθ  l[暑
発売以来大好評 ′

100%のヘチマ水をベースに、いま、
｀
純
″
を極めた

薄Dヵ LI(IDシリー/ii
■ルーファ100の特長

●ヘチマ水 100%、植物性の基礎化粧品。

●天然の活性剤を使用。

●お肌に刺激のなt颯者性。

θθθθθθ
自然のイズムに敏感な女の30代からのスキンケアに。
パーソナルバランスを見つめる

エクセレントシリーズ
若く、みずみずしい素肌を保つために、モイス

チユア効果の高tヽ天然成分をバランス良く配へ

うるおいを保ちます
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■食養料理教室リマクッキング・アカデミー夏期 (第51期)は
6月 28(火 )、 29(水)日まで開講。募集中です。

■正食医学講座・男J科「望診法特集」始まる。ノ

4日 、② は 6月 4、 5日 、③ は 7月 2、 3日 。
① は 5月 3、

■正食医学講座・実技編①は5月 21(土 )、 22(日 )です。
講師は大森―慈先生。

●表紙写真撮影/月原 淳 ■日本C:協会は毎週木曜休業です。
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●

新
し
き
世
界
へ
　
６
１
２
号

昭
和
６３
年

（１
９
８
８
年
）
５
月
号

■
本
誌
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
／
　
今
号

一
部
五
〇
〇
円

（送
料
共
）

※
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
‥

（
シ
ー
ア
イ
）

【
”
●
ｏ
「
”
●
コ
Ｃ
ｏ

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ト
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

占
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″
　
〓
，
一８
５

【雪
９
，
３
５

と
命
名
。
こ
ぎ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（ジ
ー
オ
Ｉ
Ｙ
・あ
８
品
９
　
ｏ
７

３
■
”

（
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ

ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ベ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
『
一８
一Ｒ

Ｃ
ュ
Ｏ
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ

ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
ｃ

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

ョ
‥
８
げ
ぢ
‐

〓
ｆ
■

フ
ラ
ン
ス
謳
じ
、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
３
●
ｑ
０
〇
一９
一ｏ
ヽ
形

容
詞
は

ヨ
３
８
σ
一ｏ
一お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「
長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
鶴
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

ぶ
。

■本誌および日本 Ci協会のすべての刊行物、桜沢如一、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。 (た だし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれ

は、かまいません。転載のお申し込みは歓迎いたします)

マ
ク

ロ
ビ

オ

テ

ィ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス

…

…

…

…

…

６

料
理
教
室
試
作
会
開
く
、
会
長
晴
海
で
講
演
、
手
づ
く
り
味
噌
講
習
会
、
ワ

ン
・
ピ
ー
ス
フ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
日
本
ツ
ア
ー
、
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー

西
洋
の
玄
穀
食
と
桜
沢
先
生
／
吉
見
ク
リ

マ
ッ
ク
…
７

Ｇ
Ｏ
先
生
第
２２
周
忌
に
寄
せ
る

米
国
で
菜
食
ブ
ー
ム
／
村
元

『タ
イ
ム
」
が
報
道

帰
郷
い
そ
の
他
／
八
木
順
成

各
地
の
イ
ベ
ン
ト

微
生
物
の
世
界

（２
）／
村
元
　
騰

「
エ
イ
ズ
」
の
問
題
に
関
連
し
て
考
え
る

５
月
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
／
桜
沢
里
真
…
１５

ソ
ボ
ロ
丼
、
柏
餅
、
春
雨
ス
ー
プ
、
人
参
ボ
…
ル
さ
ざ
れ
石
揚
げ
、
う
ぐ
い

す
豆
腐
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
炒
り
煮
、
タ
ル
ト

・
ス
ピ
ラ
ル
、
か
ぶ
の
浅
漬

●
正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

ぜ
ん
そ
く
／
蓄
膿
症

。
緑
内
障

・
便
秘

（大
森
英
桜
先
生
健
康
相
談
）

お
産
と
育
児

（６
）／
山
西
み
な
子
、
大
森

一
慧
…
…
２４

生
死
の
体
験
が
、
「落
ち
こ
ば
れ
し
、真
剣
に
入
門
を
、
子
供
の
生
活
の
広
が
り

自
分
に
納
得
し
て
、
地
域
の
人
に
教
え
ら
れ
、
自
分
を
確
立

全
画
伯
が
肖
像
画
を

騰

10

34
30

12 118
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リ
マ
ク

ッ
キ
ン
グ

ア
カ
デ
ミ
ー
修
了
試
作
会

し 心

:::3番著者:'諄策摯
争・棗。卜“`Fll｀|:11 1 111:i;i
l‐ ― ン

中・ 1｀
|●

:

ｏ
４
月
１０
日
、
リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ

ミ
ー
春
期
、
通
算
第
５０
期
の
修
了
試
作
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

腕
を
ふ
る

っ
た
作
品
は
、　
一
部
、
味
の
薄

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
盛
り
つ
け
に
も

工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
研
さ
ん
の
成
果
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
免
状
を
授
与
さ
れ

た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

＊
初
級
…
福
岡
敬
子
、
岡
律
子
、
北
島
智
恵

子
、
川
村
喜
久
子
、
宮
谷
香
子
、
工
藤
乃
吏

香
、
伊
藤
恵
美
子
、
山
田
ル
ミ
子
、
波
留
薫
、

稲
積
量
子
、
橋
本
節
子
、
安
楽
宏
子
、
野
原

信
子
、
山
下
和
男
、
橋
本
治
美
、
菊
池
啓
子
、

小
林
弓
里
子
、
早
瀬
晶
子
、
小
島
か
よ
子
、

真
田
東
史
子
、
斎
藤
裕
子
、
渡
部
ハ
ル
イ
、

杉
井
隆
子
、
市
村
美
枝
子
、
田
中
冨
美

＊
中
級
…
村
上
実
香
、
神
谷
泰
子
、
宮
美
枝

子
、
矢
尾
と
し
子
、
沼
田
繁
子
、
真
田
東
史

子
、
斎
藤
裕
子
、
黒
田
都
志
子
、
仁
野
マ
リ

ー
、
安
楽
宏
子

＊
上
級
…
小
林
和
子
、
奈
良
幸
子
、
島
崎
明

子
、
安
楽
宏
子
、
高
松
良
士
子
、
江
口
由
香

子
、
大
川
智
玖
左
、
比
嘉
利
代
江
、
立
花
典

子
、
小
原
栄
子
、
黒
田
部
志
子
、
恒
川
通
泰
、

五
十
嵐
歳
枝
、
恒
川
美
代
、
築
地
恭
子
、
小

川
羊
子
、
金
沢
と
み
こ
、
大
石
浩
園
、
板
橋

慶
子
、
ト
レ
ン
ト
裕
梨

＊
師
範
…
大
石
浩
園
、
板
橋
慶
子
、
ト
レ
ン

ト
裕
梨
、
佐
藤
境
子
　
　
　
　
（敬
称
略
）

会
長
、
晴
海
で
講
演

●
４
月
４
日
、
東
京

・
晴
海
の
健
康
産
業
展

で
桜
沢
里
真
会
長
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
健
康
産
業
新
聞
社
の
主
催
で
、
日
本
Ｃ

グv・クッ1蹴ゅ瞥唸廉 三
食養群糧数菫 議警奮

▲修了試作会の記念撮影。上、昼の部、下、夜の部。
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Ｉ
協
会
は
書
籍
を
即
売
し
ま
し
た
。
桜
沢
里

真
先
生
は
、
３５
年
前
、
桜
沢
先
生
と
と
も
に

初
め
て
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
に
渡

っ
た
時
の

こ
と
か
ら
、
人
間
の
生
命
の
成
り
た
ち
、
母

胎
時
代
の
大
切
き
、
食
養
の
大
き
な
意
義
な

ど
を
語
り
、
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し

とに
。

レ
晴
海
の
健
康
産
業
展
で
。

手
づ
く
り
味
唱

３
月
１２
日
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
Ｋ
Ｋ
主

催
で
、
恒
例
の
手
づ
く
り
味
噌
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は

「立
科
み
そ
」

「茜

醤
油
」
の
酢
屋
茂
商
店
の
今
井
荘
司
社
長
。

今
回
使

っ
た
こ
う
じ
は
、
塩
切
り

（
こ
う

じ
が
温
度
に
よ
っ
て
発
酵
し
て
熱
を
持
つ
た

め
、
事
前
に
塩
を
含
ま
せ
て
発
熱
を
防
止
し

て
い
る
）
し
て
あ
る
の
で
、
こ
う
じ
１
キ
ロ

に
対
し
て
塩
５‐０
グ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
。
塩
の

量
で
発
酵
の
度
合

い
が
変
わ

っ
て
き
ま
す
の

で
、
良

い
味
噌
を
作
る
カ
ギ
で
す
。

家
庭
の
場
合
は
醸
造
元
で
大
量
に
仕
込
む

の
と
は
違
う
の
で
、
気
長
に
こ
ま
め
に
面
倒

を
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ワ
ン

・
ピ
ー
ス
フ
ル
・

ワ
ー
ル
ド
日
本
ツ
ア
ー

ボ
ス
ト
ン
の
久
司
先
生
夫
妻
を
中
心
に
し

た

一
行
が
今
年
も
来
日
す
る
。

５
月
６
日
（金
）米
国
、
欧
州
な
ど
各
国
か
ら

成
田
着
、
（新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
）。
７

日
、
明
治
神
宮
、国
会
、皇
居
、浅
草
、上
野
。

８
日
、
自
由
。
９
日
、
京
都
へ
。Ｇ
Ｏ
墓
参
、

二
条
城
、平
安
神
宮
（新
阪
急
Ｈ
）。

１０
日
、
清
水
寺
、
〓
一十
二
間
堂
、
お
め
ん
、銀

閣
寺
、金
閣
寺
。
Ｈ
日
、島
根
県
横
田
町
。
１２
日
、

横
田
町
。
１３
日
、
広
島
平
和
公
園
、宮
島
、厳
島

神
社
、
岩
国
港
、松
山
港
、奥
道
後
（愛
媛
荘
ヽ

‐４
日
、福
岡
農
場
、松
山
城
、
石
手
寺
、子
規
堂
。

‐５
日
、
り
ん
り
ん
パ
ー
ク
、栗
林
公
園
、屋
島
、

金
刀
比
羅
宮
、善
通
寺
（門
先
屋
旅
館
ヽ
１６
日
、

坂
出
、児
島
、
岡
山
、吹
田
、奈
良
（パ
シ
フ
ィ

ツ
ク
Ｈ
Ｘ
‐７
日
、東
大
寺
、
一
一月
堂
、若
草
山
、

春
日
大
社
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
。
１８
日
、大
淀
、

五
条
、
谷
瀬
吊
り
橋
、熊
野
大
社
、新
宮
、
那
智

の
滝
（青
岸
渡
寺
）。
１９
日
、
那
智
大
社
、
鯨
博

物
館
（越
乃
湯
）。
２０
日
、瀞
峡
、速
玉
神
社
、大

泰
寺
。
２．
日
、鬼
ヶ
城
、尾
鷲
、伊
勢
、
一
一見
ケ

浦
（桧
扇
荘
）。
２２
日
、鳥
羽
港
、伊
良
湖
、豊
川

稲
荷
、岡
崎
角
九
味
噌
、河
口
湖
（Ｈ
湖
南
荘
ヽ

２３
日
、富
士
五
合
日
、氷
穴
、新
宿
（
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｈ
ヽ
２４
日
、
成
田
発
、
各
国
へ
帰
国
。

問
合
せ
／
桜
菊
観
光
社

・
村
越
立
典

（
ａ

Ｏ
Ｎ
卜
∞
‐
０
い
‐
Ｎ
Ｎ
Ｏ
い
″
「
＞
Ｘ
　
ｏ
Ｎ
卜
∞
‐
Ｏ
Ｎ
‐
卜
一
∞
い
）

８８
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

ア
メ
リ
カ

・
ツ
ア
ー

こ
の
７
月
１８
日
か
ら
の
ア
メ
リ
カ

・
ッ
ア

ー
の
企
画
発
表
に
、
す
で
に
二
十
名
近
く
の

方
が
問
合
せ
を
寄
せ
ら
れ
、
早
く
も
申
込
み

手
続
き
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ツ
ア

ー
は
、
相
原

ヘ
ル
マ
ン
、
コ
ル
ネ
リ
ヤ
夫
妻

を
中
心
と
す
る
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｆ
、
ヴ

ェ
ー
ガ
学
院

の
全
面
的
な
協
賛
に
よ
る
も
の
で
、
ま
た
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

一
帯
に
住
む

マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
の
人
た
ち
、
特
に
日
本
か
ら
行

っ

た
仲
間
た
ち
が
歓
迎
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
国
上
で
、

マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
、
自
然
食
は
ど
う
発
展
し
て
い

る
の
か
、
人
々
の
生
活
は
？
　
見
ど
こ
ろ
い

っ
ぱ
い
の
旅
行
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４
月
号
で
配
布
し
た
案
内
書
の
食
事
で
２３

日
夜
か
ら
２４
日
昼
ま
で
の
３
食
が
費
用
に
含

ま
れ
る
の
が
、
記
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
フ
レ
ン
チ
メ
ド
ゥ

ｏ
キ
ャ
ン
プ
の
案
内

書

（英
文
）
コ
ピ
ー
を
希
望
の
方
は
百
円
切

手
を
同
封
、
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▲参加者の質問に答える今井荘司さん。

-5-



Li凧A

沢

0‖ SAWA

百
秦9■10

マクロビオティック人生を語る

《特 男J企 画》
桜沢里真先生は、この4月 17日 、満89歳の誕生日を迎えられました。数えなら90歳で、今な
お 2時間立ちづめで料理の指導にあたられる元気さ! かぼそく病弱だった少女時代から、
最初の結婚生活、そして食養、桜沢如一先生との出会い、そして結婚。「ノン、ノン !」 と

叱られつつ必死に夫についていったPU人生。幾多の研究生を海外に送り出し、ついに行っ
たこともない外国へ。GOと 共にインドヘ、アフリカヘ、 ヨーロッパヘ、ァメリカ、ベ トナ
ムと、十数年、駆け回る。 GOは どう奮闘 したのか、リマ 。オーサワとなった彼女は外国で
何を見たか、そしてGO亡 き後、今日まで。マクロビオティックの生きた歴史を語るユニー
クな企画です。ぜひご参カロください !

◆第 1回  5月 15日 (日 )午前11時から ◆第 2回  6月 12日 (日 )午後 1時から ◆第 3回
7月 17日 (日 )午後 1時から。各回2時間。 (第 4回以降は追って発表します )
●会場/日本 CI協会 2階
●会費/3,000円 (一般・誌友)、 2,500円 (正会員)

精 :機:辮:雛
'議
1機:曇二轟 I騨轟辮 :騨l③ 日 本 料 理

この 3月 13日 、久し振 りに味の芸術を披露して下さった松本光司先生が再び
腕を
=、

るってくださいます。この機会をのがさず、ぜひご参加 ください !

● 5月 15日 (日 )午後 1時 30分～ 3時 会場/日 本 CI協会 3F会 費/6,000円
(厳密な予約制。ご希望の方は電話で申込み、会費を納入願います。
●献立予定/擬製豆腐、焼き湯葉、小芋白煮、飛竜頭

=ヽ

くめ煮、百合根茶巾、

煮抜豆腐、納豆かるかん揚げ、しじとう印籠揚げ、隠元の胡麻和え、など。

●精進料理シリーズ③ 【日本料理】

人 数 会 費

名 円

申込み書

氏 名

電 話

住 所 (〒
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画
澤
の
玄
穀
食

と

０

０

●
Ｇ
Ｏ
先
生
第
２２
周
忌
に
寄
せ
る

一
九
六
六
年
四
月
二
十
四
日
に
Ｇ
Ｏ
先
生
が
逝

っ
て
か
ら

早
く
も
２２
年
の
歳
月
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
パ
リ
の
郊
外
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
そ

の
日
が
ち
ょ
う
ど
日
曜
日
だ

っ
た
た
め
、
電
話
の
な
い
わ
が

家
に
い
て
、
何
も
知
ら
ぬ
ま
ま
で
し
た
。

翌
朝
７
時
に

「
Ｇ
Ｏ
死
す
と
の
知
ら
せ
あ
り
ｌ
ｉ
プ
」
と

い
う
電
報

（
ロ
ー
マ
字
だ

っ
た
）
が
舞

い
込
ん
で
、

「ま
さ

か
」
と
思
い
、
イ
タ
ズ
ラ
か
と
思
い
ま
し
た
。
が
、
何
か
暗
い
予

感
が
し
な
い
で
も
な
い
の
で
、
す
ぐ
パ
リ
の
オ
ー
サ
ワ

・
ク

ラ
ブ
に
か
け
つ
け
、
東
京
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
電
話
し
て
、

よ
う
や
く
た
だ
ご
と
な
ら
ぬ
事
態
が
東
京
に
起
こ
っ
た
ら
し

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
パ
リ
の
親
し
い

日
本
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
同
志
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
当
日
２５
日
の
午
後
か
ら
、
あ
の
静
か
な
ラ

・
マ

ル
テ
ィ
ー
ヌ
通
に
、
私
の
か
つ
て
会

っ
た
こ
と
も
な
い
人
た

ち
ま
で
も
が
、
ど

っ
と
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
狭
い
オ
ー

吉

見

ク

リ

ム

Ｒ

り
正
食
連
合
会
名
誉
会
長
）

サ
ワ

・
ク
ラ
ブ
内
の
正
面
に
Ｇ
Ｏ
の
写
真
を
飾
り
、
花
を
生

け
て
、
カ
ト
リ

ッ
ク
式
と
も
仏
教
式
と
も
区
別
の
つ
か
ぬ
焼

香
の
段
取
り
を
す
る
と
、
無
言
の
う
ち
に
人
々
が

一
列
縦
隊

を
作
り
、
そ
の
行
列
が
道
に
あ
ふ
れ
だ
し
、
歩
道
に
沿

っ
て

何
十
メ
ー
ト
ル
も
伸
び
て
ゆ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
日
間
と
い
う
も
の
、
ク
ラ
プ
は
空
前
の
人
出

が
し
て
、
行
事
は
す
べ
て
ス
ト
ッ
プ
し
、
幹
部
級
の
人
々
が

一
日
中

つ
め
て
、
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
待
ち
な
が
ら
今
後
の

事
を
相
談
し
て
、
悲
痛
な
面
持
ち
を

つ
き
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
。焼

香
に
来
た
人
々
の
応
対
に
立

っ
て
い
る
と
、
す

っ
か
り

打
ち
し
お
れ
た

一
人

一
人
が
、
涙
を
流
し
な
が
ら
、
ま
る
で

自
分
の
父
を
失

っ
た
か
の
如
く
、
心
の
底
か
ら
な
る
悲
し
み

を
吐
露
し
、

ニ
ワ
カ
喪
主
の
私
の
方
が
、
か
え

っ
て
彼
ら
に

同
情
を
お
ぼ
え
、
共
感
し
、
た
だ
悲
し
み
に
打
ち
克

っ
て
立

ち
続
け
ま
し
た
。

あ
の
三
日
間
に
オ
ー
サ
ワ

・
ク
ラ
ブ
に
集
ま

っ
た
人
の
数

は
何
百
人
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く
千
人
以
上
の
パ
リ

ジ
ャ
ン
が
、　
一
日
本
人
の
死
を
悼
ん
で
涙
を
流
し
た
の
で
し

た
。
少
し
遅
れ
て
訃
報
に
接
し
た
パ
リ
以
外
の
地
の
人
々
を

加
え
る
と
、
数
千
人
に
も
な

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
れ
か
ら
２２
年
、
パ
リ
の
正
食
陣
は
ず
い
ぶ
ん
い
ろ
い
ろ

な
変
遷
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
い
っ
た
い
フ
ラ
ン
ス

の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
人
口
と
言
え
る
も
の
は
何
人
く
ら

い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

会
員
名
簿
や
雑
誌
の
購
読
者
数
か
ら
割
り
出
し
て
、
五
千

人
と
見
積
も
る
人
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
そ
の
十
倍
、
五
万

人
だ
と
す
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
二
十
年
間
に
相
当

な
数
の
人
が
正
食
の
間
を
く
ぐ

つ
て
の
ち
姿
を
見
せ
な
く
な

っ
た
わ
け
だ
け
れ
ど
、
そ
の
大
部
分
が
家
庭
で
お
お
ぎ

っ
ぱ

で
も
玄
米
や
黒
パ
ン
を
食
べ
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
五
十

万
人
説
を
称
え
る
人
も
い
ま
す
。
正
食
家
と
は
言
え
な
い
ま

で
も
、
玄
穀
自
然
食
家
程
度
に
は
と
ど
ま

っ
て
い
る
、
と
い

う
の
で
す
。

二
十
年
前
に
は
、
菜
食
主
義
者
が
玄
穀
食
を
特
別
に
重
視

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
黒
パ
ン
ど
こ
ろ

か
、
玄
米
そ
の
他
の
非
精
自
穀
類

（麦
類
、
ソ
バ
、
あ
わ
、

と
う
も
ろ
こ
し
）
を
ず
い
ぶ
ん
推
奨
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ

れ
を
最
も
華
や
か
に
宣
伝
し
て
い
る
の
が
、
リ
カ

・
ザ

ラ
イ
女
史
で
す
。
彼
女
の

『自
然
医
学
』
は
超
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
で
、
今
や
三
百
万
冊
を
売

っ
た
の
で
す
が
、
続
い
て
独
自

の
自
然
食
協
会
を
作
り
、
自
然
食
工
場
を
建
て
、
講
演
と
テ

レ
ビ
出
演
と
で
人
気
は
上
が
る

一
方
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
人
が
自
然
菜
食
療
法
を
学
ん
だ
レ
ー
モ
ン

・
デ
キ
ス
ト
レ

協
会
は
、　
一
九
五
〇
年
代
に
Ｇ
Ｏ
を
講
演
に
迎
え
て
お
り
、
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大

い
に
Ｇ
Ｏ
の
影
響
を
受
け
た
の
だ
、
と
主
張
す
る
何
人
か

の
証
人
が
い
ま
す
。
リ
カ

・
ザ
ラ
イ
な
ど
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
末
裔
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
他
の
自
然
食
や
自
然
医
学
、
多
く
の
鍼
灸
や
オ
メ
オ

パ
シ
ー
の
医
師
た
ち
も
直
接
間
接
に
Ｇ
Ｏ
の
影
響
を
受
け
て

お
り
、
非
精
白
穀
類
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

ら
の
集
団
人
口
を
合
計
す
る
と
五
、
六
百
万
に
も
な
り
ま
し

ょ
う
。
フ
ラ
ン
ス
人
口
の
１０
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
前
大
統
領
、
ジ
ス
カ
ー
ル

・
デ
ス
タ
ン
で
す

ら
、
「私
は
自
然
食
が
好
き
だ
が
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
だ

け
は
な
じ
め
な
い
」

（ど
こ
で
、
そ
ん
な
ま
ず
い
正
食
を
食

っ
た
の
か
不
明
で
す
が
）
と
発
言
す
る
程
度
に
な
ら
、
わ
が

食
養
を
知

っ
て
い
る
の
で
す
。
現
大
統
領
も
黒
パ
ン
党
の
よ

う
で
す
が
、
あ
の
ま
ば
た
き

（毎
秒
１
回
）
で
は
、
五
月
の

大
統
領
選
で
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

マ
ス
コ
ミ
に
翻
弄
さ
れ
て
、多
少
悪
名
を
伴
う
に
し
て
も
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

「正
食
」
の
知
名
度
は
、
か
な
り
な
も

の
で
、
知
識
人
に
し
て
こ
れ
を
全
然
知
ら
な
い
人
は
少
な
い

で
し
ょ
う
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
本
当
に
東
洋
的
正
食
法
を
Ｇ
Ｏ
先
生

の
教
え
通
り
に
厳
格
に
実
践
し
て
い
る
人
は
何
人
い
る
か
、

と
な
る
と
、
そ
れ
は
蓼
々
た
る
も
の
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。

文
字
ど
お
り

一
握
り
の
人
た
ち
が
あ
る
だ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
正
食
事
情
を
か
い
ま
見
る
日
本
人

が
失
望
し
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
は
正
食
家
は

一
人
も
い
な
い
」

と
極
言
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
が
、
そ
れ
は
偏
見
と
い
う

も
の
で
し
ょ
う
。
傲
慢
な
人
の
発
言
と
い
う
べ
き
で
す
。
そ

の
よ
う
な
人
は
、
た
い
て
い
、

「西
洋
人
に
は
、
正
食
も
宇

宙
の
秩
序
も
絶
対
に
分
か
ら
な
い
！
」
と
断
言
し
て
自
己
満

足
に
陥
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
発
言
を
聞
く
と
、
私
は

五
十
年
昔
の
、
閉
鎖
さ
れ
た
日
本
の
国
粋
主
義
に
再
会
し
た

よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
す
。
そ
し
て
結
局
は
吹
き
出
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

そ
も
そ
も
Ｇ
Ｏ
は
、
Ｐ
Ｕ
や
正
食
を
西
洋
人
と
西
洋
化
し

た
東
洋
人
を
目
標
に
し
て
創

っ
た
の
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ

う
か
。
し
か
も
、
正
食
を
広
め
る
以
外
に
人
類
を
救
う
道
は

な
い
、
と
し
て
西
洋
に
立
ち
向
か

っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か

っ
た
で
し
よ
う
か
。
そ
の
Ｇ
Ｏ
を
し
て
言
わ
し
め
る
と
、
現

在
最
高
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
リ
ー
ダ
ー
を
も

っ
て
鳴

る
人
で
す
ら
、
Ｐ
Ｕ
に
関
す
る
限
り

「門
前
の
小
僧
、
お
経
を

読
み
」
程
度
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
す
。
あ
の
思
想
的
怪

物
の
師
に
及
ぶ
弟
子
は
、
と
う
て
い
い
な
か

っ
た
の
で
す
。

ご1贄1鵡

▲在りし日の桜沢先生と沖正弘氏、右が筆者。
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Ｇ
Ｏ
が
偉
大
で
あ

っ
た
と
思
わ
し
め
る
理
由
の

一
つ
は
、

Ｐ
Ｕ
や
正
食
を
教
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
誰
か
れ
を
問
わ
ず
、

す
ぐ
平
等
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
せ
た
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
大
学
教
授
も
医
者
も
小
学
生
も
同
じ
よ
う
に
、
そ
し

て
も
ち
ろ
ん
男
女
も
平
等
に
、
正
食
学
園
の
校
門
に
並
ば
せ

た
の
で
し
た
。
往
々
に
し
て
、
大
学
教
授
よ
り
幼
児
の
方
が

秀
れ
た
成
績
を
示
し
得
た
わ
け
で
す
。

同
じ
よ
う
に
、
Ｇ
Ｏ
先
生
は
西
洋
人
を
も
、
Ｐ
Ｕ
を
与
え

る
早
々
か
ら
、
日
本
人
や
他
の
東
洋
人
と
全
く
同

一
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
せ
た
の
で
し
た
。
与
え
ら
れ
た
Ｐ
Ｕ
の

知
識
量
を
み
て
ヽ
、
茜
祥
人
は
決
し
て
日
本
語
に
あ
る
知
識

量
に
劣
ら
な
い
も
の
を
与
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
「
東
洋

医
学
の
哲
学
』
や

「ジ
ャ
ッ
ク
と
ミ
チ
』
の
日
本
語
訳
を
見

か

ば

一
目
瞭
然
で
し
ょ
う
。
日
本
語
の
著
書
の
め
ぼ
し
い
部

分
は
た
い
て
い
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
さ
れ
て
い
ま
す
）

西
洋
人
の
真
正
直
な
正
食
実
践
と
理
論
的
展
開
と
は
、
時
に

日
本
人
の
レ
ベ
ル
を
越
え
ま
し
た
。
Ｇ
Ｏ
の
思
想
は
、
こ
れ

か
ら
も
、
ま
す
ま
す
西
洋
で
注
目
さ
れ
研
究
さ
れ
て
ゆ
く
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ん
ま
り
西
洋
人
を

「分
か
ら
ぬ
人
種
」
呼
ば
わ
り
す
る

と
、
反
対
に
日
本
人
こ
そ

「単
純
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
り
、

「幼
稚
―
」

「曖
味
！
」

「皮
相
的
ｌ
」

と
言
わ
れ
た
り
、

も

っ
と
厳
し
く

「野
蛮
」
と
い
っ
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に
見
下

げ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
西
洋
人
は

日
本
人
よ
り
は
る
か
に
批
判
が
無
遠
慮
で
手
き
び
し
く
、
皮

肉
も
義
擁
で
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｕ
が
西
洋
人
に
は
「分
か
ら
な
い
」
と
断
定
す
る
の
は
、

立
派
な
偏
見
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
、
む
し
ろ
教
え
る
側

に
こ
そ
、
そ
の
教
え
方
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
の
だ
、
と
思

っ

て
い
ま
す
。

も
う

一
度
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
食
事
情
を
ふ
り
返

っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

医
者
が
、
も
ろ
に
玄
米
や
黒
バ
ン
を
す
す
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
の
ガ
ン
大
学
病
院
に
は
、
自
ら
正
食

を
し
な
が
ら
正
食
に
よ
る
治
療
相
談
に
応
じ
る
教
授
が
現
わ

れ
ま
し
た
。
も
う
正
食
に
反
対
す
る
よ
う
な
医
者
は
年
寄
り

だ
け
だ
、
と
い
わ
れ
ま
す
。
恐
ら
く
全
人
口
の

一
割
以
上
が

健
康
の
理
由
で
非
精
自
穀
類
を
食
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く
と
、
玄
米
も
黒
パ
ン
も
、

硼
パ
ー
セ
ン
ト
完
全
粉
で
作

っ
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や

マ
カ
ロ
ニ

ま
で
も
が
格
安
の
値
段
で
並
ん
で
い
ま
す
。
玄
米
セ
ン
ベ
イ

（ポ
ン
セ
ン
）
な
ど
は
、
パ
リ
の
サ

マ
リ
タ
ン
百
貨
店
か
ら

ベ
ル
ギ
ー
の
ス
ー
パ
ー
に
至
る
ま
で
、
味
も
形
も
完
ぺ
き
な

も
の
が
、

「有
機
農
法
に
よ
る
玄
米
と
ゴ

マ
と
自
然
海
塩
使

用
」
と
明
記
し
た
立
派
な
包
装
に
収
ま

っ
て
積
ま
れ
て
い
ま

す
。
も
う
正
食
食
品
専
門
店
は
、
そ
の
希
少
価
値
を
失

っ
た

か
と
疑
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
テ
レ
ビ
の
食
品
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

で
、

「完
全
粉
使
用
」
と
い
う
の
が
宣
伝
文
旬
に
な
る
時
代

で
す
。

ま
た
、
従
来
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
と

っ
て
海
草
は
食
物
の
中

に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
や
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
海
岸

に
、
い
く
つ
か
の
食
用
海
草
会
社
が
現
わ
れ
て

（日
本
物
と

は
種
類
は
違
う
の
で
す
が
）
、
１０
種
類
ほ
ど
を
市
場
に
出
し

て
い
る
の
で
す
。
３０
年
も
前
に
初
め
て
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
海

で
海
草
１０
数
種
を
採
ら
せ
て
、
つ
く
だ
煮
に
し
て
西
洋
人
に

食
せ
し
め
た
の
は
、
Ｇ
Ｏ
先
生
で
し
た
。

Ｇ
Ｏ
先
生
御
在
世
当
時
を
し
の
び
、
う
た
た
今
昔
の
感
に

た
え
ま
せ
ん
。

桜 沢 如 一
●マクロビオテイックの原理

を分かりやすく述べた名著 ′

一―最 高判 断 力 の 書――

■目次/医学か ?信仰か ?/実用弁証法的な分類法/
東洋の無双原理/人間の起源/東洋の医学/宇宙の

秩序/最高判断力
A5判  15× 21cm
253ベーン

2,000円 (〒 250)

東洋医学の哲学

定 価第 9刷発行 /
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米
国
で
莱
食
ブ
ー
ム

『
タ

イ

ム
』
が

報

道

ァ
メ
リ
カ
最
大
の
週
刊
誌

『
タ
イ
ム
』
が
、
初
め
て
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク

（食
養
）
に
好
意
的
な
記
事
を
載
せ
た

（
３
月
７
日
号
）
。

「菜
食
主
義
、
全
米
に
大
流
行
」
と
し

て
、
広
く

一
般
的
な
菜
食
主
義
を
含
め
た
も
の
だ
が
、
そ
の

中
で
も

マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
こ
と
が
中
心
的
位
置
を

占
め
て
い
る
の
が
印
象
的
で
、
ま
さ
に
画
期
的
と
で
も
言
う

よ
り
ほ
か
は
な

い
。
以
下
は
そ
の
紹
介
で
、
私
の
注
釈
を
少

し
加
え
る
。

◇

　

　

◇

　

　

◇

豪
幸
な
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
分
厚

い
焼

き
肉
と
大
方
決
ま

っ
て
い
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
、
野
生
の

玄
米
に
煮
豆
と
麺
の
サ
ラ
ダ
、
キ
イ
チ
ゴ
に
酢
油
、
香
料
を

ま
ぜ
た
ソ
ー
ス
を
か
け
た
も
の
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

決
定
的
に
肉
食
主
義
だ

っ
た
ア
メ
リ
カ
で
、　
一
九
八
〇
年

代
に
な

っ
て
か
ら
菜
食
主
義
の
勃
興
と
な

っ
た
。
今
や
約
八

百
万
人
の
自
称
菜
食
主
義
者
が

い
る
。

〔筆
者

・
注
＝
約
十

年
前
に
ア
メ
リ
カ
商
務
省
が
、
菜
食
主
義
者
は
推
定
、
約

一

千
万
人
と
発
表
し
て
い
る
か
ら
、
多
分
、
現
在
は
総
数

一
千

村

元

騰

六
百
万
人
に
も
達
す
る
だ
ろ
う
〕

『
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

・
タ
イ
ム
ス
』
誌
は
、
一
九
八
五
年
以
来
、

約
二
百
万
人
以
上
が
新
た
に
菜
食
主
義
に
変
わ

っ
た
と
報
告

し
て
い
る
。
今
月
号
に
は
菜
食
レ
ス
ト
ラ
ン
案
内
に
千
軒
以

上
リ
ス
ト
に
の
っ
て
い
て

（鶏
肉
や
魚
も
出
る
半
菜
食
主
義

も
混
じ
っ
て
い
る
が
）
、　
一
九
七
八
年
の
三
百
五
十
と
は
大

変
な
違

い
で
あ
る
。
来
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「肉
食
わ
ぬ

ア
メ
リ
カ
」
運
動
四
周
年
記
念
日
に
あ
た

っ
て
、
菜
食
協
会

連
合
、　
一
般
消
費
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
協
力
で
、
全
国
百

五
十
の
都
市
で

「肉
な
し
日
」
を
実
行
す
る
と
い
う
。

振
り
返

っ
て
み
る
と
、　
一
九
六
〇
年
代
の
菜
食
主
義
者
と

い
え
ば
、
髪
の
毛
を
の
ば
し
た
平
和
論
者
か
、
家
畜
に
た
い

す
る
同
情
か
ら
主
張
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
今
回
の
大
規
模
な

動
き
は
、
も

っ
と
実
用
的
な
理
由
か
ら
肉
を
特
に
や
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
主
な
理
由
は
健
康
に
良
く
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ボ
ス
ト
ン
の
タ
フ
ツ
医
科
大
学
教
授
、
シ
ェ
ル
ウ
ッ
ド

・

ゴ
ル
バ
ッ
ハ
博
士
も

「低
脂
肪
食
は
心
臓
病
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
の
予
防
に
な
り
、
治
療
に
さ
え
効
果
が
あ
る
。
私
の
学

校
で
は
、
大
腸
ガ
ン
や
乳
ガ
ン
の
危
険
性
を
減
少
さ
せ
る
と

言
う
と
反
対
意
見
も
多

い
が
、
少
な
く
と
も
莱
食
の
人
は
肉

食
の
人
よ
り
、
ほ

っ
そ
り
し
て
い
る
だ
け
で
も
健
康
を
保

つ

上
に
有
利
で
あ
る
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
の
都
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

（
テ
キ
サ
ス
）
に

さ
え
も

マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
セ
ン
タ
ー
が
あ

っ
て
、

料
理
教
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
や

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

肉
も
鶏
肉
も
コ
ー
ヒ
ー
、
砂
糖
、
酒
な
ど

一
切
な
い
が
、
そ

れ
で
も
毎
日
、百
二
十
人
以
上
の
顧
客
を
引
き
つ
け
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
起
こ
っ
た
菜
食
に
よ
る
餓
死
の
恐
怖
の

物
語
も
、
玄
米

一
味
の
食
養
食
狂
信
的
な
頑
迷
さ
か
ら
出
た

こ
と
で
、
も
う
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
人
々
の
間
に
は
や
ら
な

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
今
は
何
事
も
ホ
ド
ホ
ド
に
と
い
う
こ

と
に
な

っ
た
。
（そ
れ
で
も
他
の
問
題
も
出
て
き
て
は
い
る
。

た
と
え
ば
、
油
で
揚
げ
た
芋
や
、
サ
ラ
ダ
が
青
チ
ー
ズ
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
中
で
泳

い
で
い
る
よ
う
な
料
理
が
動
脈
硬
化

症
に
良

い
と
は
言
え
な
い
な
ど
、
あ
る
種
の
チ
ー
ズ
は
赤
身

の
肉
よ
り
飽
和
脂
肪
が
少
な
い
と
は
言

い
切
れ
な

い
か
ら
で

あ
る
Ｊ
菜
食
主
義
の
家
族
の
子
供
が
、
他
人
が
ホ

ッ
ト
ド
ッ
グ
を

食
べ
て
い
る
の
を
見
て
、
「あ
れ
は
何
か
」
と
親
に
聞
い
て
、

「豚
の
死
骸
だ
」
と
答
え
た
ら
、

「
じ
ゃ
あ
、
そ
の
外
を
包

ん
で
い
る
の
は
？
」
と
聞
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
筋

金
入
り
の
菜
食
主
義
者
と
言
う
べ
き
か
。

〔筆
者

・
注
＝
こ

の
子
は
自
パ
ン
を
見
た
こ
と
も
食
べ
た
こ
と
も
な
か

っ
た
ら

し
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
玄
麦

パ
ン
を
注
文
す
る
こ
と
が
出
来
る
〕
　

　

　

　

　

〈以
上
〉

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

〔筆
者

・
注
＝

「菜
食
に
よ
る
餓
死
の
恐
怖
の
物
語
」

マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は

一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
に
初
め
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て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
サ
イ
モ
ン
夫
人
と
い
う
人
が

ガ
ン
と
診
断
さ
れ
た
が
、
現
代
医
学
で
治
る
見
込
み
も
な
い

と
い
う
の
で
、
玄
米
七
号
食
を
す
れ
ば
ど
ん
な
病
気
で
も
治

る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
さ

っ
そ
く
と
び

つ
い
た
。
や

っ
て

い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
や
せ
て
、

つ
い
に
体
重
が
３５
キ
ロ
く

ら
い
に
な

っ
て
、
ガ
ン
は
良
く
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、

七
号
食
を
や
め
て
他
の
療
法
を
求
め
て
い
っ
た
が
、
そ
の
後

間
も
な
く
亡
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

ご
主
人
が
法
律
家
だ

っ
た
の
で
、
賠
償
金
で
も
取

っ
て
や

ろ
う
と
思

っ
た
が
、
こ
の
責
任
を
ど
こ
に
持

っ
て
い
っ
て
い

い
か
よ
く
分
か
ら
ぬ
ま
ま
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク

・
セ
ン
タ
ー
を
訴
え
た
。
人
が
死
ん
だ
と
い
う
の

で
大
新
聞
が
書
き
立
て
た
か
ら
、
予
想
以
上
の
反
響
が
あ
り
、

こ
れ
が
多
数
の
読
者
に
、
非
難
、
中
傷
、
誤
解
、
曲
解
の
種

を
植
え
て
し
ま

っ
た
。

調
査
の
結
果
、
指
導
し
た
側
に
責
任
は
な

い
こ
と
に
な

っ

た
が
、
こ
の
事
件
は
ア
メ
リ
カ
で
は

一
般
人
だ
け
で
な
く
、

栄
養
学
者
な
ど
の
間
に
も
長
く
記
憶
さ
れ
て
先
入
観
に
な

っ

て
い
た
。

今
で
は
、
サ
イ
モ
ン
夫
人
は
、
そ
の
前
か
ら
麻
薬
中
毒
で

頭
が
お
か
し
か

っ
た
と
言
う
人
も
多
く
、
大
し
た
問
題
で
は

な
く
な

っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
、

こ
う
い
う
苦
難
の
道
を
突
破
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

私
も
当
時
ア
メ
リ
カ
に
い
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
以
上
、

こ
の
事
件
に
つ
い
て
聞
き
知

っ
て
い
る
こ
と
を
書

い
た
が
、

誤
り
が
あ
れ
ば
知
っ
て
い
る
人
は
訂
正
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

『
タ
イ
ム
』
の
記
事
の
中
で
気
に
な

っ
た
の
は

「
チ
ー
ズ
」

の
件
だ
が
、
マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

そ
う
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
か
ら
、
別
の
種
類
の
レ

ス
ト
ラ
ン
の
こ
と
だ
ろ
う
〕

帰

郷
、
そ

の

他
八

木

順

成

古
里
の
寺
に
無
縁
の
石
佛
の
集
め
ら
れ
し
を
の
ぞ
き
見
廻
る

墓
石
を
寄
せ
て
並
べ
し
そ
の
片
へ
八
本
家
墓
標
の
文
字
も
新
し

千
葉
氏
は
常
胤
公
に
仕
へ
た
る
八
本
玄
蕃
允
義
胤
の
子
孫

敗
れ
て
は
空
海
開
基
の
寺
の
あ
る
村
に
の
が
れ
来
し
わ
が
家
の
祖
先

飢
饉
に
は
蔵
米
放
出
せ
し
祖
な
り
人
を
救
へ
と
諭
さ
れ
て
き
ぬ

物
施
よ
り
法
施
は
時
に
勝
れ
る
も
二
つ
な
し
う
る
人
と
な
ら
ば
や

累
代
の
古
き
を
語
る
墓
石
に
鎌
倉
時
代
の
高
き
も
あ
り
ぬ

信
深
き
人
も
あ
り
し
か
地
蔵
尊
薬
師
如
来
の
石
も
並
び
ぬ

い
そ
が
し
き
旅
の
合
ひ
間
を
生
れ
家
で
娘
や
孫
達
に
み
や
げ
物
配
る

往
診
の
医
師
か
と
我
を
思
へ
る
か
母
と
の
対
面
短
か
か
り
け
り

気
付
か
れ
ぬ
ま
ま
に
九
十
七
の
母
の
顔
し
ば
し
な
が
め
て
別
れ
き
に
け
り

待
ち
わ
び
し
梅
種
子
の
発
芽
は
じ
ま
り
ぬ
数
か
ぞ
へ
み
る
も
日
々
の
た
の
し
み

三
年
前
の
自
作
米
に
て
餅
つ
き
ぬ
玄
米
餅
な
り
蓬
も
ま
ぜ
ぬ

宇
野
正
美
の
ユ
ダ
ヤ
が
解
る
て
ふ
本
を
知
り
諾
な
ふ
と
こ
ろ
多
く
読
み
と
る

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
す
ら
二
派
に
別
れ
を
る
民
族
主
義
と
国
際
主
義
と
に

人
類
よ
物
質
文
化
の
非
を
悟
れ
霊
主
文
明
の
曙
近
し

ほ
の
明
る
き
晨
の
窓
に
な
が
め
た
り
真
自
く
盛
ら
る
梨
の
花
を
も

（
８８

・
３

・
１３
　
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
。
写
真
は
自
宅
）
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一
一

騰
一

筆
者
は
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
マ
ル
コ
ス
市

在
住
。
若

い
頃
か
ら
玄
米
食
、
食
養
、
漢
方
、
東
洋
医

学
な
ど
を
研
究
。
実
業
界
か
ら
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク

運
動
に
入
り
、
日
本
Ｃ
Ｉ
の
事
務
局
長
を
動
め
、　
一
九

七

一
年
、
渡
米
。

『自
ら
治
す
』
と
い
う
本
を
発
表
。

味
暗
、
納
豆
な
ど
の
製
造
法
実
習
や
健
康
指
導
、
講
義

な
ど
に
あ
た
る
。

エ
イ
ズ
の
問
題
に
深

い
関
心
を
持
ち
、

こ
の
ほ
ど

一
書
を
ま
と
め
、
英
文
で
出
版
準
備
中
。
こ

の
原
稿
は
そ
の
本
の

一
章
で
あ
る
。
本
誌
昨
年
１０
月
号
、

今
年
２
月
号
、
４
月
号
に
も
掲
載
。

曾

Ｆ
ｚ
ｏ
ｇ
Ｅ

〓
日
”
ヨ
ｏ
ざ
＼
器
ｏ
９

ｏ
彎
ヨ
Ｌ

”
Ｐ

∽
”
ヨ
〓
”
”
ｏ
ｏ
Ｐ
Ｏ
＞

ｏ
Ｎ
３
ｏ
Ｃ
∽
＞
）

人
類
み
な
兄
弟

と
す
る
と
、
父
親
は
、
そ
の
ま
た
父
母
か
ら
半
分
の
遺
伝

子
を
も
ら
い
、
母
親
も
ま
た
、
そ
の
両
親
の
半
分
の
遺
伝
子

を
も
ら

つ
て
生
ま
れ
て
来
た
の
だ
か
ら
、
我
々
の
体
の
中
で

は
、
祖
父
母
の
遺
伝
子
の
四
分
の

一
ず

つ
で
あ
る
。

「私
の

体
は
父
母
の
半
分
ず

つ
」
と
言
お
う
と
、

「祖
父
母
の
四
分

の

一
ず

つ
」
と
言
お
う
と
、
「曽
祖
父
母
の
人
分
の

一
ず

つ
」

と
言
お
う
と
、
そ
の
先
の
祖
父
母
の
十
六
分
の

一
ず

つ
と
言

お
う
と
、
皆
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
間
に
は
、
従
兄
妹
の

結
婚
、
そ
の
他
、
近
親
者
同
士
の
結
婚
が
入

っ
て
く
る
か
ら
、

実
際
に
は
、
そ
の
血
縁
関
係
は
そ
う
う
す
く
は
な
ら
な
い
が
、

た
と
え
、
う
す
く
な

っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
こ
れ
も
元
を
た

ど
れ
ば
、
約
十
億
年
前
に
パ
ク
テ
リ
ヤ
か
ア
メ
ー
バ
ー
の
よ

う
な
単
細
胞
の
生
物
が
二
つ
体
を
く

っ
つ
け
合

っ
て
内
容
物

の
交
換
を
行
い
、
四
つ
の
細
胞
に
分
裂
し
た
の
が
有
性
生
殖

の
開
始
と
し
て
、
こ
の
時
を
以
て
我
々
の
直
接
の
先
祖
と
考

え
る
。

バ
ク
テ
リ
ヤ
が
単
性
生
殖
を
し
て
い
る
間
は
大
し
た
進
化

は
み
ら
れ
ず
、
今
で
も
パ
ク
テ
リ
ヤ
と
し
て
同
様
な
生
活
を

続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
有
性
生
殖
し
た
生
物
は
急

速
に
進
化
し
た
。
急
速
と
は
言

っ
て
も
十
億
年
も
か
か

っ
て
、

人
間
、
動
物
、
植
物
な
ど
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
遅
い
と
も

考
え
ら
れ
る
。

と
に
か
く
、
そ
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
我
々
の
祖
先
は

一
つ
で
、
皆
、
そ
こ
か
ら
分
か
れ
て
出
て
来
た
の
だ
か
ら
、

同
じ
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、
た
っ
た
五

万
年
ば
か
り
前
に
、
人
類
は
単

一
の
種
族
か
ら
次
第
に
分
か

れ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
血
縁
関
係
は
、
は
る

か
に
近
い
も
の
に
な
る
。
文
字
通
り
、
世
界
中
の
人
類
皆
同
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胞

（兄
弟
姉
妹
）
な
の
だ
。
同

一
の
遺
伝
子
が
分
か
れ
、
ま

た
結
ば
れ
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
来
た
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か

ら
、
遺
伝
子
は
太
古
の
時
代
か
ら
連
綿
と
し
て
生
き
続
け
て

お
り
、
今
後
と
も
我
々
が
子
孫
を
残
す
限
り
、
こ
の
遺
伝
子

は
永
遠
に
生
き
続
け
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。

「記

憶
」
の
奇

跡

そ
れ
で
は
、
我
々
の
個
体
は
ど
う
し
て
形
成
さ
れ
る
か
調

べ
て
み
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
個
体
発
生
前
は
、
た
だ

一
個
の

卵
子
と
精
子
で
あ
る
。
共
に
パ
ク
テ
リ
ヤ
の
よ
う
に
、
た
だ

一
つ
の
細
胞
か
ら
出
来
て
お
り
、
卵
子
は
鉛
筆
の
先
で
点
を

書
い
た
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
精
子
は
そ
の
何
百
分
の

一
と
小

さ
い
。
こ
の
二
つ
の
単
細
胞
が
く

っ
つ
い
て
、
完
全
に

一
つ

と
な
り
、
そ
れ
が
や
が
て
四
つ
に
な
り
入
つ
に
な
り
、
次
々

と
分
裂
を
繰
り
返
し
て
成
長
す
る
。

こ
の
時
に
、
最
初
に
と
け
合

っ
た
両
親
の
遺
伝
子
は
完
全

に
コ
ピ
ー
さ
れ
、
何
度
繰
り
返
し
て
も
正
確
に
同
じ
コ
ピ
ー

を
作

っ
て
、
次
々
と
新
し
い
細
胞
に
入
れ
て
行
く
。
約
九
カ

月
間
の
妊
娠
期
間
中
に
、
単

一
の
細
胞
が
約
二
百
五
十
億
と

い
う
驚
く
べ
き
数
に
増
え
、
新
品
の
人
間
赤
ん
坊
と
し
て
生

ま
れ
て
く
る
三
百
五
十
億
の
細
胞
は
、
中
に
こ
と
ご
と
く
同

じ
遺
伝
子
を
持

っ
て
お
り
、
こ
れ
が
自
分
の
体
ば
か
り
で
な

く
、
祖
先
代
々
の
体
を
全
部
記
憶
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
九
カ
月
の
間
に
胎
児
は
十
億
年
の
進
化
の

歴
史
を
完
全
に
繰
り
返
す
と
い
う
。
こ
の
遺
伝
子
の
記
憶
と

い
う
の
が
、
す
で
に
奇
跡
と
で
も
呼
ぶ
よ
り
ほ
か
に
な
い
よ

う
な
不
思
議
な
も
の
な
の
だ
。
そ
ん
な
小
さ
な
細
胞
の
中
の

ま
た

一
小
部
分
に
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
膨
大
な
記
憶
を

蓄
え
て
い
て
、後
日
、
フ」
れ
を
正
確
に
実
現
し
て
行
く
の
か
。

そ
の
中
に
は
、
先
祖
の
特
徴
だ
け
で
は
な
く
、　
一
々
の
蛋
白

質
の
作
り
方
、
身
体
各
部
の
構
造
、
そ
の
機
能
、
そ
の
作
成

の
手
順
ま
で
全
部
正
確
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次

に
作
ら
れ
て
く
る
細
胞
の

一
つ

一
つ
に
、
こ
の
設
計
書
と
指

示
書
、
な
ら
び
に
機
能
を
書
き
込
ん
だ
司
令
書
を
正
確
に
コ

ピ
ー
し
て
渡
す
。

と
す
る
と
、
全
身
の
細
胞
は

一
つ

一
つ
、
全
部
自
分
の
体
の

全
体
の
こ
と
と
同
時
に
、
自
分
の
役
割
も
正
確
に
知

っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
遺
伝
子
の
記
憶
と
い
う
の
は
、
ふ
だ

ん
我
々
の
記
憶
に
の
ぼ
ら
な
い
。
し
か
し
、
非
常
の
場
合
は

と

っ
さ
に
自
分
の
身
を
守
る
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
第

六
感
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
な

っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。

ま
た
、
修
練
次
第
で
は
、
遺
伝
子
の
記
憶
を
脳
の
働
き
に
連

結
し
て
、
常
に
利
用
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
も
あ
る
か
と
思

う
。
時
々
、
世
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
超
能
力
の
人
が
現

わ
れ
る
。
ど
こ
に
、
こ
の
記
憶
を
貯
え
る
か
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
あ
ろ
う
と
い
う
人
が
多
い
。

後

天

性

の
影

響

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
細
胞
の
構
造
の
こ
と
を
書
い
て
お
く
が
、

一
個
の
細
胞
は
細
胞
膜
で
包
ま
れ
て
、
隣
り
の
細
胞
と
接
し

合

っ
て
い
る
。
中
は
細
胞
液
で
、
糖
分
、
油
、
蛋
白
質
な
ど

が
溶
け
こ
ん
で
い
る
。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
部
分

は
、
糖
分
を
燃
や
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
所
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

細
胞
の
真
ん
中
を
占
め
て
い
る
の
は
核
で
、
こ
の
中
に
２３

対
４６
個
の
染
色
体
が
収
ま

っ
て
お
り
、
全
部
Ｘ
Ｙ
の
染
色
体

の
も
の
は
女
性
、　
一
組
だ
け
Ｘ
Ｙ
の
も
の
が
男
性
の
染
色
体

で
あ
る
。
染
色
体
を
構
成
す
る
物
質
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
、
こ
れ
が

全
身
の
設
計
図
な
ら
び
に
指
示
書
で
、
新
し
い
個
体
を
作
る

プ
ラ
ン
が
全
部
入

っ
て
い
る
。
コ
ピ
ー
を
作
る
時
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
写
し
直
し
て
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
コ
ピ
ー
を
作

る
と
い
う
。

核
を
持
た
な
い
も
の
は
細
胞
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
、
生
き
物
で
同
じ
個
体
を
作

り
得
る
能
力
の
証
拠
で
あ
る
。
生
命
も
ま
た
、
こ
の
中
に
あ

る
と
言

っ
て
も
よ
い
。
遺
伝
子
と
い
う
の
は
、
こ
の
染
色
体
、

あ
る
い
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
部
分
部
分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
皮
膚
の
色
、

顔
の
形
、
体
の
大
き
さ
な
ど
の
体
の
特
徴
を
司
る
部
分
で
、

約
二
万
種
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

遺
伝
子
は
、
先
に
書
い
た
記
憶
の
間
違
い
を
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
間
違

っ
た
ら
異
常
児
の
出
産
と
な
る
か
ら
、

こ
れ
は
悲
し
い
こ
と
だ
。
た
だ
し
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
事
件
で
、

あ
る
い
は
妊
娠
女
性
が
胎
児
の
三
カ
月
以
内
に
風
疹
に
か
か

っ
た
時
は
、
異
常
児
を
出
産
す
る
可
能
性
が
約
２５
パ
‐
セ
ン

ト
と
極
め
て
高
い
こ
と
が
示
す
通
り
、
母
親
の
食
物
、
医
薬
、

妊
娠
中
の
病
気
な
ど
に
よ

っ
て
、
遺
伝
子
の
記
憶
を
喪
失
さ

せ
る
か
狂
わ
せ
る
可
能
性
も
ま
た
否
定
出
来
な
い
。

広
島
、
長
崎
の
原
爆
の
後
で
異
常
児
の
出
産
が
多
か

っ
た

こ
と
か
ら
、
エ
ッ
ク
ス
線
そ
の
他
の
放
射
線
や
、
他
の
薬
品
、

糖
尿
病
の
母
親
か
ら
も
異
常
児
の
出
産
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、

後
天
的
な
影
響
が
先
天
性
と
区
別
出
来
な
い
よ
う
な
異
常
児

を
作
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
次
第
に
知
ら
れ
た
。

（注
／
サ
リ
ド
マ
イ
ド
事
件
＝

一
九
五
八
年
か
ら
売
り
出
さ

れ
た
睡
眠
剤
で
、
フ」
れ
を
妊
娠
初
期
に
服
用
し
た
母
親
か
ら
、

ア
ザ
ラ
シ
の
よ
う
に
腕
の
な
い
奇
形
児
の
出
産
が
多
い
と
世

界
的
に
大
問
題
と
な
り
、
製
造
停
止
に
な

っ
た
）

そ
れ
ま
で
、
後
天
的
な
影
響
は
子
孫
に
及
ば
な
い
と
信
ぜ

ら
れ
て
い
た
現
代
医
学
の
定
説
が

一
度
に
引

っ
く
り
か
え

っ

て
、
今
は
も
う
或
る
種
の
ヴ
ィ
ー
ル
ス
さ
え
遺
伝
子
に
影
響

し
て
異
な

っ
た
子
供
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
ま
で
な

っ
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た
。
医
学
の
定
説
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
、
あ
や
ふ
や

な
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
異
常
児

の
出
産
は
確
か
に
増

・
え
て
い
る
。
当
局
者
た
ち
は
、
そ
の
原

因
の
追
求
に
躍
起
に
な

っ
て
い
る
が
分
か
ら
な
い
。
私
は
食

養
の
立
場
か
ら
、
毎
日
毎
日
の
食
物
が
関
係
し
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
れ
が
分
か
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
五
十
年
く
ら
い
は

か
か
る
か
も
知
れ
な
い
。

細
胞
の

一
つ

一
つ
は
、
古
く
な
る
と
破
壊
さ
れ
て
、
常
に

新
し
い
の
と
取
り
替
え
ら
れ
て
行
く
。
こ
れ
を
新
陳
代
謝
と

言
い
、
体
の
若
い
ほ
ど
、
こ
の
更
新
が
盛
ん
で
、
年
を
取
る
に

つ
れ
て
遅
く
な

っ
て
行
く
。
普
通
以
上
に
遅
く
な

っ
た
時
、

体
が
老
化
し
た
、
と
言
う
。

赤
血
球
は
核
を
持
た
な
い
か
ら
細
胞
で
は
な
い
が
、
約
百

二
十
日
で
全
部
更
新
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
脳
細

胞
だ
け
は
再
生
が
き
か
ず
、　
一
度
破
壊
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
で

お
し
ま
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
脳
細
胞
以
外
は
強
力
な
回
復

力
を
持

っ
て
い
て
、
少
々
破
壊
さ
れ
て
も
、
ま
た
再
生
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
皮
膚
を
切

っ
た
く
ら
い
の
傷
だ

っ
た
ら
、
仮

に
肉
ま
で
少
々
切
り
落
と
し
て
い
て
も
、
ま
た
す
ぐ
出
て
来

る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
。
骨
を
折

っ
た
場
合
で

も
、
正
し
い
位
置
に
も
ど
し
て
副
木
で
も
あ
て
て
お
け
ば
自

然
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
う
。
も

っ
と
言
え
ば
、
外
科
手
術
で

骨
を
抜
い
て
し
ま

っ
て
も
、
骨
膜
さ
え
残

っ
て
い
れ
ば
、
骨

も
八
、
九
分
通
り
再
生
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

他
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
ひ
と
昔
前
、
肺
結
核
が
狙
微
を

極
め
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
、
肺
が
も
う
全

部
冒
さ
れ
て
し
ま

っ
て
手
の
下
し
よ
う
も
な
か

っ
た
の
に
、

そ
の
ま
ま
数
年
す
る
う
ち
に
自
然
に
回
復
し
て
元
気
に
な

っ

た
人
た
ち
が
あ

っ
た
。
再
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
検
査
し
た
ら
、

も
う
す

っ
か
り
回
復
し
て
し
ま

っ
て
、
中
に
は
結
核
だ

っ
た

影
さ
え
も
残
ら
ず
、
奇
跡
的
な
回
復
と
言
わ
れ
た
例
も
あ

っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
皆
、
細
胞
の
再
生
機
能
に
よ
る
の
で
、

健
全
な
細
胞
が
少
し
で
も
残

っ
て
い
る
限
り
、
再
び
正
常
な

細
胞
を
作

っ
て
は
古
い
も
の
、
傷
ん
だ
細
胞
を
破
壊
し
回
復

す
る
。
こ
れ
を
自
然
療
能
と
い
う
。

我
々
の
体
は
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
そ
な
え
て
い
る
。
そ

れ
も
皆
、
遺
伝
子
の
作
用
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
ま
た
、
こ
う
し
て
作
ら
れ
る
新
し
い
細
胞
に
も
ま
た
、

同
じ
遺
伝
子
を

コ
ピ
ー
し
て
入
れ
て
い
く
。
栄
養
分
に
つ
い

て
、
ず
い
ぶ
ん
無
駄
な
こ
と
を
す
る
と
思
う
方
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
我
々
の
体
は
無
駄
を
す
る
こ
と
な
く
、
破
壊

し
た
細
胞
の
分
解
物
も
、
蛋
自
質
を
ア
ミ
ノ
酸
に
崩
し
、
使

え
る
も
の
は
ま
た
使

っ
て
、
新
し
い
蛋
白
質
に
作
り
上
げ
る
。

不
要
の
老
廃
物
だ
け
を
捨
て
る
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
回
復
に
は
、
も
ち

ろ
ん
栄
養
分
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た

と
え
ば
、
骨
を
再
生
す
る
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
、
皮
膚

や
肉
を
回
復
す
る
に
は
蛋
白
質
と
い
う
よ
う
に
。
そ
こ
で
、

栄
養
分
を
た
く
さ
ん
摂

っ
た
方
が
回
復
が
早
い
と
い
う
考
え

方
が
出
て
来
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
な
か
な
か
そ
う
う

ま
く
い
か
な
い
。

蛋
白
質
を
摂
り
す
ぎ
る
と
病
原
菌
に
冒
さ
れ
る
可
能
性
も

増
す
し
、
肉
の
盛
り
上
が
り
が
多
す
ぎ
て
、
大
き
な
醜
い
傷

跡
を
残
す
こ
と
に
も
な
る
。
骨
折
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
す
ぎ

る
と
、
接
合
部
が
異
常
に
大
き
く
な
る
。
む
し
ろ
、
少
し
不

足
気
味
と
思
わ
れ
る
程
度
の
方
が
、
少
し
回
復
は
遅

い
が
、

安
全
で
も
あ
り
、
小
さ
な
傷
跡
を
残
す
だ
け
で
、
き
れ
い
に

治

っ
て
し
ま
う
。

「過
ぎ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
つ
だ

っ
て

悪
い
に
決
ま

っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
我
々
は
ま
た
、
こ
こ
で
少
し
不

思
議
な
よ
う
な
疑
間
に
直
面
す
る
。
五
千
億
と
か
七
千
億
と

か
の
体
細
胞
の

一
つ

一
つ
は
、
ど
こ
か
ら
栄
養
を
摂
る
の
か
。

何
遍
も
書
い
た
通
り
、
全
部
血
液
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
血
液
は
た
だ

一
種
類
し
か
な
い
。
違

っ
た
細
胞
は
違

っ

た
栄
養
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
た
だ

一
種
類
の
血
液
か
ら
摂

っ
て

働
き
を
続
け
て
い
る
。
必
要
な
養
分
を
必
要
な
だ
け
取

っ
て
、

取
り
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。

そ
れ
だ
か
ら
、
血
液
の
質
に
つ
い
て
は
非
常
に
敏
感
で
あ

る
。
血
液
の
質
が
少
し
悪
い
と
、
す
ぐ
細
胞
の
機
能
が
鈍

っ

て
し
ま
う
。
我
々
は
食
事
を
す
る
時
に
常
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
食
物
で
完
全
な
栄
養
を
全
細
胞
に
補
給
し

て
や
る
の
だ
と
。
血
液
の
質
を
決
定
す
る
の
は
、
食
物
か
薬

か
注
射
く
ら
い
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
い
ず
れ
に
対
し

て
も
充
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

リマクッキング・アカデミー

校長/桜沢里真

毎週火曜日、水曜日開講。/
(中上級師範科)   (初 級科)

高 等 師範 科 、新 設 .

桜沢里真校長 指導

リマクッキング・アカデミー師範の方を対象に完全

実習で各方面で活躍する講師を養成します。
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Ｆ

‐

桜沢里真

マクロビオティック料理

5月 の

一
、
ソ
ボ
ロ
丼

●
材
料
／
玄
米

（３
Ｃ
）
、
豆
腐

（％
丁
）
、
人
参

（５０

３

、

い
ん
げ
ん

（１０
本
）
、
の
り

（２
枚
）
、
自
然
塩
、
古
式
善

油
、
ゴ

マ
油

①
玄
米
は
水

３
割
増
し
、
塩
小
％
で
ふ

っ
く
り
炊
く
。

②
豆
腐
は
、
水
を
切
り
、
細
か
く

つ
ぶ
し
、
鍋

に
油
小

％
入
れ
て
温
め
、
豆
腐
を
入
れ
て
よ
く
炒
り
、
塩
小
％

加
え
て
よ
く
ま
ぜ
、
炒
り
、
布
巾

の
上

に
お
ろ
し
、
よ

く
よ
く
細
か
く

つ
ぶ
し
、

こ
れ
を
２
、
３
回
続
け
て
細

か

い
ソ
ボ

ロ
を
作
る
。

③
人
参
は
２
ミ
リ
く
ら

い
の
ミ
ジ

ン
切
り
。
塩
小
％
加

え
て
手
で
よ
く
ま
ぜ
、
水
分
が
出
た
と
こ
ろ
を
強
火

に

し
て
カ
ラ
炒
り
、
水
気
が
な
く
な

っ
た
と
こ
ろ
で
火
か

ら
下
ろ
し
、
２
、
３
秒
む
ら
す
。

④

い
ん
げ

ん
は
塩
湯

で
色
よ
く
ゆ
で
、
細
か
く
切
る
。

の
り
は
あ

ぶ

っ
て
細
か
く
も
ん
で
お
く
。

⑤
出
来
た

て
の
ご
飯
を
シ
ャ
モ
ジ
返
し
を
し
て
空
気
を

入
れ
、
ふ

っ
く
り
し
た
と
こ
ろ

へ
②
③
を
半
分
ず

つ
さ

つ
く
り
と
ま
ぜ
、
丼

に
ご
飯
を

７
分
目
よ
そ

い
、
の
り

を
ふ
り
、
②

③^
の
残
り
と

い
ん
げ
ん
を
色
よ
く
ふ
る
。

二
、
柏
　
餅

●
材
料
／
も
ち
玄
米
粉

（２
Ｃ
）
、
玄
米
粉

（５
Ｃ
）
、大

和
芋

（２
本
）
、
ひ
し
お
味
唱

（大
山
２
）
、
さ
つ
ま
芋

（２

本
）
、柏

の
葉

（６
枚
）
、塩

①
も
ち
玄
米
粉
、
う
る
ち
玄
米
粉
を
ま
ぜ
、
塩
小
１
加

え
て
よ
く
ま
ぜ
、
熱
湯
で
耳
た
ぶ
く
ら
い
に
こ
ね
、
九

め
て
桜
貝
の
よ
う
な
形
に
し
、
蒸
気
の
上
が

っ
た
蒸
し

▲柏 餅
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鍋
に
ぬ
れ
布
巾
を
敷
き
、
餅
を
立

て
て
並

べ
、
１８
～
２０

分
蒸
ら
し
、
取
り
出
し
て
よ
く

つ
く
。

②
大
和
芋
は
大
切
り
。
さ

つ
ま
芋
も
大
切
り
に
し
、
ふ

か
し
て
皮
を
む
き
、
別

々
に
裏
ご
し
し
、
ひ
し
お
味
噌

を
よ
く
す
り
、
大
和
芋
を
入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
る
。
さ

つ

ま
芋

は
塩
少

々
で
味
を

つ
け
、
柏

の
葉
は
熱
湯

に
さ

っ

と
く
ぐ
ら
せ
る
。

③
①
を
２
セ

ン
チ
大

に
丸
め
、
少

々
楕
円
形

に
う
す
く

の
ば
し
、
味
嗜
と
さ

つ
ま
芋
を
丸
め
て
包
み
、
柏

の
葉

に
包
む
。
味
暗

の
方
は
葉
を
裏
返
し
に
す
る
と
、
よ
く

見
分
け
ら
れ
て
便
利
で
す
。
男

の
子
の
お
節
句

に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
中

の
あ
ん
を
小
豆
で
な
く
変
え

て
み
ま
し
た
。
何
で
も
お
好
み
の
も
の
を
入
れ
て
く
だ

さ

い
。三
、
春
雨
ス
ー
プ

●
材
料
／
春
雨

（３０

３

、
豆
腐

（％
丁
）
、
ね
ぎ

（１
本
）
、

花
人
参

（８
個
）
、グ
リ
ン
ピ
ー
ス

（大
１
）
、昆
布
、
椎

茸

（４
個
）
、塩
、
替
油
、
レ
モ
ン
汁

（少
々
）

①
春
雨
は
熱
湯
に
さ

っ
と
通
し
て
、
ぎ
る
に
入
れ
、
十

文
字
に
包
丁
し
て
お
く
。

②
豆
腐
は
水
切
り
し
、
２
セ
ン
チ
角
切
り
。
ね
ぎ
は
２

セ
ン
チ
斜
め
う
す
切
り
。

③
花
人
参
は
２
ミ
リ
う
す
切
り
。
塩
少
々
ふ
り
か
け
、

手
で
ま
ぜ
、
水
分
が
出
た
と
こ
ろ
で
強
火
で
か
ら
炒
り
、

弱
火
に
し
て
３
秒
く
ら
い
蒸
し
煮
を
し
、
少
々
固

い
く

ら
い
に
し
、
花
形
で
ぬ
く
。

④
昆
布
と
椎
茸
で
ス
ー
プ
を
取
り
、
４
カ

ッ
プ
煮
立
て
、

塩
と
醤
油
で
味
を
と
と
の
え
、
豆
腐
と
ね
ぎ
を
入
れ
、

ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
、
①
を
椀

に
ば
ら
り
と
盛
り
、
熱

い

ス
ー
プ
を
そ
そ
ぎ
、
サ
ン
シ

ョ
の
葉
な
ど
を
天
も
り
す

Ｚυ
。四
、
人
参
ボ
ー
ル
さ
ざ
れ
石
揚
げ

●
材
料
／
人
参

（大
１
本
）
、
玉
ね
ぎ

（中
１
個
）
、
さ
つ

ま
芋

（１
本
）
、バ
セ
リ
、
食
バ
ン

（１
セ
ン
チ
厚
さ
２

枚
）
、塩
、
揚
げ
油

（ゴ
マ
、
ナ
タ
ネ
半
々
）

①
人
参
は
お
ろ
し
金
で
お
ろ
す
。
玉
ね
ぎ
は
ミ
ジ
ン
切

り
。
さ
つ
ま
芋
は
ふ
か
し
て
皮
を
取
り
、裏
ご
し
す
る
。

パ
ン
は
１
セ
ン
チ
あ
ら
れ
切
り
。

②
パ
ン
を
の
ぞ

い
て
全
部
よ
く
ま
ぜ
、
塩
小
％
で
味
を

つ
け
、
８
個
に
丸
め
、
パ
ン
を
全
部
に
よ
く
ま
ぶ
し
、

か
た
く
に
ぎ

っ
て
‐７０
度
に
熱
し
た
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
、

皿
に
盛
り
、
パ
セ
リ
を
１
枚
飾
る
。

五
、
う
ぐ
い
す
豆
腐

●
材
料
／
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

（青
ゆ
で
の
も
の
Ｉ
Ｃ
）
、春

菊

（１
つ
ま
み
）
、葛

（ｌ
Ｃ
）
、
生
姜

（少
々
）
、塩
、
善

油①
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
裏
ご
し
を
し
、
春
菊
は
色
よ
く
ゆ

で
、
す
り
鉢
で
よ
く
す
り
、
大
き
じ
２
ほ
ど
グ
リ
ン
ピ

ー
ス
に
ま
ぜ
る
。

②
６
Ｃ
の
水
を
用
意
し
、
４
Ｃ
で
葛
を
と
き
、
火
に
か

け
、
か
き
ま
ぜ
、
①
を
水
ｌ
Ｃ
で
ゆ
る
め
、高
に
ま
ぜ
、

よ
く
煮
立
て
、
ど
ろ
り
と
さ
せ
、
半
カ

ッ
プ
ほ
ど
水
を

足
し
、
よ
く
ね
り
、
流
し
箱
を
ぬ
ら
し
て
流
し
込
み
、

冷
や
し
て
固
め
、
適
宜
に
切
り
、
器
に
醤
油
を
小
１
入

れ
、
そ
の
上
に
ウ
グ
イ
ス
を
盛
り
、
生
姜
の
お
ろ
し
を

天
盛

り
す
る
。
色
が
ほ
ど
よ
く
な
る
よ
う

に
春
菊

で
加

減
し
ま
す
。

六
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
炒
り
煮

●
材
料
／
コ
ン
ニ
ャ
ク

（１
丁
）
、
自
ゴ
マ

（大
２
）
、油

（大
１
）
、善
油

（大
１
と
％
）
、
塩

①

コ
ン
ニ
ャ
ク
は
黒

い
の
を
選
び
、
塩
で
よ
く
も
み
、

そ
の
ま
ま
熱
湯
で
ゆ
で
、
冷
や
し
て
手
で

一
口
大
に
ち

ぎ
る
。

②
ゴ

マ
は
ほ
ど
よ
く
炒
る
。

③
①
を
油
で
よ
く
炒
り
、
醤
油
を
加
え
て
煮

つ
け
、
味

を
み
て
、
甘
け
れ
ば
讐
油
を
足
し
て
好
み
の
味
に
し
、

カ
ッ
プ
ー
の
出
し
汁
を
加
え
て
煮
立
て
、
ト
ロ
火
で
水

が
な
く
な
る
ま
で
煮

つ
け
、
ゴ

マ
を
ふ
る
。

七
、
タ
ル
ト

・
ス
ピ
ラ
ル

●
材
料
／
地
粉

（５
Ｃ
）
、
南
瓜

（％
個
）
、
大
和
芋

（１

本
）
、
ア
ー
モ
ン
ド

（％
本
）
、
レ
ー
ズ

ン

（大
２
）
、
ワ
イ

ン
（少

々
）
、
シ
ナ
モ
ン

（少

々
）
、
卵
黄

（１
個
分
）
、
塩
、

油①
地
粉

に
大

５
の
油

（天

ぷ
ら
油

で
よ

い
）
と
塩

（
小

％
）
を
加
え
て
よ
く
ま
ぜ
、
シ
ナ
モ
ン
を

ふ
り
入
れ
、

水
を
入
れ
て
耳
た
ぶ
く
ら

い
の
回
さ
に
丸

め
、
ぬ
れ
布

巾
を
か
け
、
２０
分
ほ
ど
ね
か
せ
る
。

②
南
瓜
は
ふ
か
し
、
皮
を
取
り
裏
ご
し
に
し
、
大
和
芋

も
ふ
か
し
て
皮
を
取
り
裏
ご
し
に
し
、
南
瓜
と
ま
ぜ
、

少
し
の
塩

で
甘
味
を
出
し
、

③

ア
ー
モ
ン
ド
は
４

つ
く
ら

い
に
切
り
、

レ
ー
ズ

ン
は

細
か
く
切
り
、
ワ
イ

ン
に
ひ
た
し
て
や
わ
ら
げ

て
お
き
、
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②

に
よ
く
ま
ぜ
る
。

④
①
を

の
ば
し
、
幅

７
セ
ン
チ
く
ら

い
の
長
方
形

に
し
、

③
を
、
す
じ
飯

の
よ
う
に
厚
さ
７
ミ
リ
ほ
ど
に
し
、
手

に
の
ば
し
、
端
か
ら
固
く
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
、
２

つ
に
切

り
、
上

に
卵
黄
を
ぬ
り
、
中
火
よ
り
少
し
強
め
の
天
火

で
約
３０
分
、
上

に
焦
げ
目
が

つ
く
ま
で
焼
き
、
適
宜

に

切
る
。

八
、
か
ぶ
の
浅
漬

か
ぶ
は
葉
を
切
り
落

と
し
、
う
す
く
輪
切
り
に
し
、

葉
も
よ
く
洗

い
、

１
セ
ン
チ
く
ら

い
に
細
か
く
切
り
、

初
め
、
葉

に
塩
を
バ
ラ
リ
と
ふ
り
、
よ
く
ま
ぜ
、
卓
上

漬
け
物
器

に
入
れ
、
か
ぶ
を

の
せ
、
塩
を
ふ
り
、
ふ
た

を
し
て
閉
め
る
。
水
が
上
が

っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
ま

ま
４
、
５
時
間
置
き
、
ふ
た
を
取

っ
て
か
る
く
し
ば

る
。

ミ
カ
ン
の
皮

の
干
し
た
の
を
入
れ
る
と
香
り
が
よ
く
漬

か
り
ま
す
。
青
し
そ
を
少

々
き
ざ
ん
で
漬
け
込
ん
で
も

よ

い
も

の
で
す
。

●
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
保
育
室
の
案
内

料
理
教
室
昼
の
部
の
開
講
中
、
２
階
で
保
育
を
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
歩
け
る
お
子
さ
ん
か
ら
で
す
。
乳
児
は
お
あ
ず

か
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

保
育
室
入
会
金
／
二
千
円
。
保
育
料
／
お
子
さ
ん

一
人

一
回

千
円
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
保
育
担
当
、
加
藤
大
季
ま
で
。

●
リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
保
育
担
当
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
交

通
費
と
若
干
の
謝
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。
玄
米
食
を
し
て
い

て
、
子
ど
も
さ
ん
の
好
き
な
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
保
育

室
担
当
／
加
藤
大
季

料
理
教
室

の
運
営
に

つ
い
て

の
お
願

い

マ
ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク
料
理
教
室

、
リ

マ

・

ク

ッ
キ

ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
桜
沢
里
真
先
生

の
長
年

の
指
導
と
皆
様

の
ご
支
持
に
よ

っ
て
、

現
在
、
第
５‐
期
と

い
う
伝
統
を
積
み
重
ね
、
大

勢

の
方
が
修
了
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ご
存

じ
の
通
り
当
協
会
は
全
く

の

自
主
経
営

で
、
す

べ
て
を
ま
か
な

っ
て
お
り
ま

す
。
料
理
教
室

の
受
講
料
に
つ
い
て
は
、
過
去

７
年
間
、
据
え
置
き

で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

間
に
か
な
り

の
物
価
上
昇
が
あ
り
、
地
価
暴
騰

の
影
響

で
建
物
賃
借
料
も
大
幅

に
上
が
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
事
前

の
予
告
期
間
が
な
く

て
大

変
失
礼

い
た
し
ま
し
た
が
、
健
全
経
営

の
た
め

に
今
回
よ
り
受
講
料
、
受
講
規
則
な
ど
を
改
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
に
と
ぞ
、
事
情
を
ご
賢
察

の
上
、
こ
の

マ

ク

ロ
ビ
オ

テ
ィ

ッ
ク
を
研
修
す
る
学
園

の
運
営

に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お

気
づ
き

の
こ
と
は
、
ど
う
ぞ
何
事
も
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
明
る
く
良

い
運
営
を
は
か

っ
て
参

り
た

い
と
思

い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い

い
た
し
ま
す
。

昭
和
６３
年

４
月
１８
日

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

料
理
教
室
事
務
局

〈特

別

企

画
〉

妊
娠
と
自
然
な
お
産

山
県
良

江

屋
久
島
天
然
村
日
長

５
月
２８
日
（土
）
１
時
～
４
時

会
費
／
２
千
円
　
　
　
日
本
Ｃ
ｉ
協
〈〓２
Ｆ

●
山
県
良
江
先
生
は
、
８
年
前
、
横
浜
か
ら

一
家
で
屋
久
島

に
移
り
、
「天
然
村
学
園
」
を
創
っ
た
。
看
護
婦
、
助
産
婦
と

し
て
長
く
出
産
と
育
児
の
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
、
昨
年

１０
月
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
ホ
ー
ム

・
パ
ー
ス

国
際
学
会
に
出
席
。
生
活
の
秩
序
、
食
の
秩
序
を
身
に
つ
け

れ
ば
、
自
然
な
お
産
が
出
来
る
こ
と
を
力
説
す
る
。

●
個
人
指
導
を
受
付
け
ま
す
。
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■

正
食

医
学

シ
リ

ー
ズ

ぜ

ん

そ

く

―
―

イ
ー
ス
ト
入
り
の
パ
ン
は
だ
め
。
油
気
に
注
意

―
―

〔
″Ｑ
″
は
質
問
相
談
者
、　
″―
―
″
は
大
森
英
桜
先
生
の

発
言
〕

司
会
／
１０
歳
の
男
の
子
さ
ん
で
、
ぜ
ん
そ
く
で
す
。

―
―

何
歳
く
ら
い
か
ら
や
ら
れ
て
い
る
の
？

Ｑ
／
ゼ
ー
ゼ
ー
言
い
だ
し
た
の
は
１０
カ
月
く
ら
い
か
ら
で
、

発
作
は
２
歳
く
ら
い
か
ら
出
ま
し
た
。
今
年
は
特
に
ひ
ど
か

っ
た
ん
で
す
。

―
―
ぜ
ん
そ
く
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
明
が
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
。
ス
ギ
の
花
の
花
粉
だ
と
言

っ
て
み
た
り
、

６
、
７
月
に
な

っ
て
は
や

っ
た
ら
、
こ
れ
は
マ
グ
ソ
グ
サ
の

花
粉
だ
と
い
う
。
問
題
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
る
の
は
粘
膜

が
弱
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
空
気
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

チ
リ
が
た
く
さ
ん
ま
じ
っ
て
い
て
、
健
康
な
ら
ば
粘
液
が
ど

大
森
英
桜
先
生
健
康
相
談

ん
ど
ん
出
て
、
掃
除
し
て
し
ま
う
ん
だ
け
れ
ど
も
、
粘
膜
が

弱

っ
て
い
る
と
、
チ
リ
が
の
ど
の
と
こ
ろ
に
引

っ
か
か
っ
て

い
て
、
そ
れ
を
出
そ
う
と
思

っ
て
緊
張
す
る
わ
け
で
す
。

も
う

一
つ
は
、
粘
膜
が
弱

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
汚

い
粘
液
が
出
て
く
る
。
こ
れ
が
非
常
に
陰
性
な
痰
で
、
粘

っ

て
出
な
い
。
そ
れ
を
押
し
出
そ
う
と
し
て
、
や
は
り
緊
張
し

て
、
せ
き
こ
み
ま
す
。
ス
ギ
の
花
粉
だ
け
が
原
因
で
は
な
い

わ
け
で
す
。
静
岡
の
吉
原
に
は
、
小
児
ぜ
ん
そ
く
が
た
く
さ

ん
い
る
。
大
き
な
工
場
の
あ
る
四
日
市
な
ん
か
、
町
中
が
ぜ

ん
そ
く
だ
。

司
会
／
こ
の
方
は
玄
米
を
始
め
て
６
日
目
な
ん
で
す
。

Ｑ
／
過
去
に
１
年
半
や
っ
て
中
断
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

主
人
が
い
や
が
る
も
の
で
す
か
ら
、
今
年
の
初
め
か
ら
半
つ

き
米
に
し
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
、
ぜ
ん
そ
く
が
あ
ん
ま
り

ひ
ど
い
の
で
決
心
し
て
、火
曜
日
の
夜
か
ら
玄
米
に
し
た
ら
、

ビ
タ
ッ
と
止
ま

っ
た
ん
で
す
。

―
―
緊
張
し
た
時
、
発
作
が
来
た
時
に
塩
か
ら
い
も
の
を

や
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
だ
け
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

普
段
は
塩
気
と
油
気
の
お
か
ず
を
ガ

ッ
チ
リ
食
べ
さ
せ
る
。

こ
れ
を
よ
く
間
違
え
る
。
ぜ
ん
そ
く
自
体
は
陰
性
な
病
気
な

ん
で
す
。
寒
く
な
る
と
緊
張
す
る
か
ら
、
秋
口
に
多
く
な
る
。

春
は
暖
か
く
な

っ
て
毛
穴
が
開
く
か
ら
、
ぜ
ん
そ
く
な
ん
て

少
な
い
。
じ
ん
ま
し
ん
と
ア
ト
ピ
ー
性
の
湿
疹
が
多
い
。

Ｑ
／
冬
場
は
よ
く
て
、
春
、
も
や
も
や
し
て
く
る
と
、
お

か
し
く
な
る
ん
で
す
。

―
―
真
冬
は
な
い
ん
で
す
よ
。
気
候
の
変
わ
り
目
に
や
ら

れ
る
ん
で
す
。
寒
く
な
れ
ば
な

っ
た
で
体
が
固
ま

っ
て
し
ま

う
か
ら
起
き
な
い
。
こ
の
人
に
い
ち
ば
ん
い
い
の
は
、
も
ち

ろ
ん
玄
米
で
す
。

Ｑ
／
な
か
な
か
噛
ま
な
い
ん
で
す
。

―
―
し
よ
う
が
な
い
。
代
用
に
ソ
バ
を
使

っ
て
い
い
か
ら
。

ウ
ド
ン
で
も
、
ち
や
ん
と
煮
こ
め
ば
い
い
。
そ
れ
か
ら
、
パ

ン
も
イ
ー
ス
ト
の
入

っ
た
の
を
や

っ
た
ら
治
ら
な
い
。
粘
膜

が
ゆ
る
ん
で
い
る
ん
だ
か
ら
、
ち
ょ
つ
と
で
も
ゆ
る
ん
だ
も

の
を
や

っ
た
ら
治
ら
な
い
。
東
京
だ

っ
た
ら
神
田
精
養
軒
の

‐００
パ
ー
セ
ン
ト
の
ラ
イ
麦
パ
ン
な
ら
い
い
。

司
会
／
あ
れ
、
イ
ー
ス
ト
が
入

っ
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。

―
―
病
人
に
食
べ
さ
せ
て
み
た
け
れ
ど
、
大
文
夫
だ
。
酵

母
と
イ
ー
ス
ト
と
両
方
ま
ぜ
て
、
少
量
使

っ
て
い
る
そ
う
だ
。

量
が
少
な
い
。

Ｑ
／
パ
ン
は
自
分
で
作

っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
イ
ー

ス
ト
だ

っ
た
ん
で
す
。

―
―
だ
め
だ
、
そ
れ
で
は
。
自
分
の
家
で
作
る
ん
だ

っ
た
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ら
何
も
入
れ
な
い
こ
と
。
自
然
発
酵
で
や
る
ん
で
す
。
家
で

は
子
供
６
人
育
て
た
け
れ
ど
、
イ
ー
ス
ト
も
酵
母
も
使

っ
た

こ
と
が
な
い
。
ぬ
る
ま
湯
で
練
る
ん
で
す
。
粉
自
体
に
酵
母

が
あ
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
を
冷
た
い
水
で
練

っ
た
ら
酵
母
が

動
か
な
い
。
だ
け
ど
、熱
湯
で
は
死
ん
で
し
ま
う
。
１
時
間
、

ぬ
れ
布
巾
を
か
け
て
お
く
。
そ
う
す
れ
ば
、
ふ
く
ら
む
か
ら
。

ソ
パ
粉
を
ま
ぜ
て
も
い
い
し
、
ほ
か
の
雑
穀
の
粉
を
ま
ぜ
て

も
い
い
で
す
。

問
題
は
、
そ
れ
に
果
物
を
入
れ
る
か
入
れ
な
い
か
。
最
初

は
入
れ
た
く
な
い
ん
だ
。

Ｑ
／
普
通
に
果
物
を
食
べ
る
の
は
好
き
な
ん
で
す
が
、
パ

ン
の
中
に
干
し
ブ
ド
ウ
を
入
れ
る
の
は
き
ら
い
な
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
は
、
ひ

っ
か
か
る
か
ら
だ
。
ぜ
ん
そ
く
を
治
す

間
は
、
粘
膜
が
弱
い
か
ら
、
す
ぐ
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
熱
が

出
た
時
に
果
物
を
使
う
と
、
パ

ッ
と
下
が
る
け
れ
ど
、
い
つ

ま
で
も
、
そ
う
い
う
方
法
を
や

つ
て
い
た
ら
依
然
と
し
て
粘

膜
は
弱
い
ま
ま
だ
。

司
会
／
ゴ
マ
を
入
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

―
―
か
ま
わ
な
い
け
れ
ど
、
む
し
ろ
カ
ボ
チ
ャ
を
入
れ
た

ら
い
い
。
家
な
ん
か
長
男
、
次
男
の
時
は
カ
ボ
チ
ャ
し
か
使

わ
な
か
っ
た
。

Ｑ
／
カ
ボ
チ
ャ
は
見
る
の
も
い
や
な
ん
で
す
。

―
―
ほ
か
で
摂

っ
て
い
る
か
ら
。
今
、
ぜ
ん
そ
く
の
子
供

は
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
か
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
。
蛋
白
を
摂

っ
て

し
ま

っ
て
い
る
か
ら
。
そ
れ
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
も
肉
食
で

摂

っ
て
い
る
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
を
要
求
し
な
い
。
そ
れ
が
抜
け

る
ま
で
は
だ
め
だ
。
野
菜
は
、
お
好
み
焼
き
に
入
れ
て
や
れ

ば
い
い
。

Ｑ
／
ど
ん
な
野
菜
で
す
か
？

―
―
あ
ん
ま
り
陰
性
で
な
い
野
菜
な
ら
い
い
。
根
菜
類
に

玉
ね
ぎ
を
甘
み
出
し
に
入
れ
て
、
キ
ャ
ベ
ツ
く
ら
い
使

っ
て

も
い
い
。
人
参
は
食
べ
る
な
ら
入
れ
て
も
い
い
。

Ｑ
／
こ
の
間
、
玉
ね
ぎ
と
人
参
と
黒
ゴ

マ
を
す

っ
て
、
お

好
み
焼
き
に
し
た
ら
、
食
べ
た
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
で
い
い
で
す
。

司
会
／
今
、
こ
こ
が
痛
い
ん
だ
そ
う
で
す
。

―
―
右
が
腫
れ
て
い
る
ん
だ
。
油
の
摂
り
過
ぎ
だ
。
上
く

ち
び
る
が
腫
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
、
胃
と
肝
臓
が
腫
れ
て

い
る
。
上
も
下
も
８
ミ
リ
ず
つ
。
こ
れ
が
理
想
で
す
。
大
入

で
も
子
供
で
も
、
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
胃
と
腸
の
健
康
状
態
が

い
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
大
食
し
た
か
油
の
摂
り
過
ぎ
だ
。

Ｑ
／
焼
き
む
す
び
が
す
ご
く
好
き
な
ん
で
す
。

―
―
強
い
の
を
入
れ
過
ぎ
た
ん
だ
。
こ
こ
ま
で
腫
れ
た
ら

臓
器
が
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
や
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
本
人
は
陰
性
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
を
す
ご

く
要
求
す
る
。
粘
膜
が
弱

っ
て
い
る
時
に
、焼
い
た
も
の
は
、

体
を
丈
夫
に
す
る
か
ら
い
い
ん
だ
が
、
噛
ま
な
い
で
食
べ
た

ら
、
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
取
れ
る
ま
で
は
、
お
と
な

し
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
な
け
れ
ば
…
…
。

Ｑ
／
ひ
じ
き
蓮
根
な
ん
か
を
ゴ

マ
油
で
炒
め
る
の
は
い
い

で
す
か
。

―
―
そ
れ
は
い
い
け
れ
ど
、
油
が
浮
い
て
き
た
ら
治
ら
な

い
。
味
噌
汁
で
も
上
に
油
が
浮
い
て
い
る
よ
う
で
は
、
な
か

な
か
治
ら
な
い
。

Ｑ
／
味
噌
汁
に
油
揚
げ
と
ワ
カ
メ
と
大
根
葉
を
入
れ
て
い

る
ん
で
す
が
。

―
―
油
揚
げ
の
量
を
減
ら
せ
ば
い
い
。
蓮
根
５０
パ
ー
セ
ン

ト
の
キ
ン
ピ
ラ
が
い
ち
ば
ん
効
く
。
ゴ
ボ
ウ
３０
パ
ー
セ
ン
ト
、

人
参
２０
パ
ー
セ
ン
ト
。

司
会
／
タ
ケ
ノ
コ
は
ど
う
で
す
か
？

―
―
い
ら
な
い
。
も
し
カ
ン
ヅ
メ
の
が
あ

っ
た
ら
、
そ
れ

と
海
草
と
抱
き
合
わ
せ
て
、
油
揚
げ
で
も
入
れ
て
煮
れ
ば
、

「締
め
る
」
作
用
が
あ
る
。
あ
と
、
の
ど
を
や
ら
れ
て
い
る

ん
だ
か
ら
、
そ
れ
に
は
黒
豆
が
効
く
。
ひ
じ
き
と
黒
豆
、
油

揚
げ
を
甘
み
出
し
に
少
し
入
れ
て
。
黒
豆
は
水
煮
し
て
お
い

て
、
い
ち
ば
ん
最
後
に
ち
ょ
っ
と
油
を
落
と
す
だ
け
だ
。
い

く
ら
植
物
性
の
油
だ
と
い
っ
て
も
、
量
が
多
け
れ
ば
肝
臓
と

胃
を
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
く
ち
び
る
が
ま
く
れ
上
が

っ
た
と

い
う
の
は
油
で
や
ら
れ
た
わ
け
だ
。

家
で
子
供
を
育
て
る
の
に
、
ゴ

マ
パ
タ
ー
も
使
わ
な
か

っ

た
。
パ
ン
に
醤
油
を
薄
く
し
た
の
を
ぬ
っ
て
学
校
へ
持
た
せ

た
。
５
枚
持
た
せ
る
な
ら
、
そ
の
中
の
１
枚
だ
け
自
ゴ

マ
の

パ
タ
ー
を
ぬ

っ
て
や

っ
た
。
見
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
油
が
多

い
と
、
く
ち
び
る
が
少
し
ま
く
れ
上
が

っ
て
く
る
。
ゴ

マ
油

は
、
あ
る
程
度
必
要
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
多
か

っ
た
ら
だ
め

だ
。食

養
家
の
失
敗
と
い
う
の
は
、
知
ら
な
い
間
に
油
を
摂
り

過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
よ

っ
ぽ
ど
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
と
、
こ
の
お
子
さ
ん
は
、
あ
ん
ま
り
陰
性
で
な
い
野
菜

だ

っ
た
ら
い
い
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
か
ナ
ス
科
の
も
の
は

摂
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
。

Ｑ
／
芋
類
と
か
ナ
ス
と
か
ピ
ー
マ
ン
と
か
、
き
ら
い
で
す
。

と
に
か
く
塩
気
を
も
の
す
ご
く
摂
る
ん
で
す
。

―
―
塩
気
を
摂
り
過
ぎ
て
た
ま

っ
て
い
る
と
、
緊
張
が
来

た
時
に
、
そ
れ
が
強
い
セ
キ
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、中
庸
で

い
れ
ば

い
い
の
に
、
水
気
を
摂

っ
て
果
物
を
摂

っ
て
と
な

っ

て
し
ま
う
。
こ
う
い
う
お
子
さ
ん
を
作

っ
た
と
い
う
の
は
、

片
方
で
動
物
性
食
品
の
塩
気
を
う
ん
と
や

っ
た
た
め
に
、
今

度
は
甘
い
物
．を
摂
る
、
果
物
を
摂
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

っ
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て
粘
膜
を
弱
く
し
て
し
ま
う
。
粘
膜
が
弱

っ
て
い
る
と
こ
ろ

へ
緊
張
が
く
る
と
、
呼
吸
困
難
に
な
る
。
真
ん
中
に
持

っ
て

く
れ
ば
い
い
。

塩
気
を
大
量
に
摂

っ
た
ら
、
今
度
は
水
を
飲
む
か
ら
。
せ

っ
か
く
血
を
濃
く
し
て
お
い
て
も
水
で
薄
く
し
て
し
ま

っ
た

ら
何
に
も
な
ら
な
い
。

Ｑ
／

一
年
く
ら
い
ハ
コ
茶
を
飲
み
続
け
た
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
は
陽
性
な
人
が
飲
む
も
の
で
す
。
ほ
う
じ
茶
で

い
い
で
す
、
子
供
だ
か
ら
。
三
年
番
茶
は
渋
い
か
ら
ね
。

司
会
／
味
噌
は
豆
味
噌
で
す
か
？

―
―
ぜ
ん
そ
く
の
子
は
、
そ
ん
な
に
貧
血
じ
ゃ
な
い
。
い

ち
ば
ん
い
い
の
は
、　
一
年
以
上
た

っ
た
三
州
豆
味
噌
だ
。
値

段
が
い
ち
ば
ん
高
い
。
冬
場
は
陰
性
な
病
人
に
は
い
ち
ば
ん

い
い
。
麦
味
唱
と
い
う
の
は
、
夏
向
き
だ
。
家
で
は
、
夏
で

も
麦
と
豆
と
半
々
で
す
。
動
物
性
を
摂

っ
て
い
る
人
に
は
、

ま
だ
よ
く
出
来
て
い
な
い
白

っ
ぽ
い
味
噌
が
甘
く
て
お
い
し

い
ん
だ
け
れ
ど
、
こ
の
お
子
さ
ん
に
は
向
か
な
い
で
す
。

Ｑ
／
ほ
う

っ
て
お
く
と
醤
油
で
も
ジ
ャ
ボ
ジ
ャ
ボ
か
け
た

り
、
ご
ま
塩
も
な
め
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。

―
―
そ
れ
は
本
能
だ
ね
。
ゆ
る
ん
で
い
る
ん
だ
か
ら
、
片

方
で
陽
性
を
要
求
し
て
く
る
。
そ
の
反
動
と
し
て
甘
い
物
と

か
、
味
噌
で
も
甘

い
の
を
ほ
し
が
る
。
で
も
、
そ
の
結
果
と

し
て
水
を
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
ま
れ
た
ん
で
は
何
に
も
な
ら
な
い

こ
の
子
は
テ
ッ
カ
は
い
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
油
味
噌

な
ん
か
ど
う
か
な
。
鍋
の
底
に
油
を
入
れ
て
、
そ
こ
へ
味
晴

を
入
れ
て
練

っ
て
い
く
ん
で
す
。
こ
れ
な
ら
甘
み
が
あ

っ
て

お
い
し
い
。
テ
ッ
カ
み
た
い
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
持

っ

て
い
か
な
い
ん
で
す
。

で
な
か

っ
た
ら
味
噌
お
で
ん
の
よ
う
な
も
の
。
こ
の
子
は

肉
で
や

っ
て
き
た
？
　
じ
や
あ
和
風
に
持

っ
て
い
く
の
が
大

変
だ
。

Ｑ
／
だ
か
ら
、
玄
米
に
し
て
か
ら
、
お
腹
が
す
い
て
す
い

て
大
変
な
ん
で
す
。

―
―
肉

で
相
当
な
カ
ロ
リ
ー
を
摂

っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、

そ
の
分
を
穀
類
で
摂
る
と
い
う
の
は
大
変
だ
。
穀
類
は
そ
ん

な
に
カ
ロ
リ
ー
が
な
い
か
ら
。
ウ
ド
ン
と
か
、
ソ
バ
と
か
変

化
さ
せ
て
や
れ
ば

い
い
。
だ
け
ど
、
ぜ
ん
そ
く
の
中
に
ソ
バ

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
か
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ
／

ソ
バ
が
ら
の
ア
レ
ル
ギ
ー
で
、
枕
は
ス
ポ
ン
ジ
を
使

っ
て
い
る
ん
で
す
。

―
―

ソ
パ
の
臭
い
だ
け
で
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
ウ
ド
ン
で

や

っ
て
い
く
し
か
な
い
。
今
、
子
供
用
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ん

か
売

っ
て
い
る
か
ら
、
あ
あ
い
う
も
の
の
油
炒
め
な
ん
か
が

い
い
で
し
ょ
う
。
セ
イ
タ
ン
を
使

っ
た
ら
い
い
で
す
。
コ
ー

フ
ー
カ
ツ
と
か
、
油
を
た
く
さ
ん
使

っ
た
も
の
だ

っ
た
ら
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
ゆ
で
た
も
の
な
ん
か
西
洋
野
菜
を
つ
け
て
も
い

い
。
コ
ー
フ
ー
に
は
レ
モ
ン
を
か
け
て
。
で
な
か

っ
た
ら
、・

食
養
で
使
う
お
酢
く
ら
い
か
け
て
。
天
ぷ
ら
に
大
根
お
ろ
し
、

と
い
う
け
れ
ど
、
子
供
は
大
根
お
ろ
し
を
摂
ら
な
い
ん
だ
。

そ
し
た
ら
、
リ
ン
ゴ
を
ソ
バ
に
つ
け
て
お
く
。
そ
う
す
る
と

食
べ
る
。
油
物
に
は
必
ず
、
そ
の
油
消
し
を
同
時
に
つ
け
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

お
茶
類
は
、
ハ
ト
麦
の
コ
ー
ヒ
ー
が
い
い
。
お
い
し
い
か

ら
子
供
が
よ
ろ
こ
ぶ
。

（昭
和
５５
年
１０
月
５
日
の
健
康
相
談
講
習
会
よ
り
。
文
責
／

編
集
部
）

便
秘

・
緑
内
障

・

蓄

膿

症

・
ノ
イ

ロ
ー
ゼ

体
を
暖
め
る
味
唱
お
じ
や
、
鯉
こ
く
、
油
焼
き

餅
入
り
味
唱
汁

―
―

司
会
／
２７
歳
の
男
性
の
方
で
、
緑
内
障
、
蓄
膿
症
、
近
眼
、

便
秘
、
そ
し
て
少
し
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
―
緑
内
障
の
程
度
は
ど
の
く
ら
い
？

Ｑ
／
２
年
前
に
初
め
て
起
こ
っ
て
、
だ
い
た
い
半
年
に

一

回
く
ら
い
出
て
い
る
ん
で
す
。

―
―
玄
米
歴
は
？

Ｑ
／
去
年
の
１０
月
に
初
め
て
知
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
な

ん
で
す
が
、
ご
飯
を
炊
く
の
が
焦
げ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
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軌
道
に
の
っ
て
い
ま
せ
ん
。

―
―
ま
あ
二
月
だ
け
れ
ど
、
何
か
体
の
変
化
が
あ

っ
た
で

し
ょ
う
？
　
や
せ
た
と
か
何
と
か
。

Ｑ
／
１０
キ
ロ
は
や
せ
ま
し
た
。
今
、
５９
キ
ロ
で
す
ｏ

ｌ
ｌ
身
長
は
い
く
ら
？

Ｑ
／
‐７４
セ
ン
チ
で
す
。

―
―
じ
ゃ
あ
、
ま
だ
多
い
。
そ
の
間
に
寝
ら
れ
な
い
と
か

い
う
こ
と
は
な
か

っ
た
の
？

Ｑ
／
前
は
も

っ
と
精
神
的
に
ひ
ど
か

っ
た
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
だ
け
毒
が
ど
ん
ど
ん
減

っ
て
き
て
い
る
ん
だ
か

ら
、
心
理
的
に
も
落
ち
着
き
が
出
て
き
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

問
題
は
ね
、
そ
れ
だ
け
毒
が
出
た
ん
だ
か
ら
、
そ
の

「反
応
」

は
？
　
毒
が
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。

Ｑ
／
大
し
て
、
な
か

っ
た
ん
で
す
。

―
―
じ
ゃ
あ
、
水
だ

っ
た
ん
だ
な
。
蓄
膿
に
し
て
も
陰
性

だ
。
便
秘
も
陰
性
の
便
秘
だ
。
肉
食
は
、
あ
る
時
期
、
う
ん

と
や

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
？
　
甘
い
の
と
ど

っ
ち
が
多
い
？

Ｑ
／
甘
い
の
が
多
い
で
す
。

―
―
蓄
膿
と
い
う
の
は
陽
性
の
病
気
じ
ゃ
な
い
。
極
陰
性

の
病
気
だ
。
蓄
膿
は
、
臭
い
な
ん
か
自
分
で
分
か
ら
な
い
と

い
う
程
度
な
の
？

Ｑ
／
い
や
、
臭
い
は
分
か
り
ま
す
。
左
側
が
い
つ
も

つ
ま

っ
て
い
る
ん
で
す
。

―
―
じ
ゃ
、
陰
性
だ
な
。
で
、
こ
の
１０
キ
ロ
体
重
が
減
る

間
に
蓄
膿
が
ダ
ー
ッ
と
出
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
？

Ｑ
／
な
か
っ
た
で
す
。

―
―
相
当
こ
び
り
つ
い
て
い
る
ん
だ
。

Ｑ
／
蓄
膿
に
気
が
つ
い
て
病
院

へ
行

っ
た
の
が
、
小
学
校

４
年
の
こ
ろ
で
、
長
く
か
か
り
そ
う
だ
し
、
あ
ま
り
実
害
も

な
さ
そ
う
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
放

っ
て
お
い
た
ん
で
す
。

―
―
上
限
は
い
つ
ご
ろ
？

Ｑ
／
緑
内
障
で
す
か
？
　
２
年
前
、
初
め
て
真

っ
白
に
な

っ
た
ん
で
す
。

―
―
今
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
ね
？

Ｑ
／
は
い
。

―
―
そ
ん
な
に
ひ
ど
い
緑
内
障
じ
ゃ
な
い
。
普
通
だ
と
痛

く
て
大
変
だ
か
ら
。
下
手
す
る
と
化
膿
し
て
く
る
。
で
、
便

秘
は
ど
の
く
ら
い
？

Ｑ
／
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
か
分
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、

と
に
か
く
三
日
に

一
遍
く
ら
い
で
す
。

―
―
今
で
も
？
　
玄
米
食
べ
て
い
て
も
？
　
そ
れ
で
、
固

い
の
，
・

Ｑ
／
は
い
。
ウ
サ
ギ
の
ウ
ン
コ
み
た
い
に
コ
ロ
コ
ロ
な
ん

で
す
。

―
―
こ
れ
は
完
全
な
陰
性
だ
。
下
行
結
腸
の
と
こ
ろ
で
や

ら
れ
ち
ゃ
っ
て
い
る
。
果
物
と
甘
い
物
を
摂

っ
た
ら
、
い
ち

ば
ん
最
後
の
こ
こ
の
と
こ
ろ
が

マ
ヒ
状
態
で
動
か
な
く
な
る
。

動
か
な
い
で
止
ま

っ
て
い
る
と
、
大
腸
と
い
う
の
は
水
を
吸

う
か
ら
コ
ロ
コ
ロ
に
な

っ
て
し
ま
う
。
で
、
痔
は
な
い
の
？

Ｑ
／
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
そ
れ
で
、
手
足
は
寒
く
な
い
？

Ｑ
／
冷
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
何
か
玄
米
を
食
べ
た
ら
、

も

っ
と
冷
た
く
な

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

―
―
玄
米
の
最
初
の
年
は
う
ん
と
冷
た
い
ん
だ
。
そ
れ
だ

け
体
重
が
減

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
は
、
体
の
中
の
脂
肪

が
、
ど
ん
ど
ん
溶
け
て
、
い
っ
た
ん
水
に
な

っ
て
出
て
く
る

ん
だ
か
ら
、
顔
色
も
悪
く
な
る
し
…
…
。
今
で
も
便
が
な
か

な
か
出
な
い
？
　
お
小
水
は
？

Ｑ
／

一
回
く
ら
い
で
す
。

―
―
ほ
ん
と
？
　
一
一回

っ
て
書
い
て
あ
る
。
二
回
だ
と
、

も
の
す
ご
く
濃
い
わ
け
だ
。
ど
ん
な
色
？

Ｑ
／
濃
い
で
す
。

―
―
食
養
の
人
が
、
ま
じ
め
に
ど
ん
ど
ん
陽
性
な
も
の
を

摂

っ
て
い
く
と
、
血
管
を
締
め
つ
け
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
、

か
え

っ
て
循
環
が
悪
く
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
の
場
合
に
は
小

水
の
色
が
濃
い
。
小
水
の
色
が
薄
い
と
い
う
の
は
、
血
が
薄

い
こ
と
だ
。
こ
の
場
合
も
当
然
、
手
足
な
ど
末
端
が
冷
た
い
。

あ
ん
ま
り
、
ま
じ
め
に
や
り
過
ぎ
て
、
お
か
ず
も
ろ
く
に
食

べ
な
い
で
、
ゴ

マ
塩
に
キ
ン
ピ
ラ
く
ら
い
で
長
く
や

っ
て
い

る
と
、
血
管
が
締
ま
り
過
ぎ
て
し
ま
う
。
あ
な
た
の
場
合
も

多
分
、
そ
れ
だ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
か
え

っ
て
締
め
過
ぎ
た
た
め
に
便
秘
が
起

き
て
し
ま
う
。
ま
あ
、
最
初
は
ゆ
る
ん
で
い
る
か
ら
、
ど
ん

ど
ん
締
め
て
も
い
い
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
ま
で
来
た
ら
、

体
を
暖
め
る
食
箋
を
摂
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

司
会
／
ゴ

マ
塩
は

「８
対
２
」
で
い
い
で
す
か
？

―
―

い
い
で
す
。

Ｑ
／
小
水
で
す
が
、
前
か
ら

一
日
二
回
く
ら
い
だ

っ
た
ん

で
す
。

―
―
昔
か
ら
？
　
た
い
し
た
も
ん
だ
な
あ
。
で
、
睡
眠
時

間
は
？

司
会
／

「１０
時
間
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
（笑
い
）

―
―
お
か
し
い
ね
え
。
だ
い
た
い
、
お
し
っ
こ
の
回
数
と

睡
眠
時
間
は
比
例
す
る
わ
け
な
ん
だ
。　
一
回
に
大
量
に
出
る

の
？Ｑ
／
あ
ん
ま
り
人
と
比
べ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
分
か
り
ま

せ
ん
。
（笑
い
）

―
１
１０
時
間
と
い
う
の
は
寝
過
ぎ
も
い
い
と
こ
だ
な
あ
。

Ｑ
／
そ
れ
は
生
理
的
な
も
の
じ
ゃ
な
く
て
精
神
的
な
も
の

な
ん
で
す
。
朝
、
会
社

へ
行
き
た
く
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
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が
起
こ
っ
て
、
そ
れ
で

「起
き
な
い
」
ん
で
す
。
（大
笑
い
）

―
―
目
は
あ
い
て
る
ん
だ
。
そ
れ
な
ら
分
か
る
。

司
会
／
そ
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
も
相
談
内
容
な
ん
で
す
。

―
―
起
き
な
い
の
は
、
あ
ん
た
が
ま
だ
血
の
気
が
な
い
ん

だ
。
血
の
気
が
な
い
と
心
因
性
の
病
気
を
み
ん
な
自
分
で
作

っ
て
し
ま
う
。
会
社

へ
行
く
の
が
い
や
だ
、
と
い
う
だ
け
で

自
律
神
経
が
ま
と
も
に
動
か
な
い
。
心
因
性
の
病
気
だ
け
で

何
百
と
あ
る
。
心
の
病
気
が
起
き
る
と
同
時
に
内
臓
に
も
、

み
ん
な
病
気
が
起
き
る
。
心
に
悩
み
が
な
か
っ
た
ら
、
自
律

神
経
は
正
常
に
動
く
。

こ
れ
は
治
す
の
に
難
し
い
ね
え
、
あ
な
た
が
ほ
が
ら
か
に

会
社
へ
行
く
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
治
さ
な
け
れ
ば
。
い
ち
ば

ん
難
し
い
で
し
ょ
う
ね
え
、
心
因
性
の
病
気
と
い
う
の
は
。

自
己
催
眠
法
を
や
る
か
。

薬
で
ご
ま
か
し
て
も
、
だ
め
だ
か
ら
ね
。
憂
欝
だ
か
ら
と

い
っ
て
薬
を
入
れ
て
も
、
そ
の
薬
が
切
れ
た
ら
、
ま
た
憂
欝

に
な

っ
て
し
ま
う
。

司
会
／
で
は
、
初
め
は
陽
性
で
締
め
て
い
く
ん
で
す
か
。

―
―
今
、
ち
ょ
っ
と

「欝
」
の
状
態
に
あ
る
ん
だ
か
ら
、

血
液
の
循
環
が
悪
い
と
い
う
こ
と
。
ゴ

マ
塩
で
締
め
て
い
け

ば
、
水
分
は
取
れ
る
け
れ
ど
、
今
度
は
体
を
暖
め
る
と
い
う

陽
性
さ
も
、
こ
の
人
に
は
必
要
な
ん
だ
。
暖
め
な
け
れ
ば
血

の
循
環
が
よ
く
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
陽
性
な
料
理
も
摂

っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
今
、
自
分
で
や

っ
て
い
る
か
ら
、
な
か
な
か
料
理
を
食
べ
な
い
ん
だ
ろ
う
？

（笑
い
）

―
―

「主
食
は
玄
米
、
ゴ

マ
塩
、
お
か
ず
は
キ
ン
ピ
ラ
と

梅
干
と
タ
ク
ワ
ン
」
。
こ
れ
で
は
、
だ
め
だ
。
も

っ
と
暖
め

る
も
の
を
食
べ
な
く
て
は
。
栄
養
学
的
に
言

っ
て
、
ビ
タ
ミ

ン
の
Ａ
と
か
Ｄ
と
か
い
う
も
の
を
補
給
し
な
け
れ
ば
。
要
す

る
に
、
体
が
暖
ま
ら
な
け
れ
ば
本
当
に
落
ち
着
い
た
気
持
ち

に
な
ら
な
い
わ
け
だ
。

Ｑ
／
暖
め
る
食
事
と
い
う
の
は
？

―
―
味
噌
料
理
と
か
油
料
理
を
上
手
に
摂

っ
て
い
く
ん
だ
。

し
よ
う
が
な
か

っ
た
ら
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
の
店
で
買

っ
て

い
き
な
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
。
テ
ッ
カ
味
噌
と
か
、

そ
れ
か
ら
自
然
薯
テ
ッ
カ
も
あ
る
。
少
し
高
い
け
れ
ど
。
あ

れ
を
摂
る
と
カ
ー
ッ
と
し
て
く
る
。
昨
日
も
、
精
神
病
の
娘

に
自
然
薯
テ
ッ
カ
を
や

っ
た
ら
、
と
た
ん
に
ほ
が
ら
か
に
な

っ
て
歩
き
出
し
た
、
と
お
礼
の
電
話
が
あ

っ
た
。
あ
あ
い
う

の
を
少
し
、
パ
ラ
パ
ラ
と
ご
飯
に
か
け
る
と
い
い
。

今
、
あ
な
た
に
必
要
な
の
は
、
テ
ッ
カ
味
噌
と
か
味
噌
料

理
。
そ
れ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
油
を
使

っ
た
も
の
。
自
分
で
や

っ
て
い
る
か
ら
何
も
作
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

Ｑ
／
め
ん
ど
う
く
さ
い
、
と
い
う
よ
り
気
力
が
な
い
ん
で

す
。―

―
そ
う
い
う
物
を
食
べ
た
ら
気
力
が
出
て
く
る
か
ら
ね
。

塩
だ
け
で
は
出
な
い
。
か
え

っ
て
血
管
を
縮
め
て
し
ま

っ
て

血
の
循
環
を
悪
く
す
る
。
循
環
が
悪
か
っ
た
ら
、
だ
め
だ
か

ら
ね
。

「陽
性
」
と
い
う
の
は
油
気
も
必
要
だ
し
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
も
Ｄ
も
必
要
な
ん
で
す
。

そ
れ
と
、
鯉
こ
く
。
あ
と
、
油
物
だ
け
れ
ど
、
餅
を
油
で

焼
い
て
食
べ
る
と
い
い
。
つ
け
焼
き
に
す
る
に
し
て
も
、
フ

ラ
イ
バ
ン
に
油
を
ひ
い
て
、
そ
れ
で
玄
米
餅
を
焼
い
て
食
べ

れ
ば
い
い
。
そ
れ
で
、
の
り
で
も
巻
い
て
食
べ
れ
ば
、
お
い

し
い
。

餅
だ
け
で
も
相
当
、
体
が
暖
ま
る
け
れ
ど
、
油
で
炒
め
た

ら
油
の
カ
ロ
リ
ー
が
入

っ
て
く
る
か
ら
、
な
お
暖
ま
る
。
あ

な
た
の
場
合
は

「欝
」
の
状
態
だ
。
心
因
性
で
も
、

「不
安

症
」
、
会
社

へ
行
き
た
く
な
い
、
と
い
う
拒
否
型
な
ん
だ
。

同
じ
拒
否
型
で
も

「躁
」
の
方
が
あ
る
。
少
し

「躁
」
に
し

ち
ゃ
っ
た
方
が
い
い
。
会
社

へ
行
く
の
が
面
白
く
て
し
よ
う

が
な
い
、
と
か
。
（笑
い
）
そ
う
な
れ
ば
、
し
め
た
も
の
だ
。

だ
か
ら
、
動
物
性
で
も
、
鯉
こ
く
な
ら
入
れ
て
も
い
い
。

鯉
テ
ッ
カ
も
い
い
。
飲
み
も
の
は
何
を
飲
ん
で
い
る
の
？

司
会
／
梅
生
番
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

―
―
小
便
が
そ
ん
な
に
濃

い
の
に
梅
生
番
を
飲
ん
で
も
し

よ
う
が
な
い
。
乳
粉
で
も
飲
み
な
さ
い
。
体
が
暖
ま
る
し
。

コ
ッ
コ
ー
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
、
あ
れ
を
薄
く
し
て
。
要

す
る
に
、
あ
な
た
は
塩
気
で
な
く
て
、
体
の
暖
ま
る
も
の
を

摂
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。

司
会
／
野
菜
は
根
菜
類
で
す
か
？

―
―
当
分
、
根
菜
類
の
油
炒
め
で
結
構
で
す
。
あ
と
、
ほ

が
ら
か
に
す
る
と
い
う
の
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
か
カ
ロ
チ
ン

の
系
統
の
も
の
も
食
べ
な
け
れ
ば
。
カ
ボ
チ
ャ
と
か
色
の
黄

色
い
も
の
だ
。
カ
ボ
チ
ャ
な
ん
か
食
べ
て
い
れ
ば
、
瓜
科
だ

か
ら
小
便
は
薄
く
な

っ
て
し
ま
う
。

味
噌
汁
も
摂

っ
て
い
な
い
？
　
こ
れ
で
は
陽
性
に
は
な
る

け
れ
ど
、
も

っ
と
血
の
気
を
出
さ
な
け
れ
ば
。

Ｑ
／
味
噌
汁
を
摂
り
始
め
た
の
は
３
週
間
く
ら
い
前
か
ら

で
す
。

―
―
ま
あ
、
水
気
を
１０
キ
ロ
取

っ
た
ん
だ
か
ら
、
い
い
け

れ
ど
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
手
直
し
し
て
、
ふ

っ
く
ら
と
さ
せ

な
け
れ
ば
。
味
噌
汁
に
餅
を
入
れ
て
も
い
い
ん
だ
。
う
ん
と

暖
か
い
。
あ
な
た
の
場
合
だ

っ
た
ら
、
餅
も
油
で
炒
め
焼
き

し
て
か
ら
味
唱
汁
に
入
れ
た
ら
い
い
。
そ
れ
か
ら
、
お
じ
や

を
食
べ
な
さ
い
。
お
い
し
い
か
ら
。
味
噌
お
じ
や
な
ら
男
で

も
出
来
る
。
ご
飯
の
残

っ
た
の
に
味
噌
汁
入
れ
て
、
油
揚
げ

入
れ
て
、
ね
ぎ
も
入
れ
て
…
…
。
体
が
う
ん
と
暖
ま
る
。

そ
う
す
れ
ば
便
秘
は
治
る
。
今
見
た
ら
、
や
っ
ば
り
腸
を
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締
め
過
ぎ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ゴ

マ
塩
と
キ
ン
ピ
ラ
み
た
い

な
も
の
を
食
べ
て
、
出
回
の
Ｓ
字
結
腸
と
直
腸
の
と
こ
ろ
を

締
め
過
ぎ
て
い
る
か
ら
便
が
出
な
い
で
、
時
間
が
長
い
か
ら

水
分
を
吸

っ
て
し
ま

っ
て
、
コ
ロ
コ
ロ
の
便
に
な

っ
て
し
ま

う
。
お
じ
や
で
も
食
べ
れ
ば
、
す
ぐ
便
が
出
る
か
ら
。
二
、

三
日
、
お
じ
や
で
も
や
り
な
さ
い
。
油
揚
げ
を
使

っ
て
い
い
。

味
唱
汁
に
入
れ
て
も
い
い
。

司
会
／
緑
内
障
の
方
の
手
当
て
は
？

―
―
同
じ
で
い
い
で
す
。
た
だ
、
日
は
夜
、
寝
る
時
に
塩

番
茶
で
洗

っ
て
。
こ
の
人
の
場
合
は
す
ぐ
治
る
。
痛
み
が
来

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
。
今
ま
で
水
気
が
多
く
て
血
が
薄

か

つ
た
か
ら
。
血
が
薄
く
な
れ
ば
時
々
、
目
が
か
す
む
よ
。

本
当
の
緑
内
障
は
、
化
膿
し
た
り
し
て
大
変
だ
。
水
の
害
で

す
。
あ
ま
り
砂
糖
が
入

っ
て
い
な
い
。
虫
歯
は
？

Ｑ
／
た
く
さ
ん
、
あ
り
ま
す
。

―
―
今
、
砂
糖
の
毒
と
水
が
相
当
、
取
れ
て
い
る
ん
だ
。

き
れ
い
な
血
が
日
に
行
け
ば
、
あ
な
た
く
ら
い
の
緑
内
障
は

治
り
ま
す
。
夜
、
寝
る
時
に
ゴ

マ
油
の
点
眼

〔煮
沸
し
た
ゴ

マ
油
を
こ
し
た
も
の
〕
を
し
な
さ
い
。
今
、
見
え
る
ん
で
し

Ｌ一一゙
ｎノ。
Ｑ
／
は
い
。

―
―
じ
ゃ
あ
、
大
し
た
こ
と
は
な
い
。

司
会
／
蓄
膿
症
の
方
は
？

―
―
蓄
膿
症
も
そ
れ
で
い
い
で
す
。
も
う
少
し
し
て
血
の

気
が
出
て
き
た
ら
、
あ
る
時
期
、　
一
週
間
だ
け
少
食
を
す
る

と
い
い
。　
一
日
５
勺
な
ら
５
勺
で
、
よ
く
噛
ん
で
。
そ
う
す

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
取
れ
て
し
ま
う
。
今
は
だ
め
だ
。
そ
の
時

は
、
も
う

一
度
、
お
か
ず
は
キ
ン
ピ
ラ
と
、
ひ
じ
き
蓮
根
、
そ

れ
だ
け
で
本
当
に
少
食
で

一
週
間
や

っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

ほ
と
ん
ど
蓄
膿
と
い
う
の
は

一
遍
に
出
て
し
ま
う
か
ら
。

△
フ
、
左
の
方
の
鼻
が
腫
れ
て
通
り
が
悪
い
？
　
だ

っ
た
ら
、

毎
晩
、白
い
長
ね
ぎ
を
突

っ
込
む
と
い
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、

里
芋
の
パ
ス
タ
ー
で
も
い
い
。
左
側
だ
け
、
夜
、
寝
る
前
に

貼
れ
ば

い
い
。
ど
う
せ
慢
性
鼻
炎
を
起
こ
し
て
い
る
に
決
ま

っ
て
い
る
か
ら
。
そ
れ
だ
け
治
そ
う
と
い
う
な
ら
、
パ
ス
タ

ー
だ
け
で
も
治
る
。
右
も
左
も
両
方
貼

っ
た
方
が
い
い
か
も

知
れ
な
い
。
ど
う
せ
悪
い
ん
だ
か
ら
。

本
当
に
詰
ま

っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
ね
ぎ
だ
け
で
治
る
。
両

方
だ
と
息
が
出
来
な
い
か
ら
、
片
方
だ
け
入
れ
る
。
赤
ち
ゃ

ん
だ

っ
た
ら
、
鼻
の
上
に
ね
ぎ
を

一
枚
か
二
枚
乗
せ
た
だ
け

で
、
十
分
も
し
な
い
間
に
鼻
づ
ま
り
が
治

っ
て
し
ま
う
。

本
当
は
葛
湯
と
か
、
あ
な
た
に
は
必
要
な
ん
だ
け
れ
ど
。

葛
湯
な
ら
小
便
は
濃
く
な
ら
な
い
し
、
体
は
暖
ま
る
し
。
食

べ
た
も
の
が
血
に
な

っ
て
、
そ
れ
で
血
の
循
環
が
い
い
、
と

い
う
も
の
を
摂
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ

っ
き
言

っ
た
、
自
然
薯
テ
ッ
カ
と
鯉
テ
ッ
カ
と
、
普
通

の
テ
ッ
カ
と
、
そ
れ
を

一
遍
に
か
け
た
ら
だ
め
だ
。
こ
の
間
、

一
遍
に
か
け
た
ら
熱
を
出
し
た
子
供
が
い
た
。
そ
れ
で
、
そ

の
ほ
か
に
何
も
食
べ
て
い
な
い
？
　
いつ
ど
ん
と
か
、
そ
ば
と

「̈^̈
　̈　^̈
ャ′‐Ｑ
／
外
食
も
結
構
…
…
。

（大
笑
い
）
１２
月
、
１
月
は
宴

会
も
あ
っ
て
…
…
。

―
―
そ
れ
で
小
便
が
濃
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
じ
ゃ
分

か
ら
な
い
。
外
食
で
動
物
性
が
入
っ
て
い
る
わ
け
だ
ね
。
甘

い
の
も
入
る
？
　
じ
ゃ
あ
、
な
か
な
か
蓄
膿
が
治
ら
な
い
。

ま
あ
、
今
、
顔
色
が
悪
い
か
ら
、
外
食
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ

て
お
小
水
が
濃
い
ん
だ
か
ら
、塩
の
陽
性
は
い
ら
な
い
ん
だ
。

（昭
和
５５
年
２
月
９
日
の
健
康
相
談
講
習
会
よ
り
。
文
責
／

編
集
部
。
な
お

「自
然
薯
テ
ッ
カ
」

「鯉
テ
ッ
カ
」
は
今
、

製
造
中
止
で
す
）

好評./ 正食医学の圧縮震密講曇録

食物による健康法・健康相談
『新しき世界へ』1982年 10月臨時増刊   特価2000円

(送料共 )
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お産と育児 (6)
山西みな子

大 森

生

死

の
体
験
が

心
と
い
う
の
は
、
自
分
の
中
で
殻
で
し
ば

っ
て
い
る
間
は

す
ご
く
苦
痛
が
あ
る
わ
け
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
を
取
り
は

ず
し
た
時
に
、
心
の
世
界
か
ら
解
き
放
た
れ
た
感
覚
が
あ
る

ん
で
す
ね
、
そ
れ
が
金
色
の
花
園
で
遊
ん
で
い
る
状
態
な
ん

で
す
。
そ
れ
は
大
き
な
反
応
だ

っ
た
ん
で
す
。
今
、
こ
こ
で

私
が
意
識
を
失

っ
た
ら
大
変
だ
、
大
変
だ
と

一
生
懸
命
、
自

分
の
気
持
ち
を
抑
え
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
抑
え
き
れ
な

く
な

っ
て
、
も
う
仕
方
が
な
い
、
と
思

っ
た
時
に
、
す
ご
く

気
分
が
楽
に
な

っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
は
、
意
識
を
失

っ
て
い
る
状
態
で
す
。
苦
し
い
状
態

で
は
な
い
ん
で
す
。
そ
の
ま
ま
向
こ
う
の
世
界
に
行

っ
て
し

ま

っ
た
ら
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
ね
。

（笑

い
）

本
当
に
解
放
さ
れ
た
自
由
の
世
界
な
ん
で
す
。
そ
う

い
う
体

験
を
し
ま
し
た
。

も
う

一
つ
、
そ
の
体
験
の
時
に
、
窓
か
ら
大
き
な
手
が
の

び
て
き
て
私
の
首
を
押
え
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
苦
し
ん
で
、

▲大森―懇先生

も
が

い
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
私
は
小
腸
が
弱

い
の
で
、

そ
の
時
に
ノ
ド
を
や
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
ノ
ド
か

ら
悪

い
も
の
が
出
て
い
る
時
に
、
毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
鬼
み
た

い
な
手
が
私
を

つ
か
ん
で
振
り
ま
わ
し
て
い
る
ん
で
す
。

そ
う

い
う
体
験
を
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
生

活
の
中
で
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
と
い
う
こ
と
以
上
に
苦
し
む

こ
と
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
子

供
を
育
て
て
き
て
、
学
校
へ
行

っ
て
、
お
弁
当
を
持
た
せ
る

こ
と
で
先
生
と
交
渉
す
る
時
で
も
、
自
分
を
通
す
上
で
の
ふ

ん
ば
り
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。
で
な

い
と
動
揺
し
て
し
ま

う
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。

自
分
も
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
く
ぐ

っ
て
き
て
い
る
し
、
ま

た
、
以
前
は
生
き
る
か
死
ぬ
か
と
い
う
病
人
の
方
を
多
く
見

て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
誰
か
が

「大
変
だ
、
大
変

だ
」
と
言

っ
て
も
、
あ
ま
り
同
情
し
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た

ん
で
す
。
何
が
大
切
と
言

っ
て
、
生
命
以
外
に
大
切
な
も
の

は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
ま
わ
り
か
ら
少
々
迫
害
さ
れ
て
も
、

い
や
が
ら
せ
を
さ
れ
て
も
、
自
分
が
正
し
い
と
思

っ
て
や

っ

て
い
る
こ
と
で
迫
害
さ
れ
る
の
だ

っ
た
ら
動
揺
な
ん
か
し
て

い
ら
れ
な

い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
そ
う

い
う
原
動
力
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。

「
落

ち

こ

ぼ

れ

」

そ
れ
か
ら
、
こ
う

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
子
育
て
を

し
て
い
る
と
、
食
事
を
作

っ
て
、
子
供
の
世
話
を
し
て
、
お

む
つ
の
洗
濯
を
し
て
、
そ
れ
で
毎
日
毎
日
が
ア
ッ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま
う
ｏ
そ
う
す
る
と
、
私
と
い
う
の
は

ど
う
な

っ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
ん
で
す
。
皆

さ
ん
、
思

い
ま
せ
ん
か
？
　
何
か
停
滞
し
て
し
ま

っ
た
よ
う

で
、
新
し
い
情
報
も
入
ら
な
い
し
、
入
れ
る
余
裕
も
な
い
わ

眸|1長鰹基
=
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け
で
す
。
自
分
が
ど
ん
ど
ん
退
化
し
て
い
く
よ
う
な
気
が
す

２つ
。と

こ
ろ
が
、
回
り
の
人
は
喜
々
と
し
て
生
活
し
て
い
る
で

し
ょ
う
？
　
な
ん
で
私
ば
か
り
、
こ
う
落
ち
こ
ん
で
し
ま
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
だ
ろ
う
、
と
思

っ
た
ん
で
す
。
そ
し

て
、
こ
う

い
う
こ
と
が
あ

つ
た
ん
で
す
。
そ
の
前
ま
で
は
夫

婦
が

い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
る
時
期
か

ら
、
主
人
が
地
方
で
集
団
で
指
導
の
た
め
に
、　
一
カ
月
か
ら

ニ
カ
月
と
出
か
け
て
い
く
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
。

そ
う
し
て
、
た
ま
に
帰

っ
て
く
る
と
、
そ
の
集
団
で
指
導

を
し
て
い
て
起
き
た
奇
跡
的
な
こ
と
を
、
情
報
と
し
て
た
く

さ
ん
聞
か
せ
ら
れ
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
私
は
、
子
供

に
作

っ
た
離
乳
食
の
残
り
を
、
あ
あ
も

っ
た

い
な
い
と
い
っ

て
は
食
べ
て
大
食
し
て
い
る
。
実
際
、
家
で
生
活
し
て
い
る

時
と
い
う
の
は
、
案
外
、
大
食
し
て
い
る
ん
で
す
。
緊
張
感

も
な
い
し
…
…
。

片
方
で
は
半
断
食
に
ち
か
い
生
活
で
、
人
間
が
奇
跡
的
に

変
わ

っ
て
い
く
状
況
を
話
さ
れ
る
と
、
「な
ん
で
私
は
…
…
」

と
、
落
ち
こ
ぼ
れ
た
感
じ
に
さ
せ
ら
れ
る
。
ま

っ
た
く
情
け

な
い
わ
け
で
す
。
す
べ
て
自
分
が
ダ
メ
に
な

っ
た
よ
う
な
気

が
し
て
、
主
人
は
、
正
食
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
、
と
い

う
こ
と
を
話
し
て
く
れ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
少
食
が
出
来
な

い
自
分
が
、
み
じ
め
で
く
だ
ら
な
い
人
間
に
思
え
て
、
す
べ

て
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
て
い
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
正
食
な
ん
か
や

っ
た

っ
て
何
も
い
い
こ
と

は
な
い
、
そ
れ
よ
り
も
、
も

っ
と
自
由
に
生
活
す
る
方
が
幸

せ
じ
ゃ
な
い
か
、
と
考
え
て
、
ジ
レ
ン
マ
に
お
ち
い
り
ま
し

た
。
そ
う
い
う
時
に
、
た
ま
た
ま
私
の
父
が
大
腸
ガ
ン
に
な

っ
て
、
あ
れ
こ
れ
迷

っ
て
お
れ
ず
、
寝
ず
で
看
病
し
て
、
そ

れ
で
私
が
大
反
応
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
初
の
反

応
の
時
は
、
黄
金
の
蓮
の
園
に
行
け
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

今
度
は
霊
の
問
題
で
、
も

っ
と
下
世
話
な
世
界
に
さ
ま
よ

っ

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
私
の
側
か
ら
言
う
と
、

あ
ま
り
い
い
体
験
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
看
病
し
て
く
れ

た
主
人
の
方
に
は
面
白
か

っ
た
体
験
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
は

「新
し
き
世
界
へ
』

〔１
９
７
７
年
１
月
号
〕
に
出
た
こ
と

、が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ま
り
し
ゃ
べ
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

（笑

い
）

外
か
ら
見
て
い
る
と
、
生
理
と
心
理
と
霊
と
の
か
か
わ
り

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
面
白
か

っ
た
ん
で
し
ょ
う
が
、
私
の

方
は
高
度
な
世
界
に
行
け
な
か

っ
た
ん
で
す
。
む
し
ろ
、
そ

の
、
さ
ま
よ

っ
て
い
た
間
と
い
う
の
は
全
く
時
間
が
分
か
ら

な
い
ん
で
す
。
た
だ
、
あ
あ
、
自
分
は
正
食
を
や

っ
て
き
て

生
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
体
得
で
き
た
時
に

自
分
が
上
向
き
に
回
復
し
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
物
事
に
感
謝
で
き
る
、
感
謝
し
な
け
れ
ば

い
け
な

い
、
自
分
は
こ
ん
な
に
悪

い
人
間
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
こ
う

い
う
反
応
を
起
こ
す
く
ら
い

「業
」
が
あ
る
が
、
そ
の

「業
」

を
乗
り
切

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
人
間
な

の
に
、
回
り
の
人
は
私
を
助
け
る
た
め
に

一
生
懸
命
に
や

っ

て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。

自
分
は
そ
う
や

っ
て
、
倒
れ
て
し
ま

っ
た
ん
で
す
が
、
当

の
お
じ
い
さ
ん
は
、
「
お
か
ゆ
に
す
る
？
　
ず
」
飯
に
す
る
？
」

と
聞
く
と
、
　
コ
」
飯
で
い
い
よ
」
と
言

っ
て
食
べ
て
、
そ
の

上
、
ど
ん
ぶ
り

一
杯
の
う
ど
ん
を
食
べ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ

が
生
命
力
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
た
ら
私
の
生
命
力

は
、
た
わ

い
な
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
病
人
を
世
話
し
た

こ
と
で
、
こ
っ
ち
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
…
…
。

母
も

い
っ
し
ょ
に
父
の
世
話
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
が
、

毎
日
、
里
芋
の
皮
を
む
い
て
、
お
ろ
し
て
、　
一
日
四
回
、
体

の
四
カ
所
に
や
る
ん
で
す
。
明
治
生
ま
れ
の
人
の
生
命
力
で

す
ね
。

子
供
は
、
い
か
に
生
命
力
の
あ
る
よ
う
に
産
ん
で
、
そ
う

し
て
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ

れ
に
は
、
皆
さ
ん
が
元
気
に
働
く
こ
と
で
す
。
食
べ
る
量
に

関
係
な
く
、食
べ
た
ら
う
ん
と
動
く
こ
と
で
す
。
そ
う
し
て
、

い
い
子
供
、
生
命
力
の
あ
る
子
供
を
作
ら
な
い
と
、
こ
れ
か

ら
は
大
変
で
す
。

私
は
、
か
ろ
う
じ
て
生
命
力
が
も
ち
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

本
当
に
、玄
米
を
や

っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
生
身
で
す
か
ら
、

無
理
を
す
れ
ば
倒
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
人
に
は

弱

い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
や
は
り
自
分
で
自

党
し
て
、

い
た
わ
り
な
が
ら
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
時
、
病
気
を
し
て
か
ら
、
こ
う
い
う
こ

と
を
覚
え
ま
し
た
。
い
く
ら
健
康
で
あ

っ
て
も
、
何
か
を
子

供
や
主
人
に
や

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
は
、

た
ま
に
仮
病
を
使

っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

（笑

い
）
本
当
に
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
や

っ

て
く
れ
な

い
ん
で
す
よ
。
私
が
何
で
も
や
る
も
ん
だ
と
思

っ

て
い
る
か
ら
…
…
。
で
も
、
本
当
に
健
康
だ

っ
た
ら
仮
病
も

使
え
な
い
ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
な
と
思

っ
た
ら
、

オ
ー
バ
ー
に
表
現
す
る
ん
で
す
。

（笑
い
）
そ
う
い
う
こ
と

を
覚
え
ま
し
た
。

真
剣
に
入
門
を

誰
で
も
最
初
か
ら
お
お
ら
か
に
、
玄
米
を
ほ
ど
ほ
ど
に
や

っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
最
初
か
ら
い
い
か
げ
ん
に
や
っ
た

ら
玄
米
食
は
続
か
な
い
ん
で
す
。
最
初
入
る
時
は
、
意
識
を

自
分
で
切
り
換
え
た
ら
、
は
っ
き
り
と
切
り
換
え
て
み
る
こ
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と
で
す
。
玄
米
と
い
う
も
の
が
ど
う

い
う
も
の
か
自
分
の
体

で
知

っ
て
、
そ
し
て
、
自
分
が
玄
米
を
食
べ
る
こ
と
が
、
回

り
と
の
か
か
わ
り
を
ど
う
変
化
さ
せ
る
の
か
。
自
分
が
ど
う

孤
立
す
る
の
か
。
そ
の
孤
立
に
対
し
て
自
分
が
ど
う
対
応
出

来
る
の
か
。
ま
た
、
自
分
の
知
恵
で
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
も
、
や
は
り
玄
米
を
や

っ
て
い
く
上
で
、
次
に
は
自
分
の
子
供
が
育

っ
て
、
そ
の
子

た
ち
が
回
り
と
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
自
分
が
体
験
さ
せ
ら
れ
る
、
と
い
う

こ
と
が
今
、
分
か

っ
た
ん
で
す
。

私
は
、
家
の
子
供
な
ん
か
最
初
か
ら
玄
米
正
食
を
さ
せ
ら

れ
て
、
と
い
う
か
、
さ
せ
て
も
ら

っ
て
、
私
が
育

っ
た
時
と

は
違

っ
た
育
て
ら
れ
方
を
し
て
い
る
か
ら
幸
せ
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
。
こ
の
子
た
ち
は
苦
労
な
く
い
け
る
だ
ろ

う
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
当
の
子
供
た
ち
に

し
て
み
る
と
、
そ
う
で
は
な

い
ん
で
す
。
子
供
は
子
供
で
、

み
ん
な
と
違
う
、
と
い
う
こ
と
で
苦
労
し
て
い
る
ん
で
す
。

自
分
が
う
ま
く
育
て
て
も
ら

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
み
ん
な

と
違
う
と
い
う
落
差
を
持

っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
私

た
ち
が
持

っ
た
問
題
と
違

っ
て
、
子
供
な
り
の
問
題
を
持

っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
親
は
や
は
り
理
解
し
な

け
れ
ば

い
け
な

い
よ
う
で
す
。

子
供
の
生
活
の
広
が
り

今
朝
、
子
供
が
言

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
た
と
え
ば
、
家

で
は
子
供
の
意
志
を
強
く
さ
せ
よ
う
と
思

っ
て
、
お
小
遣

い

を

一
切
与
え
な
い
で
自
分
た
ち
で
稼
が
せ
て
や

っ
て
き
た
ん

で
す
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
け
ば
良

い
方
に
い
く
け
れ
ど
も
、

そ
れ
が
逆
に
度
が
過
ぎ
る
と
反
対
の
方
向
に
行

っ
て
、
人
間

的
に
い
こ
じ
に
な

っ
た
り
、
悪

い
道
の
方
向
、
お
金
だ
け
に

執
着
す
る
人
間
に
な

っ
た
り
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
兼

ね
合

い
が
難
し
い
ん
だ
よ
ね
、
と
い
う
こ
と
を
今
朝
言

っ
て

い
た
ん
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
で
は
、
子
供
に
お
小
遣

い
を

一
銭
む
与
え
な

い
で
や

っ
て
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
新

聞
配
達
を
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
小

遣

い
を
か
せ
い
で
き
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
か
せ

ぐ
と
い
う
の
は
限
界
が
あ
る
わ
け
で
、
自
由
に
お
金
が
使
え

な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
人
生
に
広
が
り
が
な
か

っ
た
、
と

い
う
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
、
定
期
的
に
お
金
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
と
は
別

に
、
あ
る
時
に
は
お
金
を
使

っ
て
ぜ

い
た
く
な
遊
び
も
さ
せ

て
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
か

っ
た
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
も

考
え
る
ん
で
す
。
今
、
子
供
た
ち
が
大
き
く
な

っ
て
見
て
み

る
と
、
本
当
に
遊
び
を
知
ら
な

い
ん
で
す
。
そ
れ
が
人
生
に

広
が
り
を
持
て
な

い
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
間
は
三
男
坊
も
来
ま
し
て
、
こ
れ
は
大
学
で
落
語
部

に
入

っ
た
り
し
た
せ
い
か
、
少
し
軟
化
し
過
ぎ
た
か
な
と
思

う
く
ら
い
広
が
り
を
持

っ
て
や

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
子
供
自

身
で
、
そ
う

い
う
方
向
づ
け
を
し
て
や

っ
て
い
っ
て
く
れ
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
…
…
。

た
だ
、
前
に
も
言

い
ま
し
た
が
、
長
男
が
育

っ
て
き
た
時

代
と
、
今
の
末
の
子
の
時
代
と
で
は
、
時
代
が
変
わ

っ
て
き

て
い
る
の
で
、
同
じ
よ
う
に
育
て
て
き
た
つ
も
り
で
も
、
受

け
と
め
方
が
違
う
。
だ
か
ら
、
上
の
子
供
た
ち
の
時
代
だ

っ

た
ら
、
厳
し
く
す
る
こ
と
が
バ
ネ
に
な

っ
て
、
自
分
た
ち
自

身
で
意
識
的
に
変
が

っ
て
き
て
く
れ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
今

の
こ
の
飽
食
の
社
会
情
況
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
育

っ
て
い
く

子
供
た
ち
を
、
無
理
に
お
小
遣

い
を
全
く
与
え
な

い
と
い
う

よ
う
に
厳
し
く
し
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
い
と
い
う
こ
と
も

頭
に
入
れ
て
お
き
た

い
、
と
思
う
ん
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
上
の
子
供
た
ち
の
育
て
方
と
比
べ
る
と
、

下
の
子
供
た
ち
の
方
は
、
ど
う
し
て
も
甘
く
な
り
ま
す
。
社

会
の
そ
う
し
た
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
く
と
、
ど
う
し
て
も

甘
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
時
代
の
流
れ
だ
と
思
い

ま
す
。
上
の
子
供
た
ち
の
こ
ろ
は
、
自
分
は
み
ん
な
と
違
う

ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
厳
し
く
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
反
転

し
て
が
ん
ば

っ
て
こ
れ
た
。
し
か
し
、
甘
さ
の
あ
る
下
の
子

供
た
ち
だ
と
、
厳
し
く
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
反
転
で
き
な
い

の
か
も
知
れ
な
い
。
無
理
に
厳
し
く
や

っ
て
い
っ
た
ら
、
ど

こ
か
へ
行

っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
も
考

え
る
ん
で
す
。

自
分
に
納
得
し
て

だ
か
ら
、
桜
沢
先
生
が
言

っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
無
双
原
理

の
育
児
法
が
、
今
の
時
代
に
全
部
適
応
で
き
る
か
と
い
フ
と
、

そ
う

い
う
も
の
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
鵜
呑
み
に
せ
ず
に
現
代

の
事
情
を
考
慮
し
て
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
じ

ゃ
な

い
か
な
、
と
思
う
ん
で
す
。

子
育
て
を
し
て
い
く
時
に
は
、
そ
れ
が
子
供
の
将
来
に
プ

ラ
ス
に
な
る
の
か
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
も
、
親
の
判
断
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
正
し
い
と
は
限
ら
な
い

と
思

い
ま
す
。
毎
日
毎
日
、
親
も
変
わ

っ
て
行
き
ま
す
。
曲

が
り
な
り
に
も
玄
米
を
食
べ
て
い
る
と
、　
一
日

一
日
、
判
断

も
成
長
し
て
、
十
年
前
の
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
う

し
て
あ
ん
な
こ
と
を
や

っ
た
の
か
な
と
思
う
し
、
二
十
年
前

だ
と
、
も

っ
と
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
十
年
前
の
自
分
は
自
分
で
あ
る
し
、
二
十
年
前

の
自
分
も
自
分
で
あ
る
し
、
今
の
自
分
も
自
分
で
あ
る
ん
で
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す
。
だ
か
ら
、
私
は
玄
米
を
や

っ
て
い
て
、
自
分
と
い
う
も

の
を
卑
下
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
を
見

つ
め
な
が
ら
自

分
と
上
手
に
つ
き
合

い
な
が
ら
、
自
分
に
忠
実
に
生
き
る
以

外
に
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
、
私
が

い

ち
ば
ん
よ
く
言
う
言
葉
は
、

「自
分
に
納
得
し
て
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
あ

っ
て
も
自
分
が
納
得
し
て
出

し
た
答
え
な
ら
、
そ
れ
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
自
分
の
気
持
ち
の
中
に
少
し
で
も
、
あ
あ
い
う
こ
と
を

言
わ
れ
た
か
ら
、
あ
の
先
生
が
あ
あ
言

っ
て
い
る
か
ら
こ
う

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
自
分
の
決
断
を
決

め
て
い
る
と
、
ど
こ
か
で
矛
盾
を
感
じ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
、
と
思
う
ん
で
す
。

何
か
結
論
を
出
す
時
に
は
、
と
こ
と
ん
自
分
で
考
え
て
み

る
と
い
う
ク
セ
を

つ
け
て
ほ
し
，い
ん
で
す
。
習
慣
づ
け
を
し

て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
、
あ
る
程
度
、
こ
こ
で
、
と
い
う
ふ
ん

ぎ
り
を

つ
け
た
ら
、
そ
こ
で
割
り
切
る
と
い
う

一
つ
の
生
き

方
が
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
い
つ
ま
で
も
、
ふ
ん
ぎ
り
を

つ
け
る
前
の
こ
と
を
持
ち
越
さ
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
も

一
つ
の
生
き
方
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
人
々
に
教
え
ら
れ

今
、
私
は
、
そ
う

い
う
こ
と
を
過
去
を
反
省
し
な
が
ら
お

話
し
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
で
は
、
そ
う
い
う
人
生
観
が

正
食
だ
け
で
出
来
て
き
た
の
か
、
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な

い
ん
で
す
ね
。
と
い
う
の
は
、
正
食
だ
け
に
こ
だ
わ

っ
て
や

っ
て
き
た
人
生
と
い
う
の
は
、
そ
こ
ま
で
持

っ
て
い
っ
て
く

れ
な
か

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

正
食
を
や
れ
ば
、
よ
り
幸
せ
に
な
る
、
自
分
で
は
幸
せ
に

な
る
た
め
の
努
力
を
し
な
い
で
、
幸
せ
に
な
る
ん
だ
、
と
い

う
、
あ
る
程
度
、
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
方
が

潜
在
的
に
あ

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
の
不

幸
せ
は
、
自
分
が
正
食
を
き
ち
ん
と
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

以
外
に
、
夫
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
自
分
に
対
応
し
て
く
れ
な

い
か
ら
だ
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
、
自
分
の
、
女
の
さ
が
が

い
や
に
な

っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
。だ

か
ら
、
自
己
反
省
を
す
る
前
に
、
ま
ず
、
そ
う

い
う
状

況
に
不
満
を
覚
え
、
そ
う

い
う
状
況
を
作

っ
て
く
れ
な

い
夫

に
不
満
を
持
ち
、
そ
う

い
う
ふ
う
に
育

っ
て
こ
な
い
子
供
た

ち
に
対
し
て
不
満
を
持

っ
て
、
自
分
が
そ
う
育
て
て
い
な
が

ら
も
、
理
想
の
子
供
に
育
て
え
な
か

っ
た
責
任
の
半
分
を
夫

に
お
し
つ
け
て
、
私
は

一
生
懸
命
や

っ
た
の
に
、
夫
が
や

っ

て
く
れ
な
か

っ
た
か
ら
、
そ
う

い
う
子
供
が
出
来
た
じ
ゃ
な

い
か
、
と
い
う
よ
う
な
不
満
、
や
は
り
正
食
を
や

っ
て
い
て

も
ふ
っ
き
れ
な
い
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。

で
も
、
正
食
の
世
界
に
だ
け
い
る
こ
と
が
、
自
分
の
生
活

を
片
寄
ら
せ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
、
と
思

っ
て
、
地
域
の
活

動
に
出
て
、
今
度
は
地
域
の
人
た
ち
と
自
分
の
生
活
を
比
べ

て
み
た
ら
、

「正
食
」
と
い
う
こ
と
が
、
特
別
な
生
き
方
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
無
双
原
理
を
知

っ
た

と
い
う
こ
と
が
、
本
当
に
こ
の
世
の
中
で
最
高
の
事
を
知

っ

た
の
だ
か
ら
、
私
の
生
き
方
は
誰
に
も
負
け
な

い
生
き
方
じ

ゃ
な
い
か
な
、
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
地
域
に
出
て
み
た
ら
、
中
学
の
時
に
別
れ
て
、

申
し
訳
な

い
け
れ
ど
、
そ
の
こ
ろ
は
、
あ
の
人
は
将
来
、
ど

う
い
う
生
活
を
す
る
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
い
た
よ
う
な
人

が
、
確
か
に
し
ゃ
べ
る
こ
と
は
た
ど
た
ど
し

い
か
も
知
れ
な

い
け
れ
ど
、
内
容
は
、
あ
る
意
味
で
は
人
生
の
哲
学
を
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

と
い
う
こ
と
は
、
人
生
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
生
き
方

を
し
て
も
、
真
剣
に
生
き
て
い
け
ば
、
そ
こ
に
真
理
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
真
理
を

つ
か
め
ば
、
ど
ん
な
生
き
方
で
も
、
そ
れ

は
無
双
原
理
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、

と
思

い
ま
し
た
。

私
が
地
域
の
人
の
中
に
心
を
開
き
、
み
ん
な
の
中
に
心
を

開
い
た
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
あ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
何
言

っ
て
い
る
の
よ
、
邪
食
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
の
、

と
い
う
考
え
方
が
あ

っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
普
通
の
生
活

を
し
て
い
て
も
、
真
剣
勝
負
で
生
き
て
き
て
い
れ
ば
、
そ
の

中
に
真
理
を
見

つ
け
る
こ
と
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

で
も
、
そ
れ
は
、
私
が
無
双
原
理
と
い
う
も
の
を
持

っ
て

見
る
か
ら
、
そ
の
人
の
価
値
が
見
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

も
う

一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
地
域
は
農
家
が
多
く

て
、
商
売
で
生
き
て
い
る
人
が
少
な
い
。
土
と
親
し
ん
で
自
然

の
中
で
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
真
理
を
把
握
で
き
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

商
売
を
や

っ
て
い
る
人
で
も
、
そ
れ
に
徹
底
す
れ
ば
、
そ

れ
な
り
の
真
理
を

つ
か
む
と
思
う
ん
で
す
。
し
か
し
、
農
家

と
い
う
の
は
、
物
を
生
か
し
、
育
て
、
そ
れ
で
生
活
を
た
て

て
、
相
手
が
植
物
と
い
う
生
命
で
あ
る
だ
け
に
、
本
当
の
も

の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
私
は
、

あ
あ
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
な
あ
、
と
思

い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
私
の
取
り
組
み
が
、
私
を
地
域
の
中
で
生
か
し

て
く
れ
た
ん
で
す
。
正
食
の
中
で
は
、
私
な
り
主
人
に
対
し

て
、
「あ
な
た
の
や
り
方
を
や

っ
た
ら
、
い
い
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
よ
、
だ
か
ら
や
め
ま
す
」
と
言

っ
て
や
め
て
い
く

人
は

一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
。
黙

っ
て
去

っ
て
い
く
人
は
あ

っ

て
も
、
面
と
向
か

っ
て
言
う
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
は
正
食
の
意
義
と
い
う
面
は
見
て
い
る
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け
れ
ど
も
、
正
食
を
や

っ
て
い
て
、
指
導
し
て
い
る
、
そ
の

も
の
は
良
く
て
も
、
人
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
点
で
い
や
な

面
を
出
し
て
も
、
そ
れ
に
気
づ

い
て
も
、
言
葉
に
出
し
て
は

言

っ
て
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
地
域
で
は
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
。

「大
森
さ

ん
、
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
た

っ
て
古

い
古

い
」
と
か

「そ
ん

な
の
固

い
よ
」
と
か
、
「真

っ
正
面
か
ら
物
を
言

っ
た

っ
て
、

人
が

つ
い
て
く
る
も
の
で
す
か
、
も
う
少
し
お
色
気
を
入
れ

な
」
と
か
言

っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

私
は
比
較
的
、
物
事
を
パ
ッ
パ
と
言
う
も
の
で
す
か
ら
、

み
ん
な
が
怖
が

っ
て
し
ま
う
と
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
う

い
う

こ
と
も
ボ
ン
ボ
ン
言

っ
て
く
れ
た
の
も
地
域
で
あ

っ
て
、
正

食
の
仲
間
は
、
そ
う

い
う
こ
と
を
言

っ
て
く
れ
な
い
ん
で
す

よ
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
今
、
み
ん
な
と
、
少
し
違
和
感
が

な
く
か
か
わ
り
を
持
て
る
ん
で
す
。

自
分
を
確
立
し
て

た
だ
、
一
つ
言

っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
自
分
の
考
え
方
が

確
立
し
な

い
う
ち
に
地
域
に
出
た
ら
、
地
域
の
流
れ
の
中
に

翻
弄
さ
れ
て
し
ま
う
と
思
う
ん
で
す
。
私
は
、
あ
る
程
度
、

自
分
と
い
う
も
の
を
確
立
し
て
か
ら
地
域
に
出
た
か
ら
、
そ

れ
だ
け
の
も
の
を
吸
収
で
き
た
し
、
ま
た
、
地
域
の
方
も
私

を
認
め
て
く
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。

よ
く
、
玄
米
を
食
べ
て
多
少
良
く
な
る
と
、
お
弁
当
を
作

っ

て
、

「
さ
あ
食
べ
な
さ
い
、
食
べ
な
さ
い
」
と
い
っ
て
歩
く

人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時
は
、
ま
だ
本
物
で
は

な
い
か
ら
、
相
手
は
不
安
が

っ
て
受
け
と
め
て
く
れ
な
い
わ

け
で
す
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
、
こ
ち
ら
が
確
立
す
る
と
、

向
こ
う
か
ら

「あ
あ
、
玄
米

っ
て
い
い
ん
で
す

っ
て
ね
」
と

声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。

そ
う
な

っ
た
ら
自
分
が
本
物
だ
、
と
い
う
判
断
を
し
て
下

さ
い
。
み
ん
な
が
見
向
き
も
し
て
く
れ
な
い
時
は
、
自
分
が

本
物
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
そ
う

い
う
時
の
自
分
の
判
断
と
い

う
の
は
、
ま
だ
本
物
で
は
な
い
し
、
体
も
ま
だ
玄
米
正
食
に

出
来
上
が

っ
て
い
な
い
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
頭
に
入
れ
て

お
く
と
腹
も
立
た
な

い
わ
け
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
、

「な
ん
で
こ
ん
な
に
い
い
こ
と
を
言

っ
て

あ
げ
て
い
る
の
に
聞

い
て
く
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
」
と
、
昔
の

親
友
を
疑

い
た
く
な

っ
て
も
、
相
手
の
方
は
逆
に
、

「あ
の

人
、
あ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
い
て
も
、
今
に
病
気
を
し
な
け

れ
ば
い
い
の
に
」
と
、
か
え

っ
て
私
の
方
を
心
配
し
て
く
れ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
相
手
の
立
場

に
立

っ
て
考
え
る
、
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
相
手
が
玄
米
を
や

っ
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、

親
身
に
な

っ
て
考
え
て
く
れ
る
友
だ
ち
の
言
う
こ
と
は
真
剣

に
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

「確
か
に

あ
な
た
の
考
え
は
分
か
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
今
、
私
は
こ
う

い
う
こ
と
で
徹
底
し
て
や
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
も
う
少
し

わ
が
ま
ま
を
や
ら
せ
て
み
て
よ
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
で

す
ね
。
そ
れ
を
、

「あ
な
た
、
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
て
も
、

そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
」
と
言

っ
て
し
ま
っ
た
ら
お
し
ま
い

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
勉
強
し
ま
し
た
。

私
の

「玄
米
」
と
の
出
会
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
真
剣
勝
負
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
、
と
い
う
体
験
を
し
て
、

自
分
自
身
が
正
食
と
い
フ
も
の
に
生
理
的
に
変
わ
っ
て
き
た
。

同
時
に
心
理
的
に
も
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
、
少
し
ず
つ

人
様
の
お
世
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
人

に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
体
験
を
積
ん
で
い
る
、
そ
の
体
験
を
通
じ
て

私
は
教
わ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
教
わ
る
こ
と
の
中
で
、
や
は

り
指
導
的
立
場
と
教
わ
る
立
場
が
あ
る
ん
だ
、
と
い
う
勉
強

を
し
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
き
た
ん
で
す
。

そ
の
う
ち
に
、
あ
え
て
無
双
原
理
の
立
場
か
ら
と
い
っ
て

考
え
な
く
て
も
、
言
う
こ
と
が
無
双
原
理
か
ら
そ
う
は
ず
れ

な
く
な

っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
の
は
回
は
ば

っ
た
い

で
す
が
、
何
か
言
う
の
に
あ
ん
ま
り
間
違

っ
た
こ
と
を
言
わ

な
く
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
電
話
で

正
食
の
相
談
が
か
か

っ
て
き
て
、
主
人
が

い
な
い
時
に
、
ど

う
し
て
も
返
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
、
そ
れ
を
メ
モ
し

て
お
く
と
、
あ
と
で

一
つ
く
ら
い
違

っ
て
い
て
叱
ら
れ
る
こ

と
が
多
か

っ
た
ん
で
す
。　
一
生
懸
命
考
え
て
答
え
る
ん
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
反
対
に
言

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

っ
た
ん

で
す
。
し
か
し
、
フ」
の
ご
ろ
は
、
ま
あ
ま
あ
叱
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
初
め
の
こ
ろ
は
電
話
が
鳴
る
の
が
怖
か

っ

た
ん
で
す
が
、
最
近
は
、
子
供
の
こ
と
な
ん
か
で
主
人
が
あ

ん
ま
り
き
つ
く
言

っ
て
い
る
の
を
そ
ば
で
聞

い
て
い
る
と
、

私
が
電
話
を
代
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
余
裕

を
も

っ
て
楽
し
く
や

っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
何
事
も
勉
強
の
時
代
と
い
う
も
の
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
は
こ
う
し
て
多
少
い
た
だ
け
る
時
代
で
す
け
れ

ど
も
、
初
め
の
こ
ろ
は
、
む
し
ろ
材
料
を
持
ち
込
ん
で
お
世

話
し
た
時
代
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
本
当
だ
ろ
う
な
、
と

思
う
ん
で
す
。
勉
強
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
う
ち
に
お
金
な

ん
か
取
れ
る
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。

あ
る
程
度
、
お
話
す
る
こ
と
が
皆
さ
ん
の
役
に
立

つ
よ
う

に
な

っ
て
、初
め
て
生
か
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
な
、

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
正
し
い
こ
と
を
や

っ
て
い
る
の
に
、

ま
だ
ま
だ
自
分
に
還
元
さ
れ
て
こ
な
い
、
と
い
う
の
は
、
勉
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強
し
て
い
る
時
代
だ
な
、
と
思

っ
て
く
だ
さ
い
。
多
少
お
礼

が
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
そ
れ
は
、
下
手
に
へ
り

下
る
ん
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う
立
場
に
自
分
が
置
か
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
ん
だ
な
、
と
思

っ
て
、
も
う

一
歩
勉
強
し
な

け
れ
ば

い
け
な

い
な
、
と
考
え
る

一
つ
の
目
安
に
す
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

自
分
を
全
部
ぶ
つ
け
て

子
育
て
の
こ
と
で
す
が
、　
一
生
懸
命
に
育
て
て
い
き
ま
す

け
れ
ど
も
、
親
が
考
え
た
の
と
同
じ
よ
う
に
子
供
は
受
け
と

め
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
反
対
に
受
け
と
め
て
い
る
場
合
も

あ
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
親
に
た
い
し
て
悪
意
や
反
発
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
確
か
に
い
い
な
あ
と
思

い
つ

つ
も
、
そ
の
中
に

一
部
分
は
、
こ
う
し
て
く
れ
た
ら
も

っ
と

幸
せ
だ

っ
た
ろ
う
な
あ
、
と
思
う
こ
と
が
あ

っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
兼
ね
合

い
は
大
変
難
し

く
て
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
る
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
ゆ
る
め
過

ぎ
て
し
ま
う
し
、
少
し
厳
し
く
し
よ
う
と
思
う
こ
と
が
厳
し

く
し
過
ぎ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

厳
し
く
し
過
ぎ
て
困
る
こ
と
よ
り
も
、
ゆ
る
め
過
ぎ
て
締

め
よ
う
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
、
私
が
体
験
し
て

い
ま
す
。
…
…
自
分
が
子
育
て
を
し
て
き
て
思
う
こ
と
は
、

子
育
て
は
や
は
り
若

い
う
ち
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
若

い
う
ち
は
、
相
手
の
都
合
を
考
え
て
い

る
余
裕
も
、
経
済
的
な
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
し

て
も
子
供
に
対
し
て
も
厳
し
く
な
り
ま
す
。
正
食
で
厳
し
く

ま
じ
め
に
や
ら
な
け
れ
ば
食

っ
て
い
け
な

い
わ
け
で
す
。
私

の
家
で
も
味
噌

一
つ
買
え
な

い
時
代
が
あ
り
ま
し
た
し
、
家

中
さ
が
し
て
も
十
円
玉

一
つ
出
て
こ
な
か

っ
た
と
い
う
時
も

あ
り
ま
し
た
。

お
金
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
生
活
を
締
め
て
や

り
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
正
食
を
し
て
い
る
者
は
、

お
ご

っ
た
生
活
を
す
れ
ば
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
体
験
を
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
お
ご

っ
た
生
活
を
し
て
い
る

時
は
、
何
か
、
そ
こ
ま
で
な
れ
た
と
い
う
よ
う
な
安
堵
感
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
し
か
し
、
そ
う

い
う
時
で
も
、

何
か
ガ
ク
ッ
と
す
る
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
、
あ
あ
私
は
少

し
お
ご
り
過
ぎ
た
な
、
と
い
う
こ
と
を
反
省
さ
せ
ら
れ
る
ん

で
す
。
そ
れ
が
病
気
で
あ
る
と
か
、
人
と
の
対
応
で
あ
る
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
こ
で
、

「陰
あ
れ
ば
陽
、
陽
あ
れ
ば
陰
」

「陰
を
転
じ

て
陽
、
陽
を
転
じ
て
陰
」
と
い
う
無
双
原
理
も
、
自
分
の
体

験
を
通
じ
て
、
初
め
て
分
か
る
こ
と
で
す
。
う
ん
と
理
屈
が

分
か

っ
た
か
ら
、

い
い
子
が
育

つ
わ
け
で
も
な

い
し
、
状
況

が
全
部
か
な
え
ら
れ
た
か
ら
、
い
い
子
が
育

つ
わ
け
で
は
な

い
ん
で
す
。
今
、
与
え
ら
れ
て
い
る
自
分
の
状
況
が
最
高
の

状
況
だ
と
し
て
、
今
の
自
分
を
全
部
ぶ
つ
け
て
い
け
ば
、
そ

こ
で
お
の
ず
か
ら
解
決
方
法
が
出
て
く
る
し
、
自
分
の
生
き

方
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
体
験
し
ま
し
た
。（拍

手
）

〔連
載
終
〕

■
２５
ぺ
‐
ジ
中
段
６
行
目
に
あ
る
、
本
誌
１
９
７
７
年
１
月

号
は
品
切
れ
で
す
。
そ
の

『霊
と
の
対
決
』
な
ど
各
種
収
録

し
た
再
掲
特
集
号
を
準
備
中
で
す
か
ら
少
々
お
待
ち
願

い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
部
）

半断食“宿便とり"

熱海温泉道場
大森英桜、牧内泰道先生直接指導・……海砂もぐり、森林浴、温泉に、自然の中の広大なる “気

が一杯"の総桧造 りのスバラシイ道場で、経験あるベテランスタッフでの親身な奉仕で “人
生もう一度飛び出そう"し てみませんか。
●道場をやりたい人・指導者・ 養成 自立コース……合宿と通信研修含む全 3カ 月 22万円
●まず毎月1～ 8日 の研修合宿に来て下さい。

体質改善と人材育成の

財団法人 修学協会
①温 泉 道 場 〒413  熱海市伊豆山1“2●∞57“0)2101
②東丸通勤合宿道場 〒164  中野区本町4-12●03(38315551
③京都長期自然体道場 〒60103 京都府北桑田部京北町大野

問合せ先及び面接指導は 8 03(383)555■ 東京本部道場ヘ
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全
画
伯
が
肖
像
画
を

●
完
成
後
振

込
み

●
分
割
支
払

い
可

こ
の
た
び
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
古
い
お
仲
間
で
あ
り
高
名

な
画
家
の
全
和
凰
氏
が

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
発
展

基
金
」
の
設
立
を
申
し
出
ら
れ
、
ご
希
望
の
方
に
肖
像
画
を

描
い
て
下
さ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、　
一
期

一
会
の
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
画
伯
は
、
日
本
画
壇
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、

一
号
１０
万
円
は
す
る
と
こ
ろ
を
、
特
に
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
会

員
の
皆
様
に
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
発
展
の
た
め

に
六
号
大
の
肖
像
画
を
、
２５
万
円
で
描
い
て
下
さ
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
顔
の
よ
く
写

っ
た
カ
ラ
ー
ま
た
は
自
黒

写
真
を

「
〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
Ｈ
１
５
　
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
　
肖
像
画
係
」
あ
て

一
、
二
枚
、
お
送
り
下
さ
い
。

絵
は
完
成
後
、
額
に
入
れ
て
お
送
り
し
ま
す
。
お
気
に
入
り

ま
し
た
ら
結
構
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
画
料
は
い
り

ま
せ
ん
の
で
返
却
願
い
ま
す
。
画
料
は
分
割
納
入
で
も
よ
ろ

し
い
の
で
、
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

肖
像
は
、
ご
本
人
ま
た
は
ご
両
親
な
ど
、
ご
希
望
の
方
で

結
構
で
す
。

昭
和
６３
年
２
月
１３
日

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

●
な
お
、
画
伯
か
ら
次
の
よ
う
な
ご
挨
拶
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

◇

　

　

　

　

◇

　

　

　

　

◇

今
か
ら
五
年
前
、
士
′じ、賀
県
の
マ
キ
ノ
町
に
画
室
を
持

っ
て
、

思
索
と
作
画
の
生
活
を
し
て
い
た
時
、
齢
七
十
四
で
男
児
、

維
摩
を
さ
ず
か
り
、
私
の
新
し
い
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
、
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
日
記
を
読
ん
で
、

人
生
は

一
度
生
ま
れ
て
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
よ
う
に
永
遠
に
生
き

る
人
も
あ
る
が
、
永
遠
に
消
え
て
、
あ
と
か
た
も
な
い
人
生

も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
、
人
生
の
無
情
を

身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
産
ん
だ
両

親
は
、
女
の
子
二
人
を
合
め
て
十
二
人
の
子
供
を
産
ん
だ
が
、

両
親
が
ど
う

い
う
顔
の
人
で
あ

っ
た
か
、
永
遠
に
消
え
て
な

い
の
だ
。

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は
自
画
像
の
デ
ッ
サ
ン
が
残

っ
て
い
る
の
で

わ
れ
わ
れ
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
身
近
な
人
の
よ
う
に
感
ず
る
こ

と
が
出
来
、
ま
た
、
彼
が
描

い
た
傑
作

「
モ
ナ
リ
ザ
」
は
、

あ
ぎ
や
か
な
色
彩
で
ル
ー
ブ
ル
博
物
館
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

写
真
は
四
十
年
で
黄
色
に
な
り
、
六
十
年
で
消
え
て
行
く
の

で
、
墨
の
画
か
油
絵
で
描

い
て
な
け
れ
ば
、
百
年
後
、
二
百

年
後
に
は
、
肖
像
と
し
て
の
影
像
は
何
も
残
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。

ふ
と
、
日
本
の
宗
教
家
と
し
て
最
高
に
尊
敬
す
る
山
田
無

文
老
師
や
、
政
治
家
と
し
て
の
長
老
で
あ
る
福
田
赳
夫
氏
と

か
財
界
の
第

一
人
者
で
あ
る
堤
義
明
氏
な
ど
は
、
油
絵
で
肖

像
画
を
描
い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
っ
た
。

私
は
二
歳
に
な
る
維
摩
が
私
に
無
言
で

「パ
パ
が
描
い
た
ら

い
い
」
と
い
っ
て
い
る
さ
さ
や
き
を
心
に
感
じ
、
二
人
様
に

手
紙
を
差
上
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
山
田
無
文
老
師
を
描
か
せ
て
頂
き
、
福
田
赳
夫
様

か
ら
は
三
枚
の
写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
堤
様
か
ら

は
返
信
が
な
い
の
で
、
ご
縁
が
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
元
タ
レ
ン
ト
で
入
山
し
た
小
笠
原
英
法
尼
か
ら
、
堤

社
長
が
海
外
か
ら
帰
ら
れ
、
あ
な
た
を
探
し
て
い
る
と
知
ら

さ
れ
、
さ
っ
そ
く
上
京
し
て
、
厳
父
康
次
郎
様
の
写
真
を
あ

ず
か
り
、
画
料
も
過
分
に
頂
き
ま
し
た
が
、
今
の
心
境
と
し

て
は
、
そ
う
い
う
高
名
な
方
々
よ
り
、
お
互
い
心
の
通
じ
あ

う
、
こ
の
地
上
で
生
を
共
に
し
た
お
仲
間
の
方
々
を
五
百
年

も
千
年
も
残
る
よ
う
描
か
せ
て
頂
く
こ
と
が
私
の
願
い
で
あ

り
、
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
桜
沢
先
生
の
祝
賀
会
に
出
席
し
、
里
真
先
生
の
肖

像
画
を
差
上
げ
ま
し
た
が
、
八
十
に
手
の
届
く
こ
の
齢
で
す

が
、
こ
れ
も
桜
沢
如

一
先
生
御
夫
妻
の
お
か
げ
さ
ま
と
思
い
、

そ
の
御
恩
返
し
に
な
れ
ば
と
、
あ
え
て
申
出
た
の
で
あ
り
ま

す
。
昭
和
六
十
二
年
二
月
吉
日全
　
　
和
　
凰
　
　
合
掌

●
全
画
伯
の
描
か
れ
た
里
真
先
生
の
肖
像
画
は
日
本
Ｃ
Ｉ
協

会
本
部
に
飾

っ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
市
山
科
九
条
山

駅
前
に
は
全
和
凰
美
術
館
が
あ
り
、
京
都
市
立
美
術
館
、
宇

都
宮
県
立
美
術
館
に
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲全和E画伯
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農
園
ξ

荘
地
分
譲
（

完
全
無
農
薬
の
別
天
地

（
地
震
災
害
の
少
な
い
）

○
○
坪

○
○
坪

裂農め矢の沢温泉
劇ヒ 園  概要 矢の沢ファミリークラブは、所有地

約 300ヘ クタール (約 100万坪)の大

自然の中に昭和47年度 より日本一の

長寿村建設を目指 して無農薬による

食糧品の生産をはじめとする独特の

リゾー ト造りを進めております。

現在の会員数は自然を愛する人達の

みで約 230人に達 しております。

山形県東置賜郡川西町大字玉庭長者

ツ民6550

米沢駅より車で30分

羽前小松駅より18分

電話、電気、水道、テニスコート

管理ハウス (食堂、宿泊施設)農園

ぐ  長〉
1.ミ ニ山岳登山コースあり 標高 600m
の頂上には、見晴台と芝生庭園造成中

2.自 然を大切にし、理解 し、自然の恩恵

を享受出来る人達のみの保養地です。

3.5∞家族の限定分譲、国土法による大規

模開発に関する山形県別荘分譲許可第

1号  山形県川西町公認の唯一の高原
保養地です。

価 い合せ先〉

開設言己念セール

4.水バショウ、カタクリ、ヒメシャガな

どの高山植物保護区域

5.汚染された水が一滴も入らない安全な

丘陵地帯です。

6.農園を持つことが出来ます。
7 オーサワジャパンの指定農場 (水田2.5
ヘクタール)あ り

現在規模拡大中です。

8.500家族全員が自給自足出来る農場造

りと無農薬による食料品の生産を行っ

ております。

9.供給先
オーサワジャパン榊=米、カボチャ

帥紀ノ国屋=じ ゅんさい曝詰

10.山菜、茸の宝庫です。会員の方なら自

由に採取出来ます。

11.各種スポーツ施設 (テ ニスコー ト、プ

ール)陶芸村などの施設を充実 し、また

研究所を開設 し、文化的、芸術的な限

りない人生のうるおいを求めていま九

12.温泉開設と同時に将来は温泉療法、温

室、園芸栽培 を考慮中です。

・
一一
“
〓
”
¨
中
）
よ
り
『
い
枷
¨
い
詢
董
』
膚
（
売
線
・
拠
衝
輔
盟
毎
素
泉
）
一＊

〒 999-03 山形県東置賜郡川西町大字玉庭3994   80238・ 48・ 2509
ダイヤモンド食品工業株式会社 矢の沢ファミリークラブ
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第
１２
回
ア
カ
シ
ヤ
ま

つ
り

●
石
原
結
実
医
博
の
講
演
、
立
食
パ
ー
テ
ィ

（
ア
カ
シ
ヤ
の
花
の
料
理
、
玄
米
食
料
理
、

ネ
パ
ー
ル
料
理
、
自
然
酒
）、
上
条
恒
彦
さ
ん

の
歌
、
獅
子
舞

い
な
ど
。
年
に

一
度
の
素
敵

な
出
会

い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
―

●
日
時
／
５
月
１５
日
（日
）午
後
３
時
～
６
時

●
会
費
／
１
万
円
　
●
会
場
／
ア
ウ
ラ
ホ
ー

ル
（京
工
線
聖
蹟
桜
ケ
丘
駅
ビ
ル
Ａ
館
６
Ｆ
）

●
主
催

・
申
込
み
／
ア
カ
シ
ヤ
健
康
友
の
会

（
〒
２０６
　
多
摩
市
関
戸
２
１
２３
‐
２‐

“̈　
〇
四
二三
・七
一
・二
九
七
八
）純植物性蛋自|:伝 統の純正食品

ビン入  1180,  V350‐
繊 入  1009 V3101

l■l純正食品マルシマ
〒 722 尾道市新浜1-621 80848・ 22・ 2506

美術 印刷 一般
製 造

販 売

1「U塵,客経覇にr_l飛た
代表取締役 野 ヶ 山 量 尉 知

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111
■E言舌  東京  (862) イt表  1  6  2  7 --  9  番

食べて、ほっそり、美しく。毎日のおかずからおもてなし料理ま

で、桜沢里真のおいしいマクロビオティック料理集大成 /

リマクッキング ビデオ 奎 5芭
〈各巻。お料理テキスト付〉 定価45,000円

食養の普及に、東西文化の融合に、世界を駆けた情熱の軌跡。

世界的自由人、桜沢如一(GO)の生涯を浮き彫りにする。

GOヒストリービデオ 全 1琶
桜沢女□一の思想と生涯 定価 18,000円

このビデオは、食養とG0
(桜沢如一)の思想によっ
て救われた私が、この時代

の人々に残す感謝の贈物で

す。

いまこそ、まさに、食養 (マ

クロビォティック)が必要
とされ、GOの思想が求め
られています。

桜沢里真 (88歳 )

取扱店 募 集 中 .4′

カタログ無料送付

リマプロジェクト東京事務所

〒155東京都世田谷区北沢4-32-26

丁EL 03(460)1238

リマプロジェクト大阪連絡所

〒540大阪市東区内淡路町2-6

小山ビル 丁EL 06(941)7506

リマ+G04巻セット価格 60,000円
15回分割払いあり (初回5200円 、以降4600円 )
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▲豪華カラー愛蔵版、付録に天然

酵母バン、コーフーの作り方。

桜沢里真著

マクロビオティック

料 理の決定版
●リマクッキング (3刷 )

定価/7,500円 (〒 350円 )

●マクロビオ鷺 ック料理
(普及版)

定価/2,500円 (〒 3∞円)

日本 Ci協会 振替/東京0-194125

インナークリニッ

クは超医学・ 自然

医学を応用 し、肉

体・心体・霊体の

根本浄化を図る世

界で初めてのクリ

ニックです。

■内容 /正食の実践、発汗による排毒、π (パ イ)科学療法、細胞活性法、浄
霊、浄魂、空間療法、食養・手当法・操体法などの講習

■ ドックの効果/宿便の除去、痩身、慢性症状の軽快、体質改善、ス トレス
の除去、精神の高揚

■毎月第 2月 曜日～土曜 日 参加費/5万 円 (食事代を含む)

インナークリエック 棄暑琴曇11li声 "

まヽ、もうひとつの日η単に考
赤穂の天 塩 二つの食卓用塩

”
ハ「
′
′

淡1味が′じヽがけ」,れ

ヤfけ やすくソフト

.ヽ、りかιナ用 淡味塩

東京都新宿区百人町 2丁目24番 9号  株 式 会 社  天 塩 〒 160 電話 03(371)1521代 表
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■
５
月
日
取
り
未
定

□
吉
成
知
江
子

回
小
川
自
然
食
品
店
●
８
〈ヤ
歯
人
こ
四

日
圏
目
Ⅲ
□
＝
日
□

⇔
外
人
さ
ん
と
楽
し
く
習
う
国
際
料
理

■
月
曜
夜
、
火
曜
昼

■
第
２
、
４
土
曜
夕
食
会

□
代
々
木
上
原
●
一
一下
買
千
２
奎

伊
藤
方

■
第
３
日
曜
９
時
～

□
小
川
み
ち

同
面
台
●
２
予
兵
予
夫
ｔ

■
毎
月
曜
昼
、
夜

□
田
中
愛
子

□
中
心
健
康
セ
ン
タ
ー
●
雪
丁
目
十
８
９

■
５
月
２５
日
１
時
と
６
時

同
再
宮
前
区
民
会
館

回
８
９
Ｔ
全
一Ｔ
〈
ｏ一あ

口
日
囲
目
園
□
円
□

■
第
２
、
４
月
曜
昼
夜

岡
横
浜
・港
南
区
●
ｏ里
人
里
占
六
８
湯
川
方

■
６
月
２５
日

（第
４
土
曜
）
２
時
～

□
粕
谷
紀
水

□
名
古
屋
、
カ
ジ
コ
ｌ
ａ
宝
予
突
千
菫
二

■
５
月
１
日

（第
１
日
曜
）

同
浮
津
宏
子

□
憂
知

・
小
牧
●
ｏ異
↑
共
二
菫
一

■
第
２
、
４
火
曜
午
後

（予
約
制
）

ロ
ジ
ー
不
ッ
タ
タ
紀
子

岡
百
蒲
線
矢
口
渡

「
マ
サ
チ
エ
ミ
」
●
２
Ｔ
姜
異

―
二四
四
五

ｏ
ヨ
ガ
、
潜
象
物
理
、
バ
ン
、刺
子
、新
整
体
な
ど

各
種
行
事
あ
り
。

目
日
囲
剛
口
闇
日
□

グ

ル
メ
料
理
術
入
門

■
５
月
８
日
、
６
月
１２
日
、
７
月
１０
日
　
１０
時
～

□
大

谷
ゆ
み
子

□
文
京
区
関
口
●
ｏ〒
云
十
貸
三

％

隆

屁

躙

■
５
月
１８
日

（第
３
水
曜
）
１０
時
～

岡
盛
岡
、
マ
ナ
自
然
食
８
２
突
共
一一共
邑
五

■
５
月
１５
日

（第

３
日
曜

）
Ｈ
時
～
１５
時

□
群
馬
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
　
セ

ン
タ
ー

□
●
２
七一ェ
一千
昌
合

東
北
正
食
協
会

・
月
例
会

■
５
月
２９
日
１
時
～

（最
後
の
日
曜
日
）

□
仙
台
　
食
事
処

「友
苑
」

回
●
Ξ

Ｉ
栗

二七
一

■
５
月
１４
日
～
１５
日

「四
つ
の
体
質
「
年
齢
別
　
男
女
別
」
な
ど

岡
耗
正
食
品
　
裕
恵
８
Ｒ
夭
上
千
量
里

固

闇

同

□

旧

旧

日

― ―

□

■
５
月
１２
日
、
５
月
２７
日
、
１０
時
３０
分
～

□
西
武
池
袋
線
　
稲
荷
山
公
園
Ｆ
中
、
稲
荷
山

公
園
回
８
８
元
ヤ
十
異
兄
　
松
永
光
世

固

園

日

旧

旧

園

円

― ―

□

３
歳
児
も
登
れ
ま
す

■
５
月
１５
日
Ю
時
３０
分
～

団
販
能
　
天
覧
山

回
●
８
元
ヤ
十
異
兄
　
松
永
光
世

曰
目
日
団
剛
団
閉
□

マ
ク

ロ
ピ
オ
テ
ィ

ッ
ク

・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

■
５
月
２‐
日
～
２３
日

□
橋
本
宙
八

ロ
パ
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
８
８
Ｔ
三
下
を
死

■

５
月
の
土
　
日
　
祝
＝

主
催
　
人
間
神
宮
社
聖
中

心
道
場
●
冒
占
十
甲

一七
九
七

グ
ル
メ
薬
膳
料
理
、
家
相
、

ョ
ガ
な
ど
も

同
薮
内
泰
道
、
Ｅ
・
シ
ナ
イ
ハ
ー
レ
ル

岡
修
学
協
会

・
中
野
道
場
●
ｏ〒
景
千
三
二

宿
泊
、
料
理
講
習
、
正
食
相
談
な
ど

□

〒
０
３
０
　
土
目
森
市
戸
山
字
赤
坂

２
６
８
１

１
７
７
　
●
望
毛
出

下
空
尭

音
楽
療
法
　
ヨ
ガ

（２
日
と
４
日
）

ロ
ア
‘
ア
ィ

・
ベ
ブ
ン

操
体
法

（３
日
）

□
渡
辺
栄
三

中
房
渓
谷
春
の
自
然
探
索

（１５
日
）

□
九
山
　
隆

回
８
星
（一一貫
一一王
一言

■
毎
週
本
曜
１９
時
～
２‐
時

回
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
４
分
日
暮
ビ
ル
５
Ｆ

回
蛯
子
耀
博
　
８
８
菫
共
十
三
空

■
５
月
８
日

集
合
　
浅
間
神
社
参
集
所
　
９
時

圃
●
２
日

二甲
〇丑
六

■
５
月
２６
日
１０
時
～

体
の
不
調
と
玄
米
食

□
水
戸
市
文
化
福
祉
会
館

日
●
ｏ元
予
昌
圭
凸
八

□
Ｈ
口
圏
国
固
囲
圏

■
５
月
Ю
日
７
時
～

□
小
川
茂
年

□
二
暉
８
８
一一千
五一二
ハ四全

桜 沢如一

桜 沢 如一

毎 日毎 日が

バースデー

1965年 11月 、誕生会でのGO先生の 90分×1本  ¥2600
入ったPU歌の数々。当日のお祝い       〒 240
の言葉。鮮明な録音です .′

健康とは、幸福とは? 無双原理の
ニ ュ ー ヨ ー ク 講 演  基本問題をNY在住の日本人に語つ

た連続講演30時間 !

蹴懸ご半
3囲

7巻 ¥21,000 〒 650

語る90° 軍淵桜 沢 如 一  判 断 力 の話 "分員酬 桜 沢如一 母 を
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01割 の しょうが卸 しと、芋 と同量の
小麦粉 を入 れる

(5/木綿の布に厚

くらいにのす

さ1.5セ ン

① 里芋 (白 )を 厚めに皮 をむく

④

よ
く
ま
せ

て
、
固
ね
り
、

耳
た
ぶ
く
ら

い
の
固
さ

に
す

る

● ヒニ

でお

-―ルなど通気性 の ない もの
おってはい け ない

Ｃ

し
ょ
う
が
シ
ッ
プ
し
た
あ
と

患
部
に
は
り
、
サ
ラ
シ
を
巻
く

患部の悪い毒を吸い出す

●
食
養
手
当
法
の
中
で
も
基
本
中
の
基

本
、

「里
芋
の
シ
ッ
プ
」
を
実
習
し
ま

し
ょ
う
。

用
意
す
る
も
の
／
里
芋

（患
部
の
大
き

さ
に
よ

っ
て
１
～
６
個
く
ら
い
）、
し
ょ

う
が

（少
々
）、
ウ
ド
ン
粉
、木
綿
の
布
、

シ
ッ
プ
を
固
定
す
る
た
め
の
三
角
巾
か

十
‘
フ
ンヽ
た卸

患
部
に
血
を
寄
せ
る
た
め
に
、
並
曰
通
、

し
ょ
う
が

シ

ッ
プ
を
し
て
皮
膚
が
赤
く

な

っ
た
と
こ
ろ

へ
、
こ
の
里
芋

の
シ

ッ

プ
を
し
ま
す
。
里
芋

の
含
ん
で
い
る
水

分
の
量
に
よ

っ
て
、
小
麦
粉
を
ま
ぜ
る

量
を
加
減
し
ま
す
。
小
麦
粉
は
効
力

に

は
関
係
な
く
、
た
だ
里
芋
の
お
ろ
し
た

も
の
が
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
目

的
で
す
。
里
芋
は
約
４
時
間
す
る
と
効

果
が
な
く
な

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
重
い

病
気
が
あ
る
場
合
は
、
ど
ん
ど
ん
替
え

ま
す
。
軽

い
場
合
は
夜
、
や
す
む
前
に

し
て
、鉤朝
は
が
す
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

驚
く
効
果
が
あ
り
ま
す
。
お
試
し
く
だ

さ
い
。

●
こ
の
図
の
入
っ
た

「正
食
医
学
の
救

急
手
当
」

（２６
セ
ン
チ
×
５０
セ
ン
チ
、

カ
ラ
ー
）
は
１
枚
２００
円

（送
料
１２０
円
）

で
す
。

まず、試してみようノ

-35-



く近畿地方〉 鶴島食品 〒747山 口県防府市南松崎町5480835220347 社長
マクロビオテイック① 〒606京都市左京区高野蓼原町77● 075・ 7   鶴島ツユ子 専務 原田昌―・弘美 純正食品、自然食品全国卸
11・ 4551弁 当(予約制 )、 正食品、書籍 山口健康生活センター 〒753山 口県山口市道場門前2丁目4228
京都自然食品センター 〒604京都市中京区河原町通り夷川東北角   0839・ 231842(本 部 a18397・ 2・ 3800)固 10～ 18困Э 各種相談
al175・ 221・ 7890、 231・ 0348[卵 ～18困◎祝 純正食品裕恵(やすえ)① 〒68924′鳥取県東伯郡東伯町八橋223
ヘルス伏見① 〒612京都市伏見区桃山町鍋島7国鉄桃山駅西50m   ●0858・ 52・ 2243井上裕恵困無 純正食品配達・発送、健康相談
8075・ 611f0337固 10～ 20E10純正食品、洗剤、無農薬野菜 愛燿純正食品センター0 〒790愛媛県松山市湯渡町1022●0899・
天粒マクロビオティックセンター 〒624舞鶴市サンモールマナイ   43・ 6464菅本フジ子 [郵～20E14① 料理教室(毎④)東洋医学会
lI´ロヘルスショップみずたに内 80773・ 76・ 7126帥～19因無  ハビネス① 〒796愛媛県八幡浜市矢野町4丁目 80894・ 22・ 1768
ヘルスマート大手通店 〒540大阪市東区大手通2-51806・ 945・    渡辺大起、ナミ枝 □8～20困Э 幸せの輪をひろげましょう
0618日半～18半 E12・ 4・ 5①祝 のま商店① 〒794愛媛県今治市常盤町47-17●0898・ 32・ 2378□
正食協会 〒540大阪市東区大手通2518∞ 。941・ 7506[卵～18   10～ 20困無 自然食品、書籍販売
困① 料理教室(ωЭ)定例会(第 l①)入門講座 布法ボサツ友の会 〒73904広島県佐伯郡大野町8326● 0829・ 56
健康と喜びの学園パラディテレステι 〒503大 阪市北lκ中崎2312  ・2019□ 714～ 22 布法(´:、のり)ボサツ・図書・身心相談・坐禅
r」然食品店暁 806・ 371・ 8014困①祝、正食品、野菜、綱1‖ 波動無痛療法障害者が地域で生きるための生活協同組合準備会 〒732広 島市東
自然食品むぎの家① 〒532大阪市淀川区東三国町4175806・395  区尾長町5755鈴木方 8082・ 262・ 6330 玄米、料理学習、気功
・7806、 393・ 4577固 10～ 20因Э純正食品、野菜、
ハッコー山海フーズQ 〒533大阪市東淀川区東中島1-20‐12ユ ニ
ゾーン新大阪ビル414号 806・ 461・ 3528固 10～ 17因ЭЭЭ⑥ 配達
アイランド・ジャップo〒 542大阪市南区西清水町34江川直ビル3F
806・ 245・ 1414□10～ 19因Э祝 旅行企画、書籍、自然食品
神戸ヘルスフーズ岡本店 〒658神戸市東灘区岡本卜77● 078・ 453
・1777固 10～ 19正食指導、食養、美容相談、無農薬野菜 住吉店あり
マツヤ健康食品 〒655兵庫県神戸市垂水区五色山8-4-98078・ 708
・9380東松弘樹 圏10～ 19因Э 正食健庫相談、純正食品、野菜
うりぼうo 〒662西宮市門戸荘131780798・ 52・ 6703固 10～ 19
因Э 無農薬野菜、食品配達、自然化粧品エステティンク、鍼灸
大宝倶楽部グループ 〒51705 1重県志摩郡阿児町鵜方9431a
05994・ 3・ 0077桧 扇閣、摩宝道場、玄庵、伊勢志摩マクロビオティノク
グァバハウス① 〒64965利 H矢 |1県川

`賀
郡粉
"∫

町粉力∫178380736
・73・ 2154出811-19困(D無農薬rF菜・茶・rlillll配 達・発送、食養
自然食品店緑屋▲ 〒640利 11'山市湊本町323 80734280643
匿1()～ 18 日C① 無農葉rr菜  毎週 |:‖‖4 i lli食 たべてみる会

く九州。沖縄地方〉

く新入会〉

和良比野 〒424静岡県清水市清水町4-14 8K1543・ 52・ 9649 固 9
～20 困2・ 3① 無農薬野菜果物、無添加食品、勉強会、り1売 り
英桜研究会 〒410静悩1県沼津市大岡1961白木屋ハイツB101 8
0559・ 24・ 4652 人森先生を通して正食の実際を学ぶ半断食セミナー
三集屋ル 〒770徳島市Hi田「 1「 H4 80886・ 328238 固10時～
19H卜  困① 天日製塩ニガリ豆腐・自然農法野菜・他モリモリ′

く中国・四国地方〉

皆実Cl 〒734広島県広島市南lえ告実町4卜 12 al1822・ 552846
平賀佐和r毎月、第4①、例会、料理講習、PU勉強会
l●H本書合漢方① 〒730広島県広島市東区若草町1048082・ 261
・8001困Э祝、4① 食品、漢方薬、敏灸による治療、健康教育実施
明治製洲旬 〒726広 島県府中市中町536●0847・ 41・ 2255小川清
因Э めん類、糸屯正養老特油、保命みそ製造
人間医学社府中支局健康医学社広島県総特約店 〒726広島県府中
市府中町5906● 0847・ 41・ 7668□困 特に定めず 食品、正食,争血
枷純正食品マルシマ 〒722広 島県尾道市新浜1621国道2';線 ,4'
80848・ 22・ 5577□ 9～ 18困①祝 自然食品販売普及活動

八幡自然食品センター① 〒806福岡県Jヒ九州市′ヽ幡西区八千代町
622●093・ 621・ 4184帥～18困1・ 3① 料理講習、健康相談、
サニー健康食品① 〒813福岡県福岡市東区千早5 10 5 al192・ 681
・0883固 10～ 19因Э 食品、洗剤、書籍、器具、自然化粧品
旬の味そよ風① 〒812福岡市東区箱崎38-208"2・ 641・ 9044圏
10～ 18半 困①④ 無農薬有機野菜、果物、食品、市内近郊配達
自然食品センター夢有民 (ムユウミン)① 〒885長崎県島原市桜町
951本 田春代 ●09576・ 4・ 3169地卵、無農薬有機野菜直売

心の学校・ヨガハウス① 〒874大分県別府市野[1中町61880977
・26・ 2463圃9～ 21因Э ヨーガとマクロビオティンク
ニコニコ村∪〒874別府市堀田12組 8097723・ 3244 移動販売、
有機野菜、食養相談、地方発送・T

愛鍼灸院o 〒84913佐賀県鹿島市人殿分15901● 095463・ 0981
□8～ 19 □Э 鍼灸と正食品による綜合治療、健康相談
天粧下通店① 〒860賞資本県熊本市下通14880963・ 54・ 9161福山
健・郎 固10～ 19困 1・ 3① 体質別食養相談・オリープ自然美容相談
天牲子飼店① 〒8∞ 賞資本県熊本市東子飼町3580963・ 43・ 4043
福山敬救 困無 体質別食養相談・オリープ自然美容法
田部食品豆店工場 (創業慶応3年 )① 〒861-46熊 本県上益城郡甲佐
町岩下143● 096・ 234・ 0447[針～19因Э 純正豆腐、食養研究会
天然村① 〒89944鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(高平)●09974
・7・ 2922、 7・ 2541心身魂のいこいの場、案内書60円切手同封請求
自然食品センターロ報① 〒900沖縄県那覇市久茂地31188∞
88・ 61・ 7195□ 10～ 19困Э祝 食養相談、料理教室、書籍、純正食品
紅葉純正食品店o 〒902沖縄県那覇市寄宮163●0988・ 54・ 0296
固10～ 20因① 書籍販売、純正食品、アザレ化粧品
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玄米キッド・田畑組 〒146人 111 lg池 上3-147 ●03・ 755・ 1412因
①車両販売と電話注文配達専門 (大田区内外のみ)正食食糧品
自然食品専門店ベル・ウッド①〒143大 日]区北馬込23318803・
771・ 9243□ 10～ 19半 因Э 無農薬野菜、純正食品、化粧品、配達
自然食品の店マサチエミ■ 〒146人 ||||え 多|ヤ川卜352● 03・ 756
2145 日10-191]OflL純 IF食品、無農薬里r菜、料llF教室、CI隊|″「
自然食品取扱い店スーバー宝屋o 〒143大 田区大森中224111浜
急行梅■ヽ敷駅前 803・ 761・ 5489□9半～22困無 無農薬野菜、果物
自然の幸・A市 o 〒171豊島区南長崎541803・ 951・ 8509(事 )
951・ 8280(自 )夜 8時以降 因③ 無農薬野菜、純正食品、無添加化粧品
自然食品の店ななくさ① 〒177練馬区西大泉町11510803・ 925・
0914曰 9～20因Э 無農薬野菜、豆腐、パン、書籍、洗剤
富士見台自然食品店① 〒176練馬区貫井3-14-16803・ 990・ 6773
□ 9～ 19困① 自然農法食品、野菜、化粧品、図書
味穂自然食品江古田店O 〒176練馬区栄町4013(江古田駅北口音
人通り商ri街 )803・ 948・ 5701巨∞～19 □③ 無農薬農産物
ナチュラルグルメサロンEFuO 〒H2文京区関口11798“・
268・ 4389□Ю①①Hll～ 21(①は20時 )地下鉄有楽町線江戸川橋
木下ヘルス商会① 〒166杉並区堀ノ内24-32●

“

・317・ 5781固
10～ 22、① 12～ 20困無 食品全般、野菜、化粧品、洗剤、活水器、圧カ
・鍋、書Tit他 食養相談 西d達・発送 涜 Lの ‐部は自然保護団体に寄付

友永ヨーガ学院荻窪本部 〒167杉並区荻窪431-11 803・ 393・ 54
81 □9～22 クラス :人間・中級。安産・断食・瞑想等の講座
グルッベ自然食糧品店① 〒167杉並区荻窪5275803・ 398・ 7427
□10～ 19□Э レストラン●03・ 393・ 1224圏 H半～21困①

く東京市部〉
はじめ健康食品店ム 〒180武蔵野市中町129-580422・ 547716
□ 8半～20困2・ 3①、5、 15日 食品、野菜、小川みち先生食養教室④
ほうすいえん自然食品店① 〒182調布市仙川町1-1316● 03・ 326
・2356日 10～ 19困① 無農薬のお茶・有機野菜・果物、純正食品
やさい村c 〒181 i鷹市下連雀36258∝ 22・ 47・ 6639□ 10～ 19
ミルキーウエイ武蔵野市吉祥寺北町5417● 0422・ 53・ 6483
グルッベ調布店 (旧・兄弟社)① 〒181三 鷹市中原2126● 0422・
49・ 7225□ 10～ 19因Э 有機栽培無農薬野菜、海産物、雑穀
自然食品の店和康① 〒184Jヽ金井市本町3101380423・ 855261
□10～ 18困ЭO祝 食品、書籍、料理教室、玄米試食会
自然健康食品の店いなほ① 〒1874ヽ平市花小金井17-18●∝24
・62・ 8975固 10～ 19E10自然健康食品、無農薬野菜、石けん、書籍
久米川自然食センターふ・れ。あ・いの村① 〒189東村山市栄町2
222880423・ 95,9525圏 ll～ 19因Э 食品、有機野菜、書籍
美山口茶舗① 〒192八 王子市長沼町58-204-6日 生商店内 80426・
35・ 9643固 11～ 18困①◎祝 お茶、海苔、自然食みやま ●46・ 8380
天粋屋① 〒1844ヽ金井市前原町41998“ 23・ 85・ 2602日Э①
引き売りと配達を主とした店 無農薬野菜、自然食品
着玄協会① 〒192八王子市小門町202●∝26・ 25・ 0096支部/長
野、中野、屋島、会津若松、鎌倉 南部菜瑛場 80426・ 46・ 3095
明日葉① 〒194町田市玉川学園2-7-6● 0427・ 29・ 5015圏 10～ 18
半 因③ 有機野菜、食品、手作り生活用品、図書、移動販売
自然食糧品美味① 〒202保谷市東伏見2620●

“

24・ 63・ 7613固

9～ 20困① 無農薬野菜、トーフ、バン、毎週月水金に入荷
南伊豆山荘 〒202保谷市柳沢3-2-980424・ 67・ 3404五■久男 山
荘連絡先 ●

“

586・ 2・ 3629山荘・静岡県賀茂郡南伊豆町加納n3942
東京幸茸■① 〒181三 鷹市新川4-25-3Kl-380422・ 48・ 3877[襲
～18 □0祝 霊芝、花粉、純正食品、全国配送、半断食受付
イノチの糧屋1 〒190立 川市柏田r4516 ●0425・ 35・ 5227 □10
～18半  困鮮 無農薬野菜、純正食品、健康村1談
く神 奈 りl!〉

菊屋片山商店① 〒211神 奈川県川崎市幸区古市場13481144・ 522
・6233～ 4[卵～20困O自然酒・無添加(ワ イン、味酪、焼酎)発送
株式会社豊兼① 〒220神 奈川県横浜市西区花咲町4 nIЮ45・ 23
1・ 4823、 242・ 3614圏10～ 19困2① 食養相談、第1日 曜健康講演会
自然食品センター弘明寺店① 〒232神奈川県横浜市南区中島町4
-818045・ 712・ 3339圏10～ 19無農薬野菜、豆腐、枇把葉温圧
菊屋百貨店健康自然食贔センター① 〒244神奈川県横浜市戸塚区
戸塚町448∝ 5・ 881・ 7636固 10～ 19困④ 料理教室 (第 2④ )
自然食センターヘルスロード① 〒242神 奈川県大和市中央63-22
●0462・ 62・∞20圏 10～ 19因③ 食品、化粧品、図書、治療院併設

陰■洞① 〒249神奈川県逗子市逗子53-28a1468・ 73・ 7137圏
10～ 19困① 食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、配達
ゆうき自然健康食品店① 〒249神奈川県逗子市久木2-5-11804
68・ 73・ 8050固10～ 19半 困祝 野菜、パン、豆腐、みそ、告油、貸本
延寿① 〒239神奈川県横須賀市根岸町4-3-6●0468・ 35・ 8773固
10～ 19口Э無農薬農産物、豆腐、食箋指導、料理講習会、配達
大豆屋① 〒253神奈川県茅ケ崎市富士見町13300467・ 85・ 5316
固9～ 18半 困① 豆腐、アゲ、ガンモ、調味料、卵
中華精菫料理・黒籠 〒227横浜市緑区美しが丘2-161(2階メЮ45
・901・ 0078 Elll～ 10半 医憮 自然食でのパーティ各種出張料理

く中 部〉
正食の店和やЭ 〒939富山県富山市中川原17●

"64・

25・ 1448

剛 ～20因無 台所食品、本、圧力鍋等
福井健康学口Q 〒910福井県福井市照手111-2●

"76・

21・ 38H
ヨガ・正食の健康道場、自然食品センター(市内)
マルカワみそい 〒915福井県武生市杉崎町11-448"78・ 27・ 2Hl
日 ～18困無 天塩仕込み味暗・椛販売賃カロエ、味噌作りの指導
新津自然食品センター① 〒956新潟県新津市本町392●0250・
24・ 5810囲半～19因Э祝 有機農産物、食養相談、料理教卒
欄明堂● 〒959-21新潟県北蒲原郡水原町下条町15-580250・ 62・
7433邸半～19困◎帆 配達毎週火曜、食養料理教室
マルナカ薬局① 〒403山梨県富士吉田市下吉田251●0555・ 22・ 02
00固9～ 21医″4① 漢方薬、健康相談、リスプラン化粧品、食品
京都院〇 〒41Xl山 梨県甲府市九の内222-12●0552・ 26Ю∞8固
9～20因Э祝 鍼灸、漢方薬、正食品による綜合治療
なんしんケンコーフーズ① 〒391長野県茅野市塚原21328802
66・ 72・ lX173固 n～ 18困0祝 食品、健康電子製水機、風呂用活性板
テイーハウス ぶてろん 〒389-01長野県北佐久郡軽井沢町追分10
74802674・ 5・ 7525日～21半 困④ 薬草茶 、食養料理研究会
自然食品センター川合① 〒414静岡県伊東市南町1-1-680557・
36・ 7306固 10半～18因Э 純正食品、無農薬野菜、CI図書、ヨガ
ナチュラルストアー久美壼 (き ゅうびどう)① 〒410-03沼 津市原
字東中1418438“ 59・ 67・ 3777固 10～ 20 因③ 漢方薬、野菜
沖道インターナショナル① 〒411静前県二島市沢地777100559
・87・ 5290E卵 ～19純正食品、自然便秘薬、心身鍛錬改造ヨガ合宿
富士グリーン健康センター① 〒418静岡県富士宮市宮町5288
0544・ 24・ 0556圏10～ 18⑩ 祝 料理教室(毎月第l① )食品、野菜
自然食品「生きる」心と体の健康のために① 〒410静岡県熱海市中
央町19-27● 0557・ 83・ 5490固 10～ 17困① 健康食品、健康指導、灸
自然派の食卓・道0 〒424静岡県清水市有東坂667 2al1543.46
2845 曰10～ 21 困無 食糧議l!、 無農薬野菜、調理器具、陶器
コジマフーズ 〒457愛知県名古Li市南lえ呼続町1618052・ 82ト
8746邸～19因Э 無農薬玄米、玄米餅製造、純正特油、味噌
愛知陰日会 (長生堂)● 〒485愛矢口県小牧市小牧1352●0568
・76・ 2731□9～ 19因Э祝 食養講演会、リマ・クノキングスクール
大岩自然食品o 〒47033愛知県知多郡南知多町内海中之郷738
0569・ 620342固9～ 18半 因Э 食品全般、化粧品、健康相談
自然食の店カジヨー 〒460愛知県名古L:市中区錦3324第 2接 ヒル
ll ●052・ 96273`l口 11～ 21困① 自然食品、レストラン
阿n41堂薬局 〒460名古|:市中区大須2262 ●052・ 231・ 2839 □
10～ 20 因⑪祝 漢ノブ薬、健康自律指南、食養指導、気流法
穂高養生口0 〒39984 長野県南安曇郡穂高町有明 ●0263・ 83
・5260 食養・温泉・針灸・常設養生施設。案内書60円切手同封請求
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■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。3行以上になる場合は、 1行につき
5,lXD円増しになります。
■名称、郵便番号、住所、電話番号の順で、固は営業時間 (8～ 18は 、午前 8時から午後6時のこと。19時半は午後7時30分のこと。)、 困
は定休日 (αま毎日曜定休、3Cは第3水曜定休、祝は祝日休み、無は年中無休 )、次は主な商品、催しものの紹介です。 (▲ 印はオーサワ
ジャパン商品取扱店です。)

く北海道 。東北〉
北海道健康学売り 〒078-02旭 川市永山町11-526●966・ 48・ 4107
邸 ～20□Э 食養相談、足心道指導、食品、書籍
自然食品とヨガの店サンケン 〒0771ヒ海道留萌市本町 3】

‐
Hた く

ぎん向かい●帆644・ 3・ 0289E"～ 18口Э ヨガ・正食の健康道場
l■lいわさき薬局 〒0531ヒ海道苫小牧市大成町2-卜 10●■44・ 72・
68H帥 ～20困 1・ 3① 漢方・食養相談、皮膚病・美容相談
サロン十和田① 〒034青森県十和田市11生町1034801762・ 2・ 78
40□ 10～ 20 因① 健康相談、月例の集い、食品、有精卵
マナ自然食① 〒020-01岩 手県盛岡市高松1 15 31 al1196・ 62・ 62
05 固 8～ 19 因① 料理講習(第 3水 X食品、野菜雑穀、図書、配達
盛岡マクロビオテイックセンター ぃ―は。と一ぶ① 〒02001岩 手
県盛岡市上田堤1-5-12● 0196・ 61・ 3024E〕～20困 1・ 3① 純正食品
こうげん堂 〒980仙台市大町2617● 022・ 265・ 4465 目的～19
困月末① 食品、無農薬野菜、自然食レストランプラトー●265・ 8353
みちのく自然食品センター① 〒980宮城県仙台市中央3-10-7●
022・ 262・ 7677固 9～ 19因① 食事処「友苑」●266・ 4095料理講習
秋田自然食品センターlall 〒010秋田市保戸野鉄砲町15180188
・23・ 2921曰 10～ 18困①祝 料理教室、健康講演会、食品販売、野菜
会津屋純正食品流通センターO 〒966福島県喜多方市字諏訪156
180241・ 22・4193日 11～ 19医際 食品、CI図書、発送、食養11談
サンマート咲田店ホシ|ル  〒963福島県郡山市咲||121880249・ 32
・4404 EJ9～ 23医無 糸t正食ハl[、 C I IXI書 、食養相談

く群馬・栃木〉
群馬マクロビオティックセンターM AttN AC 〒370群 1う県高崎市
和lll町71380273・ 22・ 5484日 10～ 20困① 図書、食品、料理教車
高崎自然食品センター▲ 〒370群 1う県高崎市新口「638o273・ 25・
2605□ 10～ 19因Э 図書、食品、正食・空「

・ヨガ講習会、健康指導
鈴木述子(群馬県安全農法研究会)C 〒37012群馬県:お崎市山名
町乙611● 0273・ 46・ 4921 ri然農法農産物、純正食品
須藤商店り 〒376群 1う県桐生市東久方町262180277・ 44・ 5733
日 ～20口Э 食品、イ「機里F菜、「1然酒、自然化粧

`tf!、

糸t正食∴f:
晴雨農場ω 〒349-13栃本県 ド部賀郡藤岡田r人前175180282・ 62
・2635白給白足的基盤に立っての衣食住の追求と実r文
食養健康センター″ 〒320栃 本県´卜樹

`宮

iif 番田「2480286・ 36
・2415□ 10～ 18因Э 純正食::ll、 リマ化粧:ll〕 、森 ド食:il!、 CI書籍
天然医学研究所 〒320栃本鳴t牛‖

`宮
市松原2420(里 F沢 幸弘)●

0286・ 25・ 0544□ 9～ 18困① ll食健康‖I談、正食仄学健康法講習

く埼玉・千葉〉
自然健康食品三好屋 〒336埼 ■県浦ll市北浦和卜19480488・ 86
・7234□ 9～ 20困⑥ 食品、書籍、4:具、美容・健康相談、配達、発送
命の糧ほんものや▲ 〒34901埼 [県蓮|l11,[ケ崎西149068
0487・ 68・ 5423」 11中無休、11焼玄米、他「 作り食iT[製造販売

ヘルスショップ浅野o 〒336埼玉県浦和市常盤9-10480488・ 31
・0647□9半～20困無 (臨時休業)食品、無農薬野菜、書籍、化粧品
自然食生協全国センターo 〒336埼 玉県浦和市 i室135911●04
88・ 74・ 2691帥～18因0食 lt野菜果物、料理教室、ゲルマ温浴
小川自然食品店ル 〒362埼 li県 |プ d市 11町2725 80487・ 74・ 85
04 □10～ 19 因◎ 純正食‖|、 イj機農l・ F物、浄血指導、料理教室
太■堂① 〒343埼玉県越谷市大沢4-10580489・ 62・ 3479E"～
20因Э 純正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室
大成自然食センター① 〒330埼玉県大宮市南中野306180486
・84・ 4466日～20困① 無農薬野菜、豆腐、バン、海産物、配達
大橋自然食① 〒350埼 玉県川越市霞ケ関北4-2217●0492・ 32・ 94
45日～19困① 無農薬野菜、食品、図書、化粧品
カムカムサン① 〒260千葉市緑町1-282● 0472・ 47・ 1737□ 10～
19因Э 無農薬野菜、図書、健康相談、食事指導、配達、各地発送
市川平和堂● 〒272千葉県市川市真間3111280473・ 22・ 0810
□10～ 19困① 食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達
自然食品の店たんぼ輌Э 〒277千葉県柏市泉町6-57 ●0471・ 67
・1997□9～ 19困無 食品、無農薬野菜、食養・美容相談、各地発送
La Vie“  清蓮① 〒273千葉県船橋市,鳴込町72580474・ 39・ 74
93□ 10～ 16因0兄 食:も、無農薬野菜、書籍、配達、料理教室
人間神宮社聖中心道場 高島籠王 〒29955千葉県安房郡天津小
湊町清澄33 ●04709・ 4・ 1797肥 田強健術、古神道鎮魂修霊、大白
然 (海と森)瞑想の実践と講義、長期宿泊可
自然食品の店たんぼ國つ 〒272市川市南大野11912●0473・ 37
・5732圃 10半～18因Э祝 無農薬有機野菜、書籍、食養相談
麦。」AC南浦和店ル 〒336 rHi和市神けi110180488・ 66・ 6101
北浦和店 浦和市元田r29880488・ 87・ 71564り のri菜、食品

く東京区部〉
オーサワジャバン東北沢店① 〒151渋谷区大山町115(1階 )●03
・465・ 5021□10半 1ヽ8半 困⑥祝 日本CI協会食品事業部
オーサワジャバン配送センター① 〒173板橋区小茂根54(一般注
文先)●03・ 958・ 7112固 9～ 17困C帆 日本CI協会事業部、配送
自然食品センター本店 t〒 150渋谷区神南110-6 al13・ 496・ 7103
営業所。横浜市緑区美しが丘513188045・ 901・ 51H固平日10～
19①・祝日10～ 18食品全般・図書、小売・卸、レストラン「天味」併設
不二自然食品O 〒106港区麻布十番221-3■Ю3・ 451・ 8966郵便振
夕i東京 018943E"半～19因Э野菜、海産物、食養相談
ロファーベル 〒153日 黒区三田2-8-1 ●03・ 793・ 1371L“～20
し0シC遠 赤外線セラミノク、健康器機製造販売、広告企画製作
解説会事業部① 〒160新宿区荒木町4解脱会東京道場横 803・
357・ ■61～4健康自然食品、化粧品、図書、販売他
インナークリニックo 〒161新宿区下落合3-15-20大 和田ビル901
803・ 950・ 5219固10～ 19 因Э①祝 心身改造ドノク、純正食品
サンゴ草本舗口 〒160新宿区西新宿85-3ス トーク新宿小岩井ビル
603●03・ 366・ 2921固 9～ 17困c批 サンゴ草、梅醤番、豊寿、陽泉
自然食品の店たんぼぼ

` 
〒162新 宿区富久町24-6803・ 353・ 4545

□10～ 19困Э 農場直販有機野菜、リマ化粧品、健康食品他
パスι 〒155世 田谷区代田4-32-17 ●03・ 321・ 9719月 刊『パス
ニュース』発行(ri由 人のネットワーク)イ ベント・企画製作ほか
れんげやc 〒157世田谷区南鳥山5-1-148K13・ 326・ 5085固 10～
19女性3人の八百屋と玄米レストラン、無農薬野菜、乾物
高砂自然食品センター① 〒125葛飾区高砂8-13-5 al13・ 600・ 1412
□9～ 19困① 無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配達
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自然食ニュースの ミネラル栄養療法基礎講座開講 !

今、話題のミネラル栄養療法の真髄をあなたも  ●基礎講座内容
学んでみませんか。小グループ単位でのためにな   63/1月 10日 い},13日因 リューマチ、関節炎
るミニ講座です。                  2月 7日 lB},10日 因 ガン
0基礎講座期間 昭和63年 1月 ～12月          3月 6日 18),9日因 心筋梗塞
●開 講 日 時 毎月第 1日 曜日(皿1:00～ 2:30)   4月 3日 い),13日 因 脳溢血

毎月第 2水曜日(肌7:00～8:30)   5月 8日 lB),H日因 アレルギー
●会    場 自然食ニュース会館         6月 5日 lB),15日因 ボケ、ノイローゼ

(目黒区目黒397)87193461    7月 3日 (日 },13日因 肥満、糖尿病
」R目黒駅西日より徒歩10分      8月 7日 1日 },10日因 シミ、ソバカス
同西日よリバス大鳥神社前下車    9月 4日 い),14日 因 慢性疲労、生理時の苦痛

0講    師 仙石紘二 (自然食ニュース主幹)   10月 2日 lB),12日 因 ス トレス
0受  講  料  1回 (1講座 ) 1,000円       H月 6日 伯),9日因 消化吸収不全
●申 込 受 付 先着順〆切             12月 4日 lB),14日 因 まとめの総論・

バイオミネラル研究会               受講修了証授与
803919)4876

弊社は創業以来40年、自然食の原点、マクロピオティック食品の開発、販売、普及を続けてぃます。

健康 と幸福への道 マクロどオティック食品

■倉庫及びメール担当他 (男子)

2簡単なオフコン入力・事務 (女子)

高卒以上 18歳 ～ 26歳 ご玄米食を

実践中の健康な方。

但し 1は 要免許ぃ

13万円以上～ (当社規定によるご)

9 :00ヽ 17 :00

昇給年 1回、賞与年 2回、社保完、交
通費全額支給、退職金制度有、マクロ

ビオテイック食品による給食制度有。
日曜、祝日、隔週土曜日、年末年始、

夏季休暇、有休。

電話連絡の上、履歴書、持参下さい。
地下鉄有楽町線小竹向原駅下車歩15分
西武池袋線   江古田駅下車歩20分

格
休

募

通

応

交給  与
勤務時間

■

編

集

後

記

■

●
３
月
号
の
編
集
後
記
に
書

い
た
日
本
テ
レ
ビ
の
マ
ク
ロ
バ

イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
放
送
は
、
遅
れ
て
４
月
３
日
の

日
曜
日
、
午
後
６
時
か
ら
の

「
日
曜
夕
刊
」
と
い
う
番
組
の

中
で
あ

っ
た
。
昨
年
１２
月
の
週
刊

『女
性
自
身
』
の

「
マ
イ

ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
も

マ
ド
ン
ナ
も

マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ

ク
」
と
い
う
記
事
が
ヒ
ン
ト
ら
し
く
、
自
由
ガ
丘
の

「オ
ー

プ
ン
セ
サ
ミ
」
レ
ス
ト
ラ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
今
や
ス

テ
ー
キ
で
は
な
く
、
小
麦
の
グ
ル
テ
ン
を
肉
の
よ
う
に
使
い
、

豆
腐
を
使

っ
て
、
フ
ァ
ッ
ン
ョ
ナ
ブ
ル
な
健
康
食
の
料
理
が

若
者
や
外
人
に
好
評
だ
と
い
う
映
像
だ

っ
た
。

●
ま
た
、
近
く
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
の
雑
誌
に

「
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
を

一
週
間
実
行
し
た
ら
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ

れ
る
予
定
。
４
月
３
日
の
正
食
医
学
講
座
の
食
事
が
撮
影
さ

れ
た
の
で
、
ど
ん
な
記
事
に
な
る
か
お
楽
し
み
。

●
本
部
も
新
し
い
体
制
に
な
り
、
橋
本
政
憲
が
本
部
長
と
な

り
ま
し
た
。
今
が
ん
ば

っ
て
い
る
常
勤
ス
タ
ッ
フ
は
高
祖
英

二
、
橋
本
亜
生
子
、
石
川
義
剛
、
野
沢
伸
光
、
泉
田
海
歩
さ

ん
。
吉
成
知
江
子
先
生
は
料
理
顧
間
、
加
藤
大
季
先
生
は
常

勤
で
な
い
講
師
で
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
６
名
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
！

「私
も
や
ろ
う
！
」
と
い
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

人
は
ど
う
ぞ
仲
間
に
入

っ
て
下
さ
い
！
　

　

（橋
本
政
憲
）

日本 C:協会事業部 〒173東 京都板橋区小茂根 5-4
● (03)958-7112 FAX 958-7362オーサワジャバン株

新
し
き
世
界

へ

一貧

一
号

◎
　
一
九
八
八
年
五
月
号

発
行
日
　
昭
和
六
十
三
年
五
月

一
日

編
集
兼
発
行
人
　
　
橋
　
本
　
政
　
憲

発

行

所

　

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

〒

．
五

一

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話

　
０
３
　
４
６
９
　
７
６
３
１
↑
５

振
替
　
東
一宗
０
／

１
９
４
１
２
５
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■

＊
印

は

「桜

沢
如

一
著

」
で
す
。

初
め
て
の
方
に
お
勧
め
す
る
本
。

＊
魔
法
の
メ
ガ
ネ
　
無
双
原
理
の
物
の
考
え
方

　

　

一、
二
８
円

＊
永
遠
の
少
年
　
少
年
よ
、
大
志
を
い
た
け
′
　
　
　
　
七
吾
円

＊
〈塁
薔
人
ル墓
譲
本
　
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生

＊
生
△聖
場
象
と
遍
程
夕
　
ゃ
さ
し
い
ェ
コ
ロ
ジ
ー

＊
新
食
養
療
法
　
正
食
身
なヽ
改
造
法

七
三
〇
口同

＊
永
遠
の
子
供
　
　
　
　
　
　
　
　
一一、三
〓
円
　
品
切
れ

＊
食
養
講
義
録
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、三
８
円

＊
一
つ
の
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
一８
０
円
　
一工
一〓

＊
世
界
恒
久
平
和
案
「意
志
」教
育
五
十
年
の
実
験
報
告

一、０
８
円
　
一工
一８

三
〓
円
　
一Ｔ
一８

＊
我
が
生
命
線
爆
破
さ
る
　

　

　

　

〈
８
円
　
品
切
れ

＊
健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て
　
一、
〓一８
円
　
一Ｉ
一吾

＊
中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記
　
　
　
　
一、
０
８
円
　
品
切
れ

石
塚
左
玄
著

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
食
養
の
原
典
′
七
、吾
〇
円
　
一Ｉ
一〓

桜
沢
里
真
著

リ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
　
豪
華
カ
ラ
ー
　
　
七
、三
〇
〇
円
　
〒
ｉ
ｏ

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
米
上
院
栄
養
委
邑
ｏ
円
　
一Ｔ

里

桜
沢
如

一
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
フ

判
断
力
の
話
　
　
　
　
∞
分

１
本

二
、六
８
円
　
一Ｉ

占

座
間
講
演
　
　
　
　
　
６０
分
・
２
本

三
、８
０
円
　
一■
一日

Ｇ

。
Ｏ
母
を
語
る
　
　
　
∞
分
・
１
本

二
、さ
〇
円
　
一工

占

大
森
英
桜
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
フ

生
命
と
食
物
の
歴
史

　

∞
分
／
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

食
物
の
陰
陽
　
　
　
　
６０
分
／
２
本

二
、六
８
円
　
一ェ
一日

宇
宙
の
秩
序
解
説

　

　

６０
分
′
２
本

二
、さ
〇
円
　
一Ｉ
一日

子
供
の
病
気
と
食
養

　

”
分
／
２
本

四
、七
８
円
　
一工
一日

眼
病
の
治
し
方

　
　
　
６０
分
ｘ
２
本

〓一、
０
８
円
　
一〓
一日

食
物
と
夢
判
断

　
　
　

６０
分
・
２
本

二
、六
８
円
　
一〓
一日

ｏ
日
本
Ｃ
ｌ
協
会
の
出
版
物
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店

⌒本
誌

巻
末
参
照
）
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ｏ
本
部
へ
の
注
文
は
、
Ｑ
現
金
書
留
、
ま
た
は
２
振
替
東
京
？
五

里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
、
代
金
と
送
料
と
注
文
品
を
明
示
し
て
送

金
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｃ
の
場
合
は
１０
日
、
　

２
の
場
合
は
、
２
週

間
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム

＊
最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝

つ
者

＊
Ｐ
Ｕ
中
国
四
千
年
史

＊
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
審
判

＊
千
二
百
年
前
の

一
自
由
人

＊
兵
法
七
書
の
新
研
究

＊
不
思
議
な
世
界

＊
う
さ
ぎ
の
ビ
ビ

＊
ウ
ナ
ギ
の
無
双
原
理

＊
Ｐ
Ｕ
歌
集

＊
人
間
の
秩
序

＊
東
洋
医
学
の
哲
学
　
最
高
判
断
力
の
書

＊
無
双
原
理

・
易

＊
宇
宙
の
秩
序
　
最
重
大
Ｐ
Ｕ
書

＊
病
気
を
治
す
術

。
病
人
を
治
す
法

人
生
論

中
心
臓
を
入
れ
替

へ
る
法
　
悪
魔
の
書

＊
人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の

（カ
レ
と

＊
生
体
に
よ
る
原
子
転
換

（ヶ
ル
ヴ
フ
と

＊
自
然
の
中
の
原
子
転
換

ア
ル
ツ
フ
と

舞
」畔̈
「鮮
ツ【踊

⌒力鰐
里奎

十一請及　
版

一、三
〇
〇
口
］
　
一Ｔ
三
〇
〇

食
養
料
理
カ
ー
ド
（１
）

〈
〇
〇
口
］
　
一Ｔ
二
四
〇

食
物
の
陰
陽
表
　
色
刷
り
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
一一８
円
　
一工

舌

正
食
医
学
の
救
急
手
当
法
　
色
刷
り
一
枚
　
　

　

一一８
円
　
一工

こ

食
物
に
よ
る
健
康
法

・
料
理
法
特
集

「
新
し
き
世
界

へ
Ｌ
吾
号
）

二
、
０
８
円
（送
料
共
） 劃

〓‐
二
五
〇

亭‐
二
〇
〇

一Ｔ
．〓
ｏ

亭‐
二
〇
〇

亭‐
二五
〇

〓‐
二
五
〇

一、三
８
円
　
一■
一吾

一、
０
８
円
　
一Ｔ
．一〓

七
吾
円
　
一Ｔ
一８

二
、三
８
円
　
一Ｉ
一乙

二
、
０
８
円
　
一Ｉ
一８

三
、三
８
円
　
一〓
雷

三
、
三
８
円
　
一Ｉ
一８

一、
０
８
円
　
一〓
一８

一、三
８
円
　
一■
一吾

〈
８
円
　
品
切
れ

一、三
〇
〇
円
　
一■
一己

二
、
０
８
円
　
一Ｉ
一吾

合
ｏ
円
　
一〓
一８

八
〇
〇
口
＝　
　
一Ｔ
二
〇
〇

〈
８
円
　
一Ｉ
一８

三
８
円
　
一Ｔ
一〓

一、
二
８
円
　
一〓
一８

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

（〇
三
）
四
六
九

・
七
六
三

一
Ｑ

電 〒
活 ;馴

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
一二
百
円

六
千
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
未
満
　
五
百
円

一
万
円
以
上
　
エハ
百
円

-40-
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日本 CI協 会は “無限の自由 、永遠の幸福 、絶
対の正義 "をだれでもが実現できる法を唱えて世
界を駆けめぐった、自由人・桜沢如― (海外での

ベンネーム 、ジョルジュ =オーサヮ、1893～ 1966)
が倉」設したマクロビオティック (玄米正食 )運動
のセンターで 、CI(セ ンター・イグノラムス )
とは「無知をる者の集まり」を意味し、健康と自

由の原理を身につけていこうという非営利の団体

です。

現在の活動は 、

①桜沢如―著書の刊行、月刊『新しき世界へ』の

発行。マクロビオティック図書の出版。

②食養料理法の全国普及 (リ マ・クッキングアカ

デミー、桜沢里真校長 )

③正食生活法の研究・実践――夏・冬の健康学園

.糧 曇巨 ∃   財 団 日本 C
□ 年 |   1月 号から [三三コ 年間分
A.正 会 員   B.贅 助会員
(i2,000円 )   (12,ll10円を  □ )

(大人・子供 )、 正食医学講座 、P∪ セミナー 、講
演会の開催。

④食養・正食相談

⑤日本 CI協会食品事業部門の振興 (マクロビオ
ティックフーズを作るオーサワジャバン株式会社 )

会員の種別は、A正会員 (年会費12000円 )、 B
賛助会員 (12000円 を 2□以上 )、 C誌友会員 (5000
円 )、 D店舗 。団体 (30000円 )があり、これから宇
宙の秩序にもとづく生活法 、食養料理法、食べ物

による健康法を学びたい方は、まず誌友になって

行事に参加するといいでしょう。また月刊『新し

き世界へ』誌を贈呈することもできます (誌友で

申込み )、 日本 CI協会をささえていこうという方
は賛助会員か正会員になって下さい。会員は家族
パスです。

:協 会 入

C.誌   友
(5,000円 )

会 申 込 書 (楷書で書いてください。)

(会員別の符号を○でかこんでください。)

D.法  人 (店舗 )
(30,000円  2分 割可 )

種 別 年 会 費 徴特

A 正 会 員 12,000円

月刊機関誌 (年間il回発行 )188送呈。会員証、会員バッジ。各種行事割引。料理教室、正食医学講
座、食養相談、無農薬玄米配布のカムカムクラフ入会可。「食物療法の道じるべ」(非売品進呈 )、継続
毎に、2500円分の日本CI協会発行の図書テープ券進呈。

B 賛助会員 12,000円を2□以上
月刊機関誌毎号28B送呈。その他は正会員に同じ。継続毎に、4500円分の日本CI協会発行の図書券
進呈。

C 誌  友 5,000円
月刊機関誌 (年間11回発行)18B送呈。料理教室、正食医学講座、無晨薬玄米配布のカムカムクラブ
入会可。

D 法  人 30,000円 ④に同じ、本誌巻末に毎号、店名 住所 電話 営業時間 その他を広告。「新しき世界へ」58B配布 日本CI友の店シール配布
●下記の用紙に記入し、会費を添えて〒151東京都渋谷区大山町11-5日本CI協会会員係にご送付ください。振替東京0-194125

フリガナ

氏  名
業

女

職

男 生年月日器 年 月

)

日生

住 (〒        )(°
°号室)(OO様方)と詳しく。

所 丁EL

*未婚、既婚 (家族   名 ) )贈呈者の住所・氏名 (



食養生活法の決定版 .4′ 究極の味は今ずり玄米
5月 下旬配送
カムカムクラブ

梅雨時の高温多湿期はお米の大敵。カビやコクゾウ虫の発生で、お米の風味は大な

しです。籾付米はこうした悩みを解消 し、いつまでも新鮮なお米 を保証いたします。

この機会に、食養生活法の真髄、今ず り玄米をぜひご賞味ください。

月J 目員 募 集

(1)予約単位
30k9を 1口 と します。(2口 =60k9、 3ロ ー90k9)
(2)産地・品種 ①宮城産 ササニシキ

②岩手産 アキヒカリ
自然農法10年以上。農薬、化学月巴料、除草剤等、

一切使用 していません。

(3)価 格 ①もみ米ササニシキ 1口 30k9=17300円
②  ″ アキヒカ リ 1口 30k9-14800円
(実質玄米重量22.5k9～ 25.5k9)

③籾すり機 1台   189200円 →75800円
お支払いは、全額前払いでお願い します。

(4)予約締切
昭和63年 5月 15日 (サ サニシキは限定品につき予約
総量に達 し次第、締切 らせていただきます。)

(D 申込方法
①お申込みは、カムカム専用の振替用紙をご使用の

上、裏面通信欄に必要事項を記入 し、品代と送料 (送 .

料表をご覧下 さい。)の合計金額 をご送金下さい。

②郵便局で発行される郵便振替払込金受領証は、大

切に保存 して下 さい。

③予約取消 しはご遠慮願います。

④なお、籾すり機はメーカーより直送しますので送

料はかかりません。

⑤本会員募集は日本 C!協会の正会員または誌友を
対象としています。未入会の方は入会してください。
(6)配送方法
店頭渡し以外は、都内を含めすべて自動車便使用に

よる配送となります。 (5月 下旬配送)送料は原則
として元払いですので、送オ斗表 をご覧下さい。

送料表 (梱 包費含む)

口数

あて地
1口 =30k9

1口増す

ご と に

第 1地帯

東京都内 700Fq 300円

そ の 他 1,000円 500Fq

第 2 地 帯 1,300Fq 800Fq

第 3 地 帯 1,5∞円 l,lXIKl円

●沖縄県、伊豆・小笠原諸島などの島部は、別料

金となりますので、お問い合わせ下さい。

〈
〓

家庭用籾すり機 ミニダップ
夷ヨfttD200Fヨ→75800F]

(特別会員害1引 き価格 )

籾 lk9がわずか1分 で今ず
|リ ツKに。 しかも1党 Śく ]悴97
%以上と大型機並み。
多少騒音がありますがホ

コリも少なく汚れません。

●主要諸元
名 称/ミ ニダップ
型 式/FClK― MS
大きさ/596× 356× 62 3cm
重 量/23k9
能 力/1k91分 (6080k9/時 )

モータ/25いVi∝Ⅳ
脱ぷ率/9799%

(水分15%の とき)

今ずり米について

日本 Cl協会  会長 桜 沢 里 真
今ずり米 は健康維持にも病気治療にも卓効があり

桜沢先生 は常にこれを奨励 し、印度でも欧州でも

多くの会員に普及させていま した。日本でも長い

間、籾す り機の良いもの をと捜 していたところ、

このたびオーサワジャ
バンから発売 されるこ

とになり大変喜ばしい

ことです。食養家には

理想的なものなので、
ぜひ籾す り機 を使 つて

身体に良いおいしい玄

米を皆様 に食べて頂き

たいと思います。

■■■■■||■■■●14載|

①
MACROBIO丁 IC FOODS
オーサヮジャバン株式会社
玄米カムカムクラブ係

第 311)〕□
國
國

可=173 覇にア言者謳相反囀時DE7jヽ 1竜1艮5-4 置,03-958-7112



正

食

子

育

て
講

座

大

森一
慧
先
生

現
代
社
会

の
中

で
の
正
食
子
育

て
と
は

●
毎
月
第
２
、
４
火
曜
日
　
午
後
２
時
３０
分
～
４
時
３０
分

●
会
場
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
２
Ｆ
　
●
講
習
費
／
各
回
２
千
円

出
産
か
ら
始
ま
る
母
親
と
子
供
の
食
事
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
含
め
て
、
現
代
栄
養
学
お
よ
び
医
学
と
の

対
比
を
し
な
が
ら
学
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

③
５
月
１０
日

「
４
歳
か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
。
幼
稚
園
、
保

育
園
生
活
。
食
事
と
お
や
つ
の
考
え
方
②
、
お
弁
当
作
り
と

持
参
に
つ
い
て
」

⑨
５
月
２４
日

「看
護
法
①
　
熱
が
出
た
時
」

⑩
６
月
１４
日

「看
護
法
②
　
お
な
か
が
痛
い
時
」

①
６
月
２８
日

「看
護
法
③
　
や
け
ど
、
頭
を
打

っ
た
時
、傷
」

お
べ
ん
と
う

作

り
請
習
会

大
森

一
慧
先
生
を
講
師
に
、
幼
稚
園
、
保
育
園
か
ら
小
学

校
低
学
年
、
中
学
年
か
ら
高
学
年
、
中
学
生
以
上
と
、
各
年

齢
、
季
節
に
合

っ
た
、
家
庭
に
お
け
る
日
常
の
食
事
献
立
と

お
弁
当
作
り
を
勉
強
し
て
ゆ
き
ま
す
。

●
講
習
費
／
各
回
３
千
円
　
●
会
場
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
３
Ｆ

●
定
員
３０
名
。
電
話
で
予
約
の
確
認
を
と
り
、
申
込
み
書
に

記
入
し
て
講
習
費
を
事
務
局
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
下
さ

い
。
＊
参
加
さ
れ
る
方
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
正
会
員
か
誌

友
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

○
第
２
回
　
５
月
２９
日

（日
）

○
第
３
回
　
７
月
１２
日

（火
）

講
習
の
録
音
、
録
画
、
撮
影

正
午
～
午
後
３
時

正
午
～
午
後
３
時

食
養
入
門
実
習

初
め
て
玄
米
正
食
を
さ
れ
る
方
、

「玄
米
の
炊
き
方
が
分

か
ら
な
い
。
う
ま
く
炊
行
な
い
」
と
い
う
方
と
い
っ
し
ょ
に
、

正
食
の
基
本
食
を
中
心
に
実
習
し
て
ゆ
き
ま
す
。

●
講
師
／
加
藤
大
季
　
　
　
●
毎
月
１
、
３
水
曜
日
　
午
後

２
時
３０
分
～
４
時
３０
分
　
●
講
習
費
／
各
回
２
５
０
０
円

●
会
場
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
２
Ｆ

Ｉ
期
の
③
　
５
月
１８
日

「玄
米
お
か
ゆ
の
炊
き
方
／
深
手
鍋

を
用
い
て
。
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
」

Ｉ
期
の
④
　
６
月
１
日

「味
噌
お
じ
や
。
パ
ン
オ
サ
ワ
」

▼
講
習
内
容
は
初
め
に
戻
り
、
６
月
は
第
２
、
４
水
曜
日

Ⅱ
期
の
①
　
６
月
８
日

「玄
米
の
炊
き
方
①
／
圧
力
鍋
を
用

い
て
。
ゴ
マ
塩
」

Ⅱ
期
の
②
　
６
月
２２
日

「玄
米
の
炊
き
方
②
／
圧
力
鍋
と
内

鍋
を
用
い
て
。
み
そ
汁
」

Ⅱ
期
の
③
　
７
月
６
日

「玄
米
お
か
ゆ
の
炊
き
方
②
／
深
手

鍋
を
用
い
て
。
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
」

Ⅱ
期
の
④
　
７
月
２０
日

「味
暗
お
じ
や
。
パ
ン
オ
サ
ワ
」

母

と

子

の
食

養

入

門

講

座

●
講
師
／
加
藤
大
季
　
毎
月
第
１
、
３
火
曜
日
開
催
。

正
食
を
実
行
す
る
上
で
、
続
け
に
く
い
方
、
日
々
の
生
活

の
中
で
困
難
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
、
陰
陽
の
見
方

か
ら
、
健
康
、
体
質
に
つ
い
て
勉
強
し
て
ゆ
き
ま
す
。

●
時
間
／
午
後
２
時
３０
分
～
４
時
３０
分
　
●
講
習
費
／
各
回

２
千
円
　
●
会
場
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
２
Ｆ

③
５
月
１７
日
（火
Ｘ
年
齢
に
応
じ
た
食
事
。
乳
児
、
幼
児
、

小
学
生
、
中
学
生
。
男
と
女
の
食
事
の
違
い
」

④
５
月
３．
日
（火
ヽ
食
養
家
庭
を
楽
し
く
。食
事
の
し
つ
け
、

生
活
の
し
つ
け
、
家
族
が
病
気
の
時
」

⑤
６
月
７
日
（火
Ｘ
社
会
生
活
を
楽
し
く
。
幼
稚
園
、
保
育

園
、
学
校
、
会
社
、
地
域
な
ど
で
の
友
達
、
仲
間
、
近
所
づ

き
あ
い
」
家
庭
の
食
養
手
当
法

台
所
や
身
の
回
り
に
あ
る
材
料
を
使
う
正
食
医
学
の
手
当

て
法
の
実
際
を
、初
め
か
ら
具
体
的
に
実
習
し
て
ゆ
き
ま
す
。

●
講
師
／
加
藤
大
季
　
　
毎
月
第
２
、
４
水
曜
日
、
午
後
２

時
３０
分
か
ら
４
時
３０
分
ま
で
。

●
会
場
／
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
２
Ｆ
　
●
講
習
費
／
２
５
０
０
円

③
５
月
■
日

「第

一
大
根
湯
、
第
二
大
根
湯
、
利
尿
の
玄
米

ス
ー
プ
、
ね
ぎ
味
暗
湯
、
蓮
根
湯
、
香
蓮
、
昆
布
黒
焼
」

⑨
５
月
２５
日

「椎
茸
ス
ー
プ
、
混
合
ス
ー
プ
、
大
根
お
ろ
し

入
り
梅
生
番
茶
、
黒
焼
醤
油
、
桜
の
本
の
皮
の
煎
じ
汁
」

⑩
６
月
１５
日

「ヤ
ン
ノ
ー
、
葛
入
リ
ヤ
ン
ノ
ー
、
コ
ッ
コ
ー
、

梅
千
黒
焼
入
り
葛
湯
、
卵
醤
な
ど
」



正食医学講座。実披編
講 師/ノ t楽 果 一一 荒妻

土曜 ① 5月 21～ 22日

13

S

15

【講義】

「私の正食人生」

16

S

18

【手当法 (外用)】

しょうが湿布、

芋パスター、

腹帯の使い方

20

S

21

【講義】

「健康の七大条件と

健康チェック」

日曜

7:00

S

9:00

【手当法 (飲み物 )】

三年番茶、醤油番茶、梅

しょう番茶、玄米 クリ

ーム、スープ、葛湯

9

S

11

【体験談と

質疑応答】

【食箋料理】

玄米の炊き方、ゴマ塩、

ねぎみそ、みそ汁

② 6月 25～ 26日

【講義】

「食養の通則 J

身土不二、

一物全体食

【手当法 (外用)】

豆腐パスター、そば

パスター、しょうが

油、 リンゴ汁

【講義】

「陰陽表の見方と

ことわざに見る食 J

【手当法 (飲み物)】

第一、第二大根湯、蓮根

湯、コーレン、ねぎ味噌

湯、椎茸スープ

【体験談と

質疑応答】

【食箋料理】

みそおじや、きんぴら

ごぼう、ひじき蓮根、

ぶ、りかけ

昭和63年 第 2期

③ 7月 23～ 24日

【講義】「四つの体質」

栄養型、筋骨質、

陰性の肥満型、

栄養失調型

【手当法 (外用)】

千葉湯、よもぎ湯、栗

の葉湯、塩番茶、蓮根

汁、胡瓜・大根青菜

【講義】「食べ方」

一日のバランス、

年齢による適応食、

男女の食事

【手当法 (飲み物)】

ヤンノー、コッコー、卵

醤、大根卸入 (梅生番茶

。玄米スープ)、 リンゴ

【体験談と

質疑応答】

【食箋料理】

小豆かぼちゃ、小豆昆

布、切干し大根と高野

豆腐、野菜スープ

※内容の一部が変更になることがあります
講 師/大 森 一一 慧

『 ]巨食 子 ‐扉タロ響講 橿亘 』 (毎月第 2,4火曜 午後 2時釦分～ 40430の
子育てのいろいろな問題を勉強しましょう。(日 本 CI会館 2Fで。会費/2,000円 )
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第 2期 正食医

「正食医学講座」は1976年以来,15期開かれ,主任講師の大森英
桜先生の濃密な講義で好評を博してまいりました。その正食医学

の手当法,食箋料理の実際を「実技編」として,長年,英桜先生

?そばで厳し
い「実戦」の場を切り抜けてこられた夫人の大森ヴ

懲先生を主任講師に迎えて開講いたします。先生の個性を生かし

た解説をご期待ください。

〔第 1期,全 3回。各回定員40名 。先着順締切り。電話だけの申
込みは受けられません。締切り以降はキャンセル待ち,そ して次
回,第 2期の予約とさせていただきます。また,保育所はありま
せんので,お子様連れはご遠慮 ください〕

講師/大 森―慧
会場/日 本Ci協会本部

(交通/小田急線東北沢駅下車 2分 )

日

日

日

日

日

日

２

６

４

２

２

２

‐―‐―‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐―‐‐‐■

|

5月 2日同      |
6:00～ 7:00 起床,清掃,体操,歌 !

講習
講習

食事
講習

|

|

|
|

● 部分参加はありません。

研 修 費 /1回 (2日 間 ヮ 6講 習 )25,000円 (2食つき,宿泊費含 まず)

3Eコ前諦in         70,000円  (2食つき,宿泊費含まず)
(会館宿泊は各回2′ 000円増 し。予約先着30名 )

主催/日本CI協会 〒151東京都渋谷区大山IFl」41-5803・ 469・ 7634
持参品/食器 (茶わん,汁わん,中皿,はし,布巾)雑巾,学習用果
申込方法/申込畜に記入し,研修費を添えて日本CI協会あて現金書留で送るが直接持参する。
日本CI協会の正会員 (年・12,000円 )または誌友 (年・5,000円 )になることが必要でず。
締切り/5月 17日 (剣
取消し/5月 17日 までの取消しは手数料2,000円をひいて返還します。それ以後の場合は会の運
営上,半額返還となります。
■講義 。実習の録音,録画,撮影はご遠慮ください。

築γ輩配猜 L印を1て下P→
申込書

１

２

３

正会員(の家族)です。番 号

誌友(の家族)です。

入会申し込みます。

フリガナ 明

生 年 月 日 大

昭氏名
年 月 日生

男・女

住所 (〒      )(OO号 室 )(○ ○様方)と 詳 しく

電話

日本 Cl協会御中

円を添えて申込みます。

年   月   日

○ 会館に宿泊します

○ 宿泊しません

-6-
4.



正食医学講座・月1科
5月 3日側,4
6月 4日田ヮ5
7月 2日田,3

日脚

日(日 )

日(日 )

6月 4日 l■l
12:00～ 13:00 受付
13:00～ 13:30 説明
13:30～ 15:30 講義 1〔鼻、耳〕
16:00～ 18:00 講義 2〔日、歯、あご〕
18:00～ 19:30 食事
19:30～ 21:30 講義 3〔ほくろ〕

6月 5日 (日 )

6:00～ 7:00 起床,清掃,体操,歌
7 :00～ 9:00 講義 4幹論、生命線〕
9:30～ 11:30 講義 5願脳線〕
11:30～ 13:00 食事
13:00～ 15:00 講義 6は情線〕

ド・プロジェクター使用

「正食医学講座」は1976年以来、15期開かれ、主任講師の大森英

桜先生の濃密な講義で好評を博して参りました。この10月 から第

16期の開講を予定していますので、まだ受講されていない方はぜ

ひご参加ください。さて、無双原理・正食医学の極意ともいうべ

き望診法は「正食医学講座」で 2講義しかなく、詳しい勉強を、
という要望が寄せ られておりました。そこで、いよいよ、「望診

法特集」の講座 を開きます。どうぞご期待ください !

6月 は①鼻、耳 ②日、歯、あご ③ほくろ ④手相総論、生
命線 ⑤頭脳線 ⑥感情線 7月 は①結婚線、太陽線 ②爪、指
③声相、腹診、脈診 ④足相、歩き方、靴の減り方 ⑤便による
健康診断 ⑥尿による診断 (講義内容は一部変動する場合があり
ます)〔保育はありませんので、お子様連れはご遠慮ください〕

講師/大森英桜

会場/日本 C!協会本部 ●部分参加はありません。

研修費/1回 (2日間, 6
3回前納

(会館宿泊は各回

講 習 )27,000円 (2食つき,宿泊費含まず)
78,000円  (2食つき,宿泊費含まず)

2,000円 増 し。予約先着30名 )■ホテル空室情報→803・ 262・ 0044

主催/日 本 CI協会 0151東京都渋谷区大山町11-5 密03・ 469・ 7631(小田急線東北沢駅下車 2分 )
持参品/食器 (茶わん,汁わん,中皿,は し,布巾)雑巾,学習用具
申込方法/申込書に記入し,研修費を添えて日本 CI協会あて現金書留で送るか直接持参する。
日本CI協会の正会員 (年 ・12,000円 )ま たは誌友 (年・5,000円 )になることが必要です。
締切り/6月 l日因
取消し/6月 1日 までの取消しは手数料2,000円 をひいて返還します。それ以後の場合は会の運営上
半額返還となります。

■講義。実習の録音,録画,撮影はご遠慮ください。

正食医学講座。別科

望診法特集
123
(○印をつけてください)

申 込書
正会員(の家族 )です。番号

誌友(の家族 )です。

入会申し込みます。___ _
フ リカナ 職  業 明

生年月日 大
男 。女      昭氏名

年 月 日生

住所 (〒      )(○ ○号室)(OO様方)と詳しく
電話

円を添えて申込みます。

月 日日本CI協会御中 年

○ 会館に宿泊します

○宿泊しません

-5-



受講堂

寡彙 ! 集 申 料 理 講 座
*毎週開講しているリマ・ クッキングアカデミーの内容を、遠方の方または毎週通えない方のた
めに開催する濃密な講座です。2日間に 4実習と桜沢里真先生の「質疑応答」があります。
*免状/この集中講座を 3回受講すると「初級」免状を申請することができます。さらに4回受
講すると「中級」免状の申請資格が得られます。毎JiBの料理教室を受講されている方でも、こ

の講座を受講すれば4週分の受講と同じ扱いとなります。
*日時/昭和63年 6月 18日 (土)午後 1時～ 6月 19日 (日 )午後 3時  1泊 2日
*会場/日本CI協会会館 3階 料理教室(〒 151渋谷区大山町H-5雲 03-469-7631)

(新宿駅から小田急線各駅停車 5駅目 東北沢駅から2分 )
*入学金/リ マ・クッキングアカデミーの入学金として5,000円 (納入済みの方は不要)
*受講料/下の「申込書」の欄を参照。(今回から受講料が改定されました)
*申込み方法/「申込書」に記入し現金書留で送るか直接、事務局に持参。
*締切り/6月 15日 (水 )午後 5時
*取消し/締切りの日時までの取消しは、手数料2,000円を差引いて返還。それ以後は運営上、半
額差引いて返還します。

*持参品/筆記用具、エプロン、スカーフ(頭にかぶるもの)、 雑巾、容器 (料理の一部を持ち帰
る方)、寝間着(会館に宿泊する方)

●6月 18日 (土)午後 1時～ 1時 30分 受付
◆ 1時 30分～4時 30分「料理実習 I」 (講師/桜沢里真)・ 玄米たけのこ揚げ入り、ピーナツ豆腐、
そうめん磯巻き、豆腐の田楽、桜餅 ◆ 6時～ 8時 30分「料理実習Ⅱ」(講師/吉成知江子)・ 黄
金粥、ねぎみそ、ふきの煮付け、わかめのおひたし ◆ 6月 19日 (日 )午前 6時～7時 起床、清
掃、体操、歌 ◆7時～ 9時「料理実習Ⅲ」(講師/吉成知江子)・ 玄米麦入り、つみれの味噌汁、
昆布のつくだ煮、ヨモギのカリントー ◆10時 30分～H時30分「質疑応答」(講師/桜沢里真)
◆12時～午後3時「料理実習Ⅳ」(講師/桜沢里真)。 そぼろ御飯、ロールキャベツ、うどの味噌
和え、 たけのことコーフーのそぼろ煮、水無月ボール
(内容の一部が変更になることがあります)■ 次回は9月 17日 (土)～ 18日 (日 )の予定です。
昭和63年 6月 18日～ 6月 19日

●リマ。クッキングアカデミ_集 中料理講座 申込書
01.「通い」で受講します。02.会館に宿泊します。03.部分参加(講習 I,Ⅱ・Ⅲ,Ⅳ )
(17,000円)       (19,000円 )     (1,Ⅳ /各5,000円、Ⅱ,Ⅲ /各3,500円 )

ふり0`′ )歳

日生

男 。女 (

明治 。大正

昭和  年 月

正会員(の家族)です。lo.(   )
誌友(の家族)です。

新規に入会します。

氏

名

一Ｔ住

所

―     ) ●入学金(5,000円)を

納入します/納入済み

自宅電話

要壼       ―      ―
職 業

勤務先

勤務先電話

贅壁       ―     ―

日 本 CI協 会 御中
円を添えて申込みます

年  月  日

*集中料理講座( 年 月)を受講しま
した。



☆☆☆☆☆★講  習  の  献  アヽ ☆★☆★☆★
● 初 級

4/13 玄米の炊き方、ごま塩、そば揚げだんご、金平ゴボー、青菜おひたし
4/20 玄米ゴボー入り、味噌汁、豆腐そぼろ人参入り、プーリー
4/27 玄米小豆入り、ひじき蓮根、玄米クリーム、パンオサワ
5/11 黄金粥、ねぎ味噌、車なとねぎ煮付け、コーフーの作り方、焼きコーフー
5/18 玄米のり巻き、コーフーと玉ねぎ煮付け、しぐれ味噌、きびまんじゅう
5/25 玄米信田寿司、野菜水無し煮、けんちん汁、カリントー
6/1 玄米赤飯、ゴボー蓮根煮付け、鉄火味噌、ショソン
6/8 玄米大豆入り、手打ちうどん、小豆南瓜、水無月まんじゅう
6/15 玄米粥、ひえクロケット、ポチロンサンド、コーフー煮付け
6/22 玄米麦入り、炒り卯の花、小倉うどん、サラダ
6/29 かやく御飯、野菜クレープ、葛桜、野菜サンド
● 中。上 級、 師 範 科

4/12 玄米小豆入り、せりのごま和え、方、きの信田巻煮、柏餅、コーフー
4/19 野菜入り玄米、水無月ロール、五日豆、白菜ロール
4/26 玄米まぜ御飯、おでん、うど胡麻和え、クレープ
5/10 いなりずし、ヌードルスープ、コーフークロケット、青菜、桜餅
5/17 たけのこ御飯、野菜カレーシチュー、ロールキャベツ、昆布佃煮、ショソン
5/24 のり巻き、春雨スープ、春巻、おひたし、コロネル
5/31 玄米枝豆入り、ポチロンポタージュ、クルミ豆腐、菊花カリントー
6/7 玄米御飯、八宝菜、焼きギョーザ、タル トポンム
6/14 玄米大豆入り、カリフラワークリーム煮、ソーメン磯巻、野菜フライ
6/21 玄米わかめ入り、ポチロン・ア・ラ。モー ド、蓮根ボール、青菜、みかさ山
6/28 玄米御飯、野菜天ぷら、コーンポタージュ、リンゴゼリー

(献立の一部が変更になることがあります )

お問合せ、お申込みは

◇ 昭 和 63年 夏 期 (第 51回 )

日本 CI協会  クッキングアカデミー係
〒151東京都渋谷区大山町11-5 803(469)7631

● り `‐ ク ッ キ ン グ ア カ デ ミ ζ口P早じrf―

「

メこ二≫芦

○料理教室に新規入学します。○継続して受講/前回のコース名( )
1.初級 2.中級 3.上級 の免状を取得しました。(○印をつけて下さい)

●受講希望クラス

A・ B・ C・ D
男 。女(

明治。大正

昭和 年 月

)歳

日生

1.正会員(の家族)です。lo.(   )
2.誌友 (の家族)です。
3.新規に入会します。

氏

名
〓
Ｔ一住

所
) ●入学金(5,000円 )を

納入します/納入済み

自宅電話
1蜃        

―

職 業

勤務先

勤務先電話

霊          
―
      

―

日 本 C I協 会 御中
円を添えて申込みます

年  月  日

*集中料理講座(  年  月)を受講
しました。
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健康と幸福と美を倉Jるマクロビオティックの料理教室

リ 7ク ッキング/7カデミ
校 長 /桜 沢 里 真 (日 本CI謄 会局

玄米やいろいろな穀物、味わい深い季節の野菜、海草、豆類など大自然の幸を生

命の糧として頂く、健康と幸福の料理を学びましょう。マクロビオティック料理は

化学的に汚されない新鮮な材料を、精白せず、純正な調味料 (天然醸造の味噌、醤

油、自然塩、ゴマ油、ナタネ油など)で調理し、砂糖類や化学調味料はいっさい用
いません。マクロビオティックを世界に広めた桜沢如一先生は、「台所は生命の薬

局」と言われました。さあ、あなたも「生命の薬局長」になってください !

●初級コース/玄米の炊き方から、マクロビオティック料理の基礎を研修します。
●中上級師範科コース/初 級を修了 した方を対象に、「基礎」をぶ、まえて、さらに
応用的な各種、季節の献立を研修 します。

●免状/各コースの規定の回数出席 し、各期末の修了試作会に作品を出品し試験に
合格 し、規定の免状料を納入された方には免状を授与 します。

●受講するには日本 CI協会の会員 (正会員、年 1万 2千円)、 または「誌友」(年
5千円)、 あるいは法人会員になることが必要です。

●昼の部は、1歳以上の歩けるお子様を対象に「保育」があります (有料)。 お子様

連れで受講することはご遠慮ください。

●エプロン、スカーフなど持参品のことや詳細は係にお問合せください。

●いったん納入された受講料などは返却できません。

●受付けを締切っていないクラスは途中から入学できます。

時  間  割 受  講 料

コ

「

ス 曜 クラス 時 間 講 師 授 業  日 入学金 一括納入 月ぎめの分納 一回受講

中

上

級

師

範

科

火

A

11:00

S

14:00

沢

真

桜

里

７

月

６

月

５

月

４

月

5,000円

32,400円

4月

5月

6月

7月

9,000円

12,000円

12,000円

3,000円

3,500円

(体)7
12 10 14 10

19 17 21

26 24 28

31

B
00

30

津

子

浮

宏

初

　

級

　

科

水

C
11

14

吉 成
知江子

７

月

６

月

ｂ̈

月

４

月

27,000円

月4

5月

6月

7月

円7 0

7,500円

12,500円

2.500円

3,000円

( ) 1体

1311 810
20 18 15

27 25 22

29

D
00

30

田

子

植

冨

● 7年ぶりに受講料、受講規定などが改定になりました。よろしくお願いします。
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小田急線

(各駅停車)

■毎木曜日は休館です。

(1階の食品店は、本躍と行事のない祝日が定休日 )

日 本 CI協 会
〒151東京都渋谷区大山町11-5

0会員でなくても参加歓迎です     ● 03・ 469・ 7631 11t)
●録音はご遠慮ください。  小 田急線・東北沢駅下車 2分

◆5月 ::警::::il=:::::11::=|■ 1::11111111111‖ 111111

3日 (失・祝 )～ 4日 (水 休 )● 正食医学講座 。別科

「望診法特集①」(大森英桜 )別ページ参照

7日 (土 )～ 8日 (日 )●正食医学講座⑥ (大森英桜 )

●正宗太極挙教室(大友映男 )1,000円 第2,4日 曜

10日 (失 )● 11:00～ 14:00,18:00～ 20:30 食養料理

教室リマ・ クツキングアカデミー中上級師範科

毎週央曜日開講 ●12:00～ 14:00育児。家庭相談

(大森一慧 )(個人相談、正会員になり事前申込み )

相談料/1万円 ●14:30～16:30 正食子育て講座

③(大森一慧 )「 4歳から小学校入学まで」2,000円

●17:00～ 18:00食養なんでも相談(個人相談 、正

会員になり事前に申込み)(加藤大季 )相談料/

5,000円  毎週央・水曜日

11日 (水 )● 11:00～ 14:00,18:00～ 20:30 食養料理

教室リマ・クッキングアカデミー初級科 毎週水

曜日開講 ●14:30～ 16:30家庭の食養手当法③

(加藤大季 )「第一大根湯など」2,500円

13日 (金 )● 13:00～ 16:00,18:00～ 21:00 リマ・クツ

キングアカデミー高等師範科 詳細は案内書に。

15日 (日 )● 11:00～ 13:00 桜沢里真、マクロビオテ

ィック人生を語るln会費/3,000円 (一般 誌友 )、

2,500円 (正会員 )● 13:30～ 15:00精進料理試食会

シリーズ0日 本料理(松本光司 )6,000円 予約制

17日 (失 )● 14:30～ 16:30母と子の食養入門講座13

(加藤大季 )「年齢に応じた食事」2,000円

18日 (水 )● 14:30～ 16:30食養入門実習3(加藤大

季 )玄米おかゆの炊き方、きんぴら 2,500円

20日 (金 )● 11:00～正食相談(大森英桜 )(個人相談 、

正会員になり事前申込み。詳細は係へ問合せ )

●15:00～ 17:00正食医学による健康相談講習会

(大森英桜 )相談する人 (事前申込み〉/15,000円

傍聴/正会員 2,000円 、誌友・一般 2,500円

●i8:00～ 20:30 PU食 養研究会(大森英桜 )「気と

経絡について①」3,000円

21日 (土 )～ 22日 (日 )●正食医学講座。実技編(1,(大

森一慧)Я」ページ参照 ●正宗太極挙教室(大友映

男)1,000円  毎月第2,4日 曜

24日 (失 )● 12:00～ 14:00青児。家庭相談(大森一慧 )

(個人相談 、正会員になり事前申込み)相談料/1

万円●14:30～ 16:30正食子育て講座(大森一慧 )

「看護法 ll 熱が出た時」2,000円

25日 (水 )● 14:30～ 16:30家庭の食養手当法3(加

藤大季 )「椎茸スープなど」2,500円

27日 (金 )● 13:00～ 16:00,18:00～21:00リ マ・クッ

キングアカデミー高等師範科

28日 (土 )● 13:00～ 16:00妊娠と自然なお産(山県良

江)2,000円

29日 (日 )●正午～15:00おべんとう作り講習会曖,

(大森一慧 )3,000円  予約制

31日 (失 )● 14:30～ 16:30母 と子の食養入門講座⑤

(加藤大季 )「食養家庭を楽しく」2,000円

◆ 6月■|■|■■ 1■■ |:|||■ ■ |■ ‐ ■ |‐ ■|■

1日 (水 )● 14:30～ 16:30食養入門実習●(加藤大

季 )味 lleぉじゃ、パンオサワ 2,500円

4日 (土 )～ 5日 (日 )● 正食医学講座。別科「望診法特

集0」 (大森英桜)別ページ参照

7日 (失 )● 14:30～ 16:30母 と子の食養入門講座⑤

(加藤大季 )「社会生活を楽しく」2,000円

8日 (水 )● 14:30～ 16:30食養入門実習0(加藤大

季)玄米の炊き方lll、 ゴマ塩 2,500円

10日 (金 )● 13:00～ 16:00,18:00～21:00リ マ・クッ

キングアカデミー高等師範科

12日 (日 )● 11:00～ 13:00桜沢里真、マクロビオテイ

ック人生を語る2会費/3,000円 (一般 誌友 )、

2,500円 (正会員 )
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F ① 穏
●おさしみこんぶ     2509 320円
三陸産。 1月 採りのオTく てやわらかい昆

布を湯通しして利‖く亥1み、塩蔵したもの

です。

塩抜きし、①そのまま生姜醤油、わさび

醤油、酢醤油等でおさしみとして、②季

節の野菜を取りあわせ、お好みの ドレッ

シングでサラダとして、③野菜や山菜、

きのこ、油揚げ等と一緒に炒めものや煮

ものとして、①みそ漬や醤油漬としてお

rfし あがりくださtヽ。5/16発売予定 .

●梅干ベースト (シ ソ入)2509  720円
1句然海塩 “海の精"と 有機栽培の梅、無

農薬ネヽ培のシソでつくられた紅玉梅「 を

ペーストにしたものです。ごはん、おむ

すび、和!え もの、サラダ等にお使いくだ

さtヽ。

再入荷商品
●カリフォルニアレーズン 1509 260111

カリフォルニア産。無農薬有機栽培、無

添加Iの最高級占r:です。人荷が遅れ中し1計 (

ございません。なお、本,マ1を使用したレ

ーズンソフトは 5月 中～ ド句の人 llir予定

です。

品 薄 商1品

●国産自胡麻   12サ 1人荷 ル定
●ひ  え 12月   ク

●南瓜ベースト  12ナ |  ″
いずれも在l■

~が
終 I′ しますと、新モノが

人llifす るまで占」!切れですのでご容赦願い

ます。Fl〃l麻は特選rl胡麻 (1009、 400FI)

をご利用ください_

価 格 変 更
●天然凍りどうふ   480円一→  420「ll

l可産丸大豆、海精ニガリを原料として、

外気で凍らせ自然乾燥させた、うまみの

ある凍りどうふです t

暖冬のため従来の |り さでは自然凍結せず

薄くいたしましたしなお、今11か ら通年

取扱いをJ:め 、限定品とさせていただき

ますので品切れの除はご容赦願います t,

●手作リトーフセット 2900円一-2800円

木製の箱、布、海精ニガリのセット。人

塩ニガリから海精ニガリ (液体)に変更
しました.本物の豆腐を手作りしてみま

せんか ,

●黒豆入リポンセン 220円―-280円

品 質 変 更
●とろろ昆布   509 200111

i陸産.酢を使わない食iモ家向きのとろ

ろ昆布です。原料lι 4fのワiが llが り、粘

り、風昧ともに ^段 と良くなりました.

ぜひお1試 しください。
/(mi格
据置)

●もちあわ 3009 42011!

無農薬有機栽培のもちあわです.、 色が it

色からrl色に変わりましたが、産地、品

種による連いで、味はほぼ同じですコ

カムカムクラブ特別会員募集中 .4′

籾すりした玄米は時間の経過とともに発引|

力が衰え、やがてタピに米となります.し か

し、籾米は完全なる生命体であり、発オノJ

を失いません,新鮮な食物が体に良いこと

は言うまでもありませんが、玄米を li食 と

するマクロビオティック
′
li活法こそ、今ず

り米の真価が発揮されますJ詳剤‖は本!誌 42
ベージをご覧ください。 5サ 115日 締切り 4′
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■磯 |111籍|=議|‐ltl‐ 11111撃|■
①炊き方カンタン失敗なし
玄米と同量の水をカムカム鍋に入れて、

それを圧力鍋に入れるだ晩 火加減や水

カロ減による失敗がなく、どなたでも、ζ、っくら

した玄米ご飯がたけま魂

②上鍋で炊いたやさしい味
ご飯が金属に触れないため、刀レミやステ

ンレスなど金属イオンの溶けだす心配が

ありません。昔なつかし土鍋の味で魂
力L力L鍋
品 名 容量 直 径 高 さ 重 さ 適合する圧力鍋 価  格

8W型 83合 18 5Cm 1 8k9 平和PCD8 W以上 6′ 000円

5000型赳 6合 18 50m | 2ka 平和PCD5000以 上 5′ 000円

3800型 39合 17Cm l.tk? 平和PCD3800以 上 4′ 500円

2400型 2合 14Cm llCm 0 6ko 平和PCD2400以 上 2′ 500円

玄
熙
食

灯
サワ式玄米螢

ム
カ
ム
鍋
の
お
す
す
め

● カム カム ,`|よ 内贅てすか ら、タト鍋 (二

1受用 す る圧 カナ´ヽ の本径 な と計 った

うえて罰 合す るモリの をお選 ひ くたさ

新 酬 晰 区Jヽ嫌 卜4オ ー サ ワ ジ ッ ンゞ 株 式 会 社 難 緊 繁 駄 山明 卜5
〒!73803-958-7112 〒i5i803-465-5021


